









































痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～』（著：とーわ）お試し版が収録されています。
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一章　防御特化と第二回イベント。









「いよいよイベントだね！」

「ふふっ、緊張してない？　メイプル」

「うん！　大丈夫だよ」

　そうして会話をする二人を、同じくイベントの開始を待っているプレイヤー達がチラチラと見ている。人の数は着実に増え、多様な装備に身を包んだプレイヤーが広場を埋めていく。

　メイプルと呼ばれた少女──本ほん条じよう楓かえでは友人の白しろ峯みね理り沙さに誘われて『NewWorld Online』というゲームを始めることとしたが、ゲームについての知識は乏しかった。楓はメイプルというキャラクター名で【ＶＩＴ】に極振りしたキャラクターを作ってしまうが、それが偶然にもうまくいき、強力なスキルを手に入れ、その圧倒的防御力のために注目の的となっていた。

　そして来たる第二回イベントには、白峯理沙こと、サリーとともに参加することにしたのである。




　サリーとメイプルは第二層の町にいた。

　今日は第二回イベントの日ということで、気合いもバッチリ、準備も出来る限りやりきってある。

　メイプルとサリーはイベントが始まるその時を今か今かと待っていた。

　そんな中メイプルは見覚えのあるプレイヤーを人ごみの向こうに見つける。

「あっ！　ちょっと待っててサリー！」

　メイプルはそう言って、サリーのもとを一いつ旦たん離れ、あるプレイヤーに話しかけた。

「お久しぶりですクロムさん！」

「ん？　おっ、メイプルか。ああ、久しぶりだな」

　メイプルが話しかけた相手は、以前メイプルが大盾を作ろうとした際に生産職のプレイヤー、イズを紹介してくれたクロムだった。メイプルと同じ大盾使いで、実は前回のイベントでは九位になった実力者だ。

「イベント、お互い頑張りましょう！」

「ああ、そうだな。メイプルならいい結果を残せると思うぞ」

　メイプルはクロムと軽く話をして、サリーのもとへ戻っていった。

「ごめん！　おまたせサリー……そろそろかな？」

「だね。人もどんどん増えてきたし」

　広場には一層多くのプレイヤーが集まり、ざわざわと賑にぎわっている。

　そうして広場が満員になった時、運営からのアナウンスが入った。




「今回のイベントは探索型です！　目玉は転移先のフィールドに散らばる三百枚の銀のメダルです！　これを十枚集めることで金のメダルに、金のメダルはイベント終了後スキルや装備品に交換出来ます！」

　そうアナウンスが流れステータス画面が勝手に開き表示されたのは、金と銀のメダルである。

　そのうち金のメダルにメイプルは見覚えがあった。

　金のメダルはメイプルが前回イベントの記念品で手に入れたあのメダルだった。

「前回イベント十位以内の方は金のメダルを既に一枚所持しています！　倒して奪い取るもよし、我関せずと探索に励むもよしです！」

　幾つかの豪華な指輪や腕輪などの装飾品、大剣や弓などの武器などの画像が次々に表示されていく。全てこれから行くフィールドの何処かに眠っているのだ。

　勿もち論ろん大盾もあった。

　金メダルの救済措置についてはメッセージとして全員に送られた。第一回イベントで金メダルを獲得したプレイヤーはイベント終了時に金メダルを奪われていた場合、銀のメダル五枚が代わりに渡されるということが書かれていた。

「死亡しても落とすのはメダルだけです！　装備品は落とさないので安心して下さい！　メダルを落とすのはプレイヤーに倒された時のみです。安心して探索に励んで下さい！　死亡後はそれぞれの転移時初期地点にリスポーンします！」

　取り敢えずは一安心である。

　装備品を奪われないのならば、ある程度は気楽に出来ることだろう。

　探索も全力を出せる。

「今回の期間はゲーム内期間で一週間、時間を加速させているためゲーム外での時間経過はたった二時間です！　フィールド内にはモンスターの来ないポイントが幾つもありますのでそれを活用して下さい！」

　つまり、ゲーム内で寝泊まりして一週間過ごしても現実では二時間しか経っていないという訳だ。




「なんていうか不思議な感じだね」

「一度ログアウトするとイベント再参加が出来なくなるって。だから最後まで参加するにはログアウトは出来ないね。後は……パーティーメンバーは同じ場所に転移するってさ」

　サリーとメイプルは説明を耳で聞き、ステータス画面に流れてくるのを目で見て、相談した結果ログアウトはしない方向に決めた。

「二人分のメダル、取れるといいね」

「うん、頑張ろう！」

　二人の体は光となり、第二層の町から消えていった。





◆□◆□◆□◆□◆






「ん……着いた？」

「着いたみたいだね」

　足に伝わる大地の感触。

　二人がいたのは開けた草原のど真ん中だった。

　空には重力の影響を受けることなく浮遊する島々が見え、遠くの方には山岳地帯なども見えている。そして広く、澄み渡る大空を竜が優雅に飛ぶ姿も見ることができた。




　運営が用意した今回のフィールドは自然豊かな、モンスター達の理想郷。

　誰もが夢見たことのあるファンタジーの世界を写し取ってきたような幻想的な世界だった。

「おおー！　綺き麗れい！」

「すっごい……綺麗すぎてぞくぞくした」

　二人は草原を話しながら歩いていく。二十分程歩いたが他のプレイヤーに遭遇することは無かった。前回、メイプルがすぐに会敵したことを考えると、今回はかなり広めに設定されたステージなのかもしれない。

「メダルとか見つかるかなあ……」

「さあ？　まあ、じっくりやろう？　まだ時間はあるしね」

　そんな話をしていた二人だったが、ここで右手に背の低い草を搔かき分わけてゴブリンが走ってくるのが見えた。どうやら二人を狙っているらしく左へ左へ進んでみても追いかけてくる。

「ゴブリン相手なら……白雪の方がいいかな」

　メイプルが大盾を装備しなおす。【悪食】を無駄遣いする訳にはいかないからだ。

　というのも、【悪食】はメイプルが普段使っている【闇夜ノ写】という大盾が持つスキルだが、触れたものにダメージを与えつつＭＰに変換できるものの、メイプルがあまりに想定外の強さを発揮したためか、前回のメンテナンスで弱体化し回数制限がついてしまっていたのである。

「私は当分この装備でいってもいい？　いざという時は闇夜ノ写に替えるから」

「おっけー！　頼りにしてるよ。今回は私が倒してくるね？」

　サリーがゴブリンに急接近してダガーを振り抜く。サリーは素早い動きで、攻撃を躱かわしながらゴブリンを的確に切り裂いていく。サリーはメイプルとは対照的で【ＶＩＴ】の能力値はゼロである。防御力を完全に捨て、【ＡＧＩ】を中心にステータスを伸ばし、当たらなければ問題ないとばかりに回避をし続けカウンターを決めることがサリーの戦闘スタイルである。ゴブリンはその手に持った棍こん棒ぼうでなんとか攻撃を受け止めようとするが、その粗悪な武器ではサリーのダガーを受け止めるには至らなかった。

　スパッと切り落とされた棍棒と共にゴブリンの体に深々と赤い筋が入る。

　そして、最初の襲撃者は呆あつ気けなく光となって消えていった。

「おー！　やっぱり速いね！」

「ふふふーありがとう！　この辺は弱いモンスターのエリアなのかな？　……メダルは無いかもしれないね」

「んー……そうかも。メダルはもっと分かりにくい所に隠してあると思う」

　メイプルの意見にサリーも賛成のようで、取り敢えず洞どう窟くつや、森林などモンスターの多そうな地形を探して回ることにした。




　それから歩くこと一時間。

「右、草原！　左、草原！　後ろ、草原！　前、草原っ！」

　サリーが少しヤケになって叫ぶ。どこを見ても草原しかない。地平線まできっちり草原である。

「広すぎるよ～……さっきからゴブリンしか出てこないし……ほらまたいた……」

　メイプルの言う通り、ゴブリンが、捕らえた獲物なのだろう兎を引きずりながら歩いていた。メイプル達には気づいていないのだろう、嬉うれしそうにゲギャゲギャと耳障りな声で笑っている。

　そしてゴブリンはメイプル達が見ている中、そのまま『歩いて』地面に沈んでいった。

「「……え？」」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた二人だったが、はっと正気に戻るとゴブリンが消えていった場所へと急いで向かう。

「な、何もない？」

「いや……絶対何かある！　あるはず！」

　サリーが何かを閃ひらめいたのか、その辺りの空間に【ウィンドカッター】を撃つ。

　それは歪ゆがんだ空間を切り裂いて、その場の景色を正常に戻した。

　景色が正常になった二人の足下には地下へと続く階段があったのである。

「【蜃しん気き楼ろう】みたいなスキル……それで入り口を隠してたのかな。もしかしたら、他にも入り口はあったかも。この草原広いしね……」

「入る？」

「当然！　念入りに隠されたこの洞窟……きっとメダルの一枚や二枚あるって！」

「よーし！　じゃあいこう！」

　こうして二人は洞窟の中へと入っていった。




「よっ……と！」

　洞窟に入ってすぐ、遭遇したゴブリンの顔面をサリーのダガーが切り裂く。

　内部のモンスターも特に強い訳ではなかったため、サリーの攻撃で簡単に倒れていく。

　道幅は二人が並んで歩ける程度には広く、武器を振り回すことに不自由は感じないくらいだった。




「また分かれ道……」

　メイプルが呟つぶやく。

　メイプルの言うように、この洞窟は分岐が非常に多い。まるで蟻の巣のように何本もの道が伸びていて、行き止まりや小部屋も多い。

「どっちに行くか……メイプルどうする？」

「……じゃあ、右！　右は下へ向かってるし、ボスがいるなら深いところだと思う！」

「おっけー、じゃあ右で」

　二人は道を進んでいく。そして、少し大きめの部屋に入った。

　その時。




　洞窟に咆ほう哮こうが響き渡り、地鳴りがする。

　二人は直感した。これはボスの咆哮だと。

　それと共に、足音、金属音。それに不快な鳴き声が二人のもとへと近づいてくる。




「ボスが何か指令出したかも、ゴブリンが集まってくる！」

「どうする？」

　メイプルの問いにサリーは武器を構えつつ応える。

「この部屋に続く道は二つだけ、片方は任せる！」

「おっけー！　任せて！」

　メイプルはまだ大盾を切り替えない。

　ボスまでは取っておかなければと考えているのだ。

　メイプルが新月を抜く。

　戦闘開始だ。




「【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルの短刀から紫の光が溢あふれ、三つ首の毒竜ヒドラの見た目をした毒の奔流がゴブリンに向かっていく。【毒無効】クラスの強力な耐性がなければ防げない毒ダメージが襲いかかる。

　メイプルは最初から全力全開で攻撃する。メイプルは最大ＭＰが極端に低いこともあり、スキルや魔法に回数制限がかかるものが多い。そのため攻撃回数を増やせば増やすほど攻撃能力はなくなっていってしまう。それゆえにできればモンスターは一発で片付けたいのだ。

　部屋に雪崩なだれ込むゴブリン目がけてメイプルが放った毒竜ヒドラは、ゴブリンの眼前で光り輝く障壁に止められてしまう。

　通路の奥、ひしめくゴブリン達の最奥に、帽子を目深にかぶり杖つえを構える三匹のゴブリンがいた。

　恐らく、その三匹の魔法なのだろうと二人は予想した。毎回障壁があるのならば大変だと思うサリーだったが、流石にそんなことはなかった。

　障壁は奥の手であり、杖を持った三匹は全員が肩で息をしている。

　それだけメイプルの攻撃は強力だったのだ。

　しかも、毒竜ヒドラの被害はそれだけではない。

　たとえ防がれようとも、周りに撒まき散ちらした毒そのものは消えはしない。

　その毒に触れたゴブリンが苦しみ、倒れて光となって霧散していく。




　それでも、ゴブリン達は倒れる仲間が消える前に、その体を踏み台にして毒の海を越えてくる。

　ボスからの指令に逆らうことなどできないのか、ただ目の前の敵に向かっていく。

「【シールドアタック】！」

　メイプルの攻撃には直接のダメージはほぼなかったが、そのノックバック効果がゴブリンを毒の海へと叩たたき込こむ。

　メイプルがそれを繰り返すだけで、ゴブリンの数が減っていく。本来なら魔法で支援をする筈はずのあの三匹は既にガス欠なのだ。

「【シールドアタック】！　で、終わりっ！」

　最後のゴブリンを沈めた時。ちょうどサリーも戦闘が終わったようでメイプルの方を向く。

　そして、魔法使いのゴブリン達に気付き魔法攻撃を開始した。

「【ファイアボール】！　さらに、【ウィンドカッター】！」

　素の防御力はなかったようで、魔法使いのゴブリン達は呆気なく沈んだ。




「お疲れ、サリー！」

「お疲れメイプル。にしても、派手にやったねー」

　サリーは驚きと呆あきれの混じった表情で毒の海を見ていた。

「えへへ……そんなことより行こう！　きっとこっちがボス部屋だよ！」

　メイプルは照れ笑いを浮かべつつ話を変える。

「そうだね、行こうか！　……よっ！」

　サリーはゴブリンが苦しんだ毒の海を飛び越える。メイプルは勿もち論ろん歩いて渡る。毒耐性は完かん璧ぺきだ。

「私が触れたら一発アウトだよ」

　味方の魔法でダメージは受けないが、それが引き起こした現象は別だ。

　味方のファイアボールで燃やされた枝を摑つかめば、ダメージが入るというわけである。

「気をつけるね」

「お願いします」

　二人は洞窟の奥へ奥へと向かっていく。

　決戦はもうすぐそこまで迫っていた。





◆□◆□◆□◆□◆






「ボス部屋っぽい部屋発見！」

　目の前には道中には一つもなかった扉の存在があった。装飾もあり、いかにもといった雰囲気である。

　二人は高さ五メートル程の木製の扉を開き中へと入る。

　中は広く、薄暗かった。

　天井までは十メートル近く、周りを見るに横幅も同じくらいである。

　ただ、奥行きだけはその倍ほどあり、その最奥には巨大な玉座がある。

　そして、そこには醜悪な顔をした巨大なゴブリンが座っていたのだった。

　座っているため正確な大きさは分からないが、先程の扉ほどの巨体である。通常のゴブリンの三倍近い大きさだ。

　ゴブリンが二人に気付いて咆哮する。

　あまりに凄すさまじい音量に二人が顔を顰しかめる。

「さっと倒しちゃおう！　ちょっと……うるさい！」

「同感、行こう！」

　サリーが頷うなずく。

　メイプルの大盾は闇夜ノ写に替わっており、決戦仕様だ。

　ゴブリンまでの距離はおよそ二十メートル。

　サリーが最速でその距離を詰めようとする。

　しかし、ゴブリンはそれを許さない。

　玉座の真横、立てかけてあった巨大なサーベルを手に取り立ち上がると、前進しつつ乱暴に振り抜く。

　凄まじい剣圧とともに凶刃がサリーに迫ってくる。

「【カバームーブ】！　【カバー】！」

　サリーがこれを回避出来たかどうかは分からない。メイプルが身の丈の二倍はあるそのサーベルを恐れずに大盾で受け止めて、【悪食】の効果でＭＰに変換し、消し飛ばしたからだ。圧倒的な破壊力で敵のメインウェポンを戦闘開始早々削り取った。

　サーベルが光となって消えていく。

「ナイス！　よしっ……！」

　サリーが更にボスに近づいていく。そしてここからのメイプルの行動はサリーにとって、もしかするとゴブリンにとっても予想外のものだった。

「【カバームーブ】！」

　走り続けるサリーの元にメイプルが急加速して追いついてくる。ゴブリンからの攻撃は来ていないのだ。

　サリーは驚きながらもボスに近づく。メイプルがサリーの全く想定していなかった不思議な動きを見せているとはいえ、今足を止めるわけにはいかないのである。

「【カバームーブ】！」

　メイプルはスキルを再度発動して無理やりサリーに追いつく。これで二人揃そろってゴブリンの目の前である。

　ゴブリンが筋肉の隆起した腕を轟ごう音おんと共に振り下ろしてくる。

　しかしその攻撃はサリーには当たらなかった。

　その自慢の回避力はゴブリンの単調な攻撃など受けはしなかった。そしてサリーはそのまま高く飛び上がりゴブリンの腹部に狙いをつける。

　サリーのダガーがゴブリンの体に届く距離まで近づいた時。

「【カバームーブ】！」

　もはやカバームーブというのが馬鹿馬鹿しくなるその使用目的にサリーが苦笑する。

　メイプルはゴブリンに肉薄することとなり、その大盾が届く範囲内に入った。

　サリーは一撃を加えるとその場から避難する。

　メイプルは体をひねり大盾を振り抜いた。

「どーだっ！　この威力！」

　ゴブリンの腹部には大盾の幅のダメージエフェクトが派手に散り、そのＨＰゲージが三割程減少する。

　それはゴブリンの怒りを誘ったようでメイプルに拳こぶしが叩きつけられ、地面へと落ちる。

「ふふふ……ダメージが二倍？　ゼロの二倍はゼロっ！」

【カバームーブ】のデメリットのダメージ二倍は、常軌を逸したメイプルの防御力の前で無いものとなった。とはいえ、鎧よろいはそうではなかったらしく、ピシッとヒビが入って砕けてしまった。

「うえっ!?」

　驚くメイプルだったが壊れた鎧は淡く輝くと即座に元の形を取り戻した。

「あっ！　そうか、【破壊成長】！」

　壊れた装備はより堅けん牢ろうに、強固に成長する。

　サリーがメイプルに声をかける。

「もう一回いけるっ？」

「もちろん！」

　メイプルは立ち上がりサリーの動きを見る。

　そして、サリーにゴブリンの拳が叩きつけられるその瞬間。

「【カバームーブ】！　【カバー】！」

　メイプルは拳とサリーの間に立ち大盾を構えた。

　その腕は先端から大盾に飲み込まれて赤い光を散らしていく。素早いサリーに当てるために全力で振り下ろしたその勢いは止まらない。

　再びＨＰゲージがガクンと減少する。

　残り四割といったところだ。

　メイプルは新月を抜き放つ。

「ちょっとぐらいは活躍しないとね！　【超加速】！」

　サリーの体が一瞬ぶれて、加速する。

　サリーはそのまま高速でゴブリンの背後に回り込み攻撃を仕掛けた。

「【ダブルスラッシュ】！　【ウィンドカッター】！　【パワーアタック】！　【ダブルスラッシュ】！」

【超加速】の効果も相まった高速の連撃が叩き込まれる。これだけやってもゲージは一割半ほどしか減少しないのだからメイプルの大盾の異常さが際立つ。

　流石にこれだけの攻撃を加えればゴブリンもサリーの方に注意を向けざるを得なかった。

　ゴブリンは振り返ると赤いダメージエフェクトを上書きするように黄色のエフェクトをその腕に纏まとわせて殴りかかる。

　その攻撃はサリーには当たらなかったが、殴りつけた地面が陥没する。

「威力は上がってるけど……遅いね！」

　サリーがゴブリンから離れていく。ゴブリンは血走った目でサリーを追おうとする。

「いいの？　私なんか追いかけて？　きっと……あっちの方が怖いよ？」

「【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルの声が三つ首の毒竜ヒドラを呼び出す。

　サリーを追いかけてより大きな脅威を放置してしまったゴブリンは、その背に毒竜ヒドラの攻撃を受けることになってしまった。

　毒竜ヒドラでの大ダメージに加えて、最高レベルの毒ダメージ。

　それでも、何とか立っていたのはゴブリンのボスとしての意地だったのかもしれない。

　しかしそれも長くは続かず、ゴブリンはその巨体を輝く光に変えて爆散していった。




「お疲れー！」

「お疲れ様……で？　あの謎の挙動は何？」

「謎の挙動って【カバームーブ】のこと？　あれいいよね！　私の予想通り移動してからの攻撃にも使えたし！」

「そんな使い方して生きていられるのも、有効打を与えられるのもメイプルだけだよ……」

　実際、大盾使いが真似をしようものなら途切れない被ダメージ二倍効果で沈むだろう。

　本来なら【カバームーブ】は守ることができる範囲を瞬時に広げるためのものなのである。メイプルのように高速移動するためのスキルでは決してない。

　さらに、このぶっ飛んだ攻撃能力を持っているのもメイプルくらいだろう。それがなくては高速移動からの攻撃が成り立たないため、この戦法の効果は薄くなってしまう。

　そもそも火力を出すなら大盾である必要はないのである。

「サリーも速かったよ！　最後のあれ！」

「まあ、ＡＧＩが50％増加だからね。三十分空けないと次使えないけど……十分かな」

　サリーは、ほらこれ、と自分のステータスのスキルの場所を指差してメイプルに見せる。






【超加速】




一分間、ＡＧＩを50％上昇させる。三十分後、再使用可。








　書かれていたのはシンプルかつ強力な効果だった。サリーに嚙かみ合っているのもいい点である。

「【悪食】はあと七回しか使えないから……短期決戦でできるだけ使わないようにしたけど……」

「今のメイプルは燃費悪いもんね。今回のスキル取得でいいの取ろう！」

「うん、そうだね！」

　そう言うと二人はゴブリンが座っていた玉座の元へ向かう。

　そこには装飾は無いものの大きめの宝箱があった。

「開けるよ？」

「おっけー！　開けちゃって！」

　サリーが宝箱を開ける。

　中に入っていたのはゴブリンが持っていたのと同じ見た目のサーベル。

　そして、銀色に輝くメダルが二枚である。

「やった！　メダルだ！」

「しかも二枚、二枚だよ！」

　二人はサーベルなどそっちのけでメダルに夢中になる。そもそも、サーベルは二人とも装備できないのだから興味がなくて当然とも言える。

「ダンジョンごとにメダル二つなら……百五十もダンジョンがある……？」

「難易度で変わるのかも？　もっと強いボスもいるとか！　後は……隠されているだけでボスはいないとか……」

「ああそっか、そういうのもあるか」

　サリーは思考を切り上げてサーベルを手に取ってその性能を見る。






『ゴブリンキングサーベル』




【ＳＴＲ＋75】【損傷加速】








「うおぉ……なかなかの脳筋武器だぁ……」

「どういう感じ？」

「壊れやすくて長時間戦闘はできないけど、ＳＴＲ＋75」

「私達は装備できないよね？」

「うん」

「装備ははずれだったかぁ……」

「次のダンジョン探しに行く？　玉座の裏に魔法陣があるし、乗れば外に出られると思う」

「……あと一つくらいなら今日中に行けそうかな？　スキルも持つと思う！」

　二人は相談を終えると魔法陣に乗った。

　メイプルの【悪食】のことを考えると、一日の内に出来るだけ探索して使い切りたいところだ。

　明日に持ち越しは出来ないため、全力で攻略できる場所の数が減ってしまうのである。




　そして光が消えるとそこは元の草原だった。




「忘れてた……取り敢えず、草原を出るところから始めないと……」

「ど、どっちに行くのがいいかな？」

「前進！　多分それが一番。最初から見えてるあの高い山までずっと草原ってことは無いはず」

「それもそうだね！」

　二人は山岳地帯を目指して歩き出した。











二章　防御特化と探索再開。









　二人が草原を歩くこと一時間。

　遂に前方にちらっと森が見えてきた。

　ようやく景色が変わったことで、二人は活力を取り戻し、ペースを上げて歩いていく。




「や、やっと着いた！」

「結構深い森だね……」

　二人は森の中に足を踏み入れる。

　鬱うつ蒼そうとしたその森は上空からの光をほとんど通しておらず薄暗い。

　そして、藪も多くモンスターの奇襲攻撃に向いた地形となっていた。

「私が守ってあげるよー！」

「本当、誰より頼りになるよ」

　メイプルがやられる攻撃ならば誰だって耐えることはできないだろう。そんなモンスターのことを心配しても仕方がないのである。サリーも周りを警戒しつつメイプルの陰に隠れるようにして森を進んでいく。

　その後三十分。

　二人が危き惧ぐした奇襲攻撃は結局一度もなく、平和な探索が続いていた。

「何も出てこないね？」

「もう、出てこな過ぎて不気味」

「あはは……確かに……」

　しん、と静まり返った森はサリーの言うように不気味だった。

　奥に行くにつれて本当に物音一つしなくなっていく。

「な、何か話さない!?」

　言い表せない不安からサリーが叫ぶ。

「えっ!?　い、いいけど？　えーっと……」

　この空気を変えるためにメイプルが無理やり話し始めようとしたその時。

　二人にはボッという発火音が聞こえた。

　ここにきて初めての物音だったため、二人は敏感に反応して音のした方を向く。

　すると、青い人魂が数個ゆらゆらと近づいて来ているのが見えた。

「ここはゲームここはゲームここはゲームっ……！　よし、大丈夫、大丈夫……」

　サリーがぶつぶつと呟つぶやく。

「それ全然大丈夫じゃないよね!?」

「逃げる？　逃げよう？　そうしよう？」

　大丈夫でないことは証明された。




「まあ、【悪食】使うのもったいないし……」

「じゃ、じゃあ装備外して！　乗せていくからさっ！　ち、近づいてきてるから！」

【ＡＧＩ】が低いメイプルがサリーとともに素早く移動したい時には、サリーに背負ってもらうことがほとんどであり、言われたように装備を外していく。

　メイプルは装備を外して軽量化したが、念のためにと新月だけはそのまま装備した状態でサリーの背に乗った。

　その瞬間サリーはもうここには居たくないとばかりに無言で走り出す。

　あの人魂が現れてからはモンスターも活気づいてきた様子だった。

　浮遊する髑どく髏ろや、色とりどりの人魂や、ゾンビや半透明の人間など、よりどりみどりの亡霊や幽霊が現れ始めた。

「くうっ……！　こんな森入るんじゃなかったっ！」

「おー！　綺き麗れいな炎！　緑色とかもあるよ！」

　砂漠とツンドラ程に温度差の激しい二人は戦闘をすることなく森を駆け回る。

　そして、遂にボロボロの廃屋を見つけて緊急避難とばかりに飛び込んだ。




「ボロボロだね……探索しておく？」

「任せた」

「昔っから幽霊駄目だもんね～」

「あれに慣れるのは無理。ゲーム内なら逃げ切れるだけマシだけど……まだ怖さに全力を出してきてないだけマシだったよ……」

　サリーは疲れ切った様子で廃屋にあった椅子に座る。メイプルは探索を始めるが、そもそもこの廃屋内にはほとんど家具がなかった。

　あるのはボロボロのテーブルと、サリーが使っているこれまたボロボロの椅子。

　テーブル下に敷かれた薄汚れた絨じゆう毯たん。

　それに古びた簞たん笥すくらいである。

　ベッドすらないこの部屋には、人は住んではいないだろう。

　窓には所々ひび割れたり、欠けたりしているガラスがかろうじてはまっている。

「簞笥の中身はっと……何もないかぁ」

　少しだけメダルがあるかと期待したメイプルだったがそこまで都合よくはいかなかった。

　メイプルがステータスを開き、付随している時計で現在時間を確認する。

「どうする？　ゲーム内時間が六時を過ぎてるし……もうすぐ夜になっちゃうね」

「あー……だから幽霊が出てきたのかも……入るタイミング間違えた……食料はある程度持ち込んだから何とかなるけど。ここに泊まるのは嫌だなぁ……でもなぁ」

　サリーがそっと窓から外を見る。

　外には明らかにプレイヤーではない人影がうようよといる。メイプルもそっと確認すると、人影は逃げている途中で見かけたゾンビや幽霊だと分かった。

　廃屋内にモンスターが入ってこないことから、ここは安全だろうと二人は思った。

　現状、外に出ればサリーにとって阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄であることは間違いない。

「仕方ない……我慢するか……」

　探索を終えたメイプルもサリーの側に座る。椅子は一つしか無いため床に直接だ。

「一応装備は戻しておいてと……大盾は白雪でいいかな……後は、トランプでもする？」

　ゲーム内にも簡単な娯楽アイテムは幾つか存在するのだ。これはそのうちの一つである。

「ちょっとは気も紛れるかもしれないけど……二人じゃ何をやってもすぐ終わるよ？」

「あっ！　そ、そっか！　考えてなかった！」

　サリーがそんなメイプルを見てふふっと笑う。

　多少は調子も戻ってきたようで、ぐっと伸びをするとメイプルの持っていたトランプを受け取って配り始める。

　夜はまだ始まったばかりだ。




「よーし……こっちだっ！」

「はい残念、ジョーカーです」

「ぐぐぐ……」

　メイプルが唸うなる。

　二人は、トランプやオセロやチェスなどメイプルが次々と出したゲームで遊んでいた。

　途中に夕食を挟んで、ゲームを続ける。

　ゲーム内のため食事は摂らなくても問題は無いのだが、サリーはゲーム内で時間を過ごす時もリアルと同じように食事を摂らないと調子が出ないとのことで、食料を大量に持ち込んでいた。

　サリーはメイプルにも食料を渡して二人で食べた。

　メイプルが持ち込んだのは娯楽アイテムくらいである。

「んー……こっち！　よし、勝った！」

「くそぉ……」

　修学旅行の一室を切り取ったかのような光景ではあるが、周りは樹海、いるのは廃屋である。

「結構時間経ったね……もう十時だよ」

　メイプルが時間を確認し、トランプなどをインベントリにしまう。

「外では相変わらず元気に動き回ってるし……これはここで一泊かなぁ……」

「それでいいと思う。多分この森の中にもメダルか装備があると思うし……朝になってモンスターが消えてからでいいんじゃない？」

「ごめんね探索出来なくて」

「いいって！　ただし、明日は頑張って活躍すること！」

「了解！」

　二人は寝袋を出すと床に広げる。

　互いに挨あい拶さつを交わしてメイプルが床につく。

　モンスターが襲ってくる可能性がゼロではないため交互に二時間ずつ眠る。

　まずはメイプルが眠る番だ。




「静かだなぁ……」

　メイプルの寝息しか聞こえない廃屋でサリーは一人椅子に座って周りを警戒する。

　心配も杞き憂ゆうのようでモンスターは襲ってこなかった。

　そして十二時になりそろそろメイプルを起こそうと立ち上がった時。




　テーブル付近からノイズのかかった低い声が聞こえた。

　それは断続的に、しかし確かに聞こえる。

「うううわぁあああっ！」

　メイプルを起こそうと立ち上がったサリーがメイプルの方へ崩れるように倒れ込む。

　メイプルは持ち前の防御力でそんなことは意に介さず眠っていたが、鎧よろいと床がぶつかって派手に音を立てたのと、叫びを上げるサリーと、低い声のトリプルコンボで目を覚ました。

「どうしたの……？」

「で、出た！　テーブルに！　テーブルに！」
















　恐怖と焦りで語ご彙いが貧困になっているサリーをひとまず置いておいてメイプルがテーブルに近づいていく。

　そこからは確かに低い声が聞こえる。

　メイプルは音の出所を突き止めようとして耳を澄ませる。

「テーブルの……真下？」

　そこにはボロボロの絨毯が敷いてある。

　サリーが隅っこで丸まってしまっているためテーブルを全力で動かす。

【ＳＴＲ　０】とはそういうものだ。

　そして、メイプルは絨毯をめくって下を確認する。

「これは……地下がある？」

　そこには切れ込みの入った床があり、取っ手が付いていた。

　メイプルは早速それを開けてみる。

「簡単に開いたね！　……階段かあ」

　低い声は大きくなっており、元凶は間違いなくこの下にいることがひしひしと伝わってくる。

「探索行ってくるね？」

「私も……いく。メイプルがやられたらまずいし……」

　サリーがゆっくりと立ち上がってメイプルの後ろにぴったりひっつく。

「前は任せなさーい！」

「ありがとう……よしっ……！　行こう！」

　サリーも気合いを入れ直す。目指すは地下から響く声の主のところだ。

　二人は階段を下っていった。





◆□◆□◆□◆□◆






　二人は一歩一歩警戒しつつ、下へ下へと向かう。

　声はどんどん大きくなってきている。不意打ちに備えてメイプルを前にして階段を下ると、古びた扉が見えてきた。

　メイプルがドアノブに手をかける。

「……鍵かぎがかかってない。開けるよ」

「おっけー。よし、こいっ！」

　メイプルが扉を開きつつ大盾を構える。扉を開けたことで声は鮮明になって聞こえてくる。




「痛い……痛い……あぁあ……あ」

　メイプルが大盾から顔を出して中を覗のぞき込む。

　部屋の地面には半ばまで溶けた蠟ろう燭そくが置かれており。

　それが照らし出しているのは、血まみれのまま椅子に括り付けられた男性だった。

「敵意は無さそう……かな？　プレイヤーでも無いよ」

　メイプルに続いてサリーも恐る恐るメイプルの陰から顔を出した。そしてその痛々しい見た目に顔を顰しかめる。

「どうする？」

「んー……痛いって言ってるし……治してあげたいなぁ……」

「私【ヒール】あるけど？　やってみる？」

「うん……お願い！」

　方針も決まりサリーが【ヒール】を使用する。

　優しい光が男性を包み込み、傷が少しだけ治った。まだまだ全快には程遠い。

「もう一回！　【ヒール】！」

　サリーは傷の治り具合を確認しつつ何度も何度も【ヒール】を使う。

　持ち込んだＭＰポーションを二本使用したところでようやく男性の傷が全て治った。

　二人が満足そうに笑顔を見せる。

「あり……がとう…………」

　傷の治った男性は微笑むと少しずつその体を白い光に変えて次第に薄れていき、ついには消えてしまった。

「成仏した……ってこと？」

「そうなんじゃない？　多分生きてはいなかったんだろうし……ん？」

　サリーが男性の座っていた椅子に何かが置いてあるのを見つける。薄暗いこの部屋でそれは蠟燭の光を受けて僅わずかに輝いていた。

　サリーがそれを拾い上げる。

「これは……指輪？」

「おー！　あの人からのお礼かな？」

　サリーがその真っ黒い指輪の能力を確認する。






『命の指輪』




【ＨＰ＋１００】








「んー……メイプルのタフネスリングの上位互換かな？　取得条件は簡単だったけど、なかなかいいんじゃない？　メイプルにはね」

　サリーはそう言うとメイプルにリングを渡す。

「メイプルにあげる。私はＨＰ増やしてもあんまり意味無いし、それにメイプルはＨＰには振らないんでしょ？　ＨＰＭＰは一ポイントで二十増えるから影響も大きいんだけどね」

　サリーはメイプルの答えは分かっていてステータスのことを聞いた。

「【ＶＩＴ】にだけステータスポイントを使うって決めてるから……でも、指輪いいの？　イベント限定の装備かもしれないよ？」

　それを聞くとサリーは微笑みを浮かべてメイプルに言った。

「どうしても、ただで受け取るのに抵抗があるなら貸しってことで。メイプルのいらない装備もこのイベントで手に入るだろうし、それが良さそうなら……」

「分かった！　その時はサリーにあげるね！　……それじゃあ、これはありがたく装備させてもらってと……」

　これでメイプルの総ＨＰは百から倍の二百である。

　かなり安心出来る数値になってきたと言えるだろう。

　同時に装飾品の枠も埋まってしまったので、ここからはＨＰも上げにくくなる。

「改めて眠り直そうかな……」

　眠ることで集中力の回復が見込めるため、集中力が生命線のサリーは眠るつもりなのである。眠らなくても動き続けることはできるものの、幾分精度は落ちてしまうことは間違いなかった。

「この森のイベントってこれだけかな？」

「んー……どうだろう？　もう一つくらいあるかもしれないけど……時間帯が影響しそうなんだよね。これも十二時になって発生したイベントっぽいし」

　他にも幽霊の出現などもおそらく時間帯によるイベントのため、ここでの探索は日数をかけてみないと正確な結果が得られないだろうという結論になった。

「じゃあ、明日は森を抜ける方向で」

「うん、そうしよう」

　サリーとしてはこの森にあまり長居したくないというのもあった。

　二人は地下から出ると家具を元に戻して最初の予定通り交互に眠ることにした。

「じゃあ、おやすみメイプル」

「おやすみー！　しっかり見張ってるから安心して！」

「ふふっ……ありがとう」

　そうして、見張りを交代しつつ夜は更けていった。




　そして二日目がやってくる。




「よし、今日も頑張ろう！」

「おー！」

　二人は軽く朝食を摂ると、廃屋から出て森を突き進む。

　時間短縮のため、サリーがメイプルを背負ういつものスタイルである。

　時折、サリーが木に登って山岳地帯の方角を確認しつつ走ること一時間。

　ついに森の終わりが見えてきた。

「よっし！　抜けた！」

「んー！　久しぶりに明るいから眩まぶしいや……」

　メイプルは装備を戻して伸びをする。

　目の前にはほとんど草の生えていない荒地が広がっている。地面にはわずかな草が残るのみで、所々に見える木は枯れて今にも朽ちてしまいそうな様子である。そして荒地は山岳地帯にまで続いていた。

「とりあえず山の方まで行ってみる？　結構遠いけど」

　サリーがメイプルにそう提案する。メイプルは特に行きたい場所などなかったため、それに賛成した。

「この環境の変わり方はゲームじゃないとありえないよねー」

「次にどんな景色が待ってるか分からないのはワクワクするよね！」

　二人は荒野を進みつつ会話する。モンスターが近づいてきてもすぐに分かる地形のため、索敵は容易い。

　だから、遠くを歩いている三人のプレイヤーらしき人影を見つけることが出来た。

「メイプル。誰かいる」

「装備はどうする？　【悪食】は取っておいた方がいい？」

「【悪食】は使えた方がいいかも、即戦闘になるようなら……【カバームーブ】で突っ込んでいけた方がいい……あとは……」

　サリーがメイプルに小声でもう一つの作戦を伝える。

「了解」

　二人は警戒心を強めつつ進む。メイプルは前回イベントで三位になっているため大抵のプレイヤーがその顔を知っているだろう。

　人によっては、メダルを奪うために襲ってくる可能性もある。

　そうして進むうちに向こうも二人に気付いたようで立ち止まって相談し始めた。

　そして武器を構えることなく、三人は二人に向かって歩いてきた。

　プレイヤーは三人とも男性で大剣、短剣、片手剣という偏ったパーティーだった。

　声が届く範囲まで来ると三人が口々に話し出す。

「いやー初めて人に会えたと思えば……まさか前回ランカーとは……」

「本当びびったわ……俺らに戦闘の意思は無いんで出来れば見逃して欲しい……！」

「俺達は今から登山だからなあ……無駄にスキルは使いたくないんだ」

「なるほどー。私達も今から登山なんですよね。きっとあの山には何かあると思うんですよ……」

　メイプルの発言に三人も同意見のようで、同行させて貰もらえないかと申し出てきた。

「どうするサリー？」

「…………いいんじゃない？」

　こうして、五人で山を目指すこととなった。




「じゃあ、私が先頭行くから……メイプルは三人の前に立って守る感じで」

「おっけー！　どんなモンスター相手でも守って見せるよ！」

　メイプルがぐっと大盾を構えてみせる。

「頼もしいな」

「本当にな」

　後ろでボソボソと三人が話しているのを聞きながら歩く。

　途中何度かモンスターと会敵したもののメイプルが守るまでもなく、サリーが倒してしまった。

　そして、目的地が近づいてきた。

「よっし、もうひと頑張り！」

　メイプルが大きく伸びをする。

　その時。




「かかれ！　【鎧よろい砕き】！」

「【ディフェンスブレイク】！」

「【スルーブレイド】！」

　メイプルの後ろにいた三人が一斉に斬りかかる。

　防御力貫通スキルがメイプルに迫る。

　ずっとメイプルの隙を窺うかがっていたかの様にその連携はスムーズだった。

　これ以上ない奇襲と言える。




「【カバームーブ】！」

　しかし、その凶刃はメイプルには届かない。

　サリーの伝えたもう一つの作戦は三人が同行することになった時にはメイプルがわざと隙を見せて、三人の真意を晒さらさせるというものだった。

　サリーは彼らが同行を申し出てきた場合は攻撃してくる可能性が高いと踏んでいたのだ。

　サリーが近くにいる以上、最速の回避手段がメイプルにはある。

　絶対に安全では無いとのことだったが、メイプルもサリーの提案に同意した。

　そして三人には注意を払っていたのだ。

　男達はメイプル達が自分達を観察していることに気付けなかった。

　獲物を狙うあまり、自分達もまた狙われているかもしれないということに頭が回らなかったのだ。

「なっ!?」

　男達が奇襲が不発に終わったことに驚きよう愕がくし、動きを止める。

　絶対の自信があったのだろう。

「【毒竜ヒドラ】！」

　反撃として繰り出された毒竜ヒドラは容赦なく三人を飲み込み、そのＨＰバーを削り取った。




「本当に襲ってくるとは……」

「そりゃあ、メイプルは狙われる理由があるし……警戒してて良かったでしょ？」

「すぐに【カバームーブ】発動出来たからね！　あれがないと危なかったかも……」

「後は……メダルはある？　落としてるかも」

　サリーに言われてメイプルが毒の海を進んでいく。三人を倒した辺りの地面を探るが、メダルは落ちてはいなかった。

「一いつ攫かく千せん金きんなんて狙うものじゃないってことだね」

「確かにそうかも」

　今回イベント初めてのＰｖＰはメイプル達の勝利で終わった。




「気を取り直して……登山といきますか！」

「おー！」

　二人は改めて山を目指して歩き出した。





◆□◆□◆□◆□◆






　地面に傾斜が出てきた。

　いよいよ山岳地帯に差し掛かったのだ。登り始めたころは荒地と変わらない景色が続いていたものの次第に地面に雪が積もり始め、足場も悪くなっていく。

「雪山だけど寒くないね。不思議な感じ！」

「だねー。寒かったら私の服装じゃ登ってられないし、助かったよ」

　二人は話しながら先へ進む。




「この山は他のプレイヤーも目指してるだろうし、先を越されないようにしないとね」

「そうだね、出来るだけ急ごう」

　二人はずんずんと山を登っていく。二人が今登っているのは最も高い山だった。現状、周りに他のプレイヤーはいない。

　とはいえ、別方向から登ってきている可能性はあり、いつはち合わせるかは分からない。

「メイプル！　モンスター来るよ！」

「分かった！」

　メイプルは大盾を白雪に持ち替えておいた。

　ボスモンスターがいることを想定して、【悪食】は温存しておくつもりなのである。

　樹海とは打って変わってモンスターが多いため、戦闘回数も増える。




「おっ、レベル上がった。これで19！　ステータスは……ＡＧＩに全部振っておこうっと」

　大岩があちこちにあり、モンスターが急に飛び出してくるため警戒を解くことができない状況だ。

　常にどちらかは周りを気にしつつ進むことで奇襲に対応する。

　鳥型のモンスターが上空から度々襲ってくるため魔法で相手をするしかなく、ＭＰを持っていかれる。

　地上のモンスターは狼型で、素早い動きで攻撃してくる。

「足場も悪いし、やりにくいなぁ」

「さっさと登りきっちゃおう！」

　モンスターを撃破しつつ進むこと二時間半。

　一面雪で埋まるようになった。ザクザクと音を立てながらさらに歩を進める。

「結構、進んだね」

「うん、もう後一時間くらいで頂上かな？」

　サリーが頂上を仰ぎ見る。

　そのお陰で前方にいたモンスターに気付くことが出来た。

　二十メートル程先にいたのは真っ白な毛で全身が覆われた猿である。

　その猿が雪を散らしながら駆け下りてくる。

「来るよ！」

「うん！」

　二人が身構えると同時に、猿の周りに青白い魔法陣が二つ浮かぶ。

　猿には今までの魔物と違う点があった。

　それは魔法を使えることである。

「【カバー】！」

　メイプルが咄とつ嗟さにサリーをかばう。

　メイプルは大盾から連続した衝撃を感じる。

　まるでマシンガンの様な氷の礫つぶての連続攻撃をメイプルはきっちりと受け止めた。

　猿はそのまま近づいてくると、魔法陣を消してその拳こぶしに白い輝きを纏まとわせ殴りかかる。

　メイプルの構えた大盾に、より重い衝撃が走る。

「サリー！」

「【ダブルスラッシュ】！」

　メイプルに猿の注意が向いている隙にサリーが猿の真横をすり抜けて、背中を切り裂く。

　猿は悲鳴を上げるものの倒れることはなく、その目に怒りを宿してサリーへと向き直り、拳を振り抜く。

　足元の雪が邪魔をして動きにくいが、サリーは問題無く回避する。

「【パワーアタック】！」

　カウンターの二連撃が腹を深々と切り裂くが猿はそれでも倒れない。

　ガパッと開かれた口の中に白く輝く一つの魔法陣が見えた。

「【超加速】！」

　サリーが咄嗟の判断で切り札の一つを切る。

　サリーが一瞬前にいた場所には鋭い氷が大量に突き刺さっていた。

「【スラッシュ】！」

　氷のブレスを回避してのカウンターは、ついに猿を沈めるに至った。

　猿の体が光となって消えていく。

「ふー……【超加速】使っちゃったか……」

「やっぱり、私ももっと参加した方が……」

「いや、メイプルはボスに備えていた方がいい。【超加速】はまた使えるようになるし……道中は任せて！」

「んー……分かった。でも、やばそうなら【カバー】とかするよ？」

「ありがとう！　助かる」

　二人は再び雪山を進む。猿は中ボスのような存在だったのか、もう一度遭遇することは無かった。

　替わりに出てきたモンスターは雪煙を上げながらジグザグに雪中を進んでくるモグラと、雪を巻き込みながら転がってくる真っ白いアルマジロだった。

「モグラは気をつけないとだけど……アルマジロは避ければそのまま転がっていくから楽だね」

「アルマジロは当たったら即死だと思うけどね……まあ、メイプルなら耐えれるかも」

　そんなことを話しつつ登っていく。

　そして、ようやく山頂に辿たどり着ついた。




　山頂は綺き麗れいな円形になっており、中心に石で出来た祠ほこらがある。

　祠の前には白く輝く魔法陣があり、二人を誘うように輝いている。

　何度か見た転移の魔法陣だ。

　二人がその魔法陣に近づこうとしたその時。

　二人が登って来た方とは逆側から、プレイヤーが四人登って来た。

　大剣、大盾、魔法使い二人のパーティーだ。

　向こうもメイプル達に気付いたようで二人の方を見る。

　ＰｖＰを覚悟したサリーだったが、そうはならなかった。




「あっ！　クロムさん！」

「おっ？　……メイプルか。ここで会うとは思わなかったな……ああ、俺達に戦闘の意思は無い。勝てるとも思わないしな」

　そう言ってクロム達が武器をしまって、両手を上げてみせる。

「私も戦いたくないです。……いいよね、サリー？」

「まあ、そうだね。私達も浪費はしたくないし……警戒しておくに越したことは無いけど……多分大丈夫……かな？」

　流石に絶対に安全とは言い切れないため、サリーは警戒を解くことなく話を続ける。




「それで……この祠はどうするの？　どっちかしか報酬は貰もらえないんじゃない？」

　サリーの言うことはもっともで、クロムかメイプルのどちらかのパーティーが先に入ることになり、もし攻略に成功した場合はダンジョンの報酬はなくなってしまうかもしれない。

　メイプルはしばらく思案してから話し出した。

「んー……サリー。クロムさん達に譲ってもいい？」

　申し訳なさそうに切り出したメイプルにサリーが驚いた後で微笑みながら答える。

「……メイプルがいいなら、私は何でもいいよ？　ただし、後悔しないこと！　これは約束しておいてね」

「うん……分かった！　……じゃあ、どうぞ先に行って下さい！」

　メイプルがクロム達に向かって言う。

「い、いいのか？　こういうのは普通早い者勝ちだと思うが……」

「いいんです！　私の気が変わらないうちに行った方がいいですよ？」

　メイプルがそう言うとクロムは礼を言って魔法陣に乗って消えていった。

　山頂に二人が取り残される。

「よかったんだよね？」

「うん……ここで戦闘になってスキルを使ったら結局転移先で戦闘になった時にまずいし……何よりフレンドの人と戦いたくなかったし」

「うん！　後悔してないならいいかな……今頃、あっちは戦闘になってるかな？」

　サリーが輝きの消えた魔法陣を見ながら言う。

「かもしれないね」

「どうする？　下りる？　それか、戦ってるなら負けるかもしれないし……スキルも温存したんだから待ってみる？」

　サリーがそう提案したその時。

　魔法陣が再び輝きを取り戻した。

　再侵入可能の印だ。

「「えっ!?」」

　二人が驚く。

　クロム達が入ってからまだ一分程しか経っていないのだ。

　予想外の速さだ。

「ど、どういうこと!?」

　戸惑うメイプルにサリーが静かに自分の考えを話し始める。

「取り敢えず思いついたのは二つ。一つは転移後に装備やメダルを回収するだけだったから速攻で終わったっていう可能性。もう一つは……」

　サリーはそこで一いつ旦たん言葉を区切り、現実であって欲しくなさそうに、酷く不快な様子で続きを呟つぶやいた。

「強力なモンスターになす術もなくやられた可能性」

「それは……」

「どっちかっていうと、後者……かな。まだ魔法陣が光ってるのは挑戦出来るってことだと思う。なら、中にあったのは装備なんかじゃない……はず」

　幸い他のプレイヤーは登って来そうになかったため、二人は互いにステータスを確認し合って戦略を立ててから挑むことにした。




「【破壊成長】で鎧よろいが【ＶＩＴ＋40】になってるのと、ＨＰが増えてるくらい。スキルはバッチリ温存してあるよ」

「私もあんまり変わってない。【超加速】は回復したし、【蜃しん気き楼ろう】も残ってる」






メイプル




Ｌｖ24　ＨＰ　40／40〈＋１６０〉　ＭＰ　12／12〈＋10〉




【ＳＴＲ　０】　　　【ＶＩＴ　１７０〈＋81〉】

【ＡＧＩ　０】　　　【ＤＥＸ　０】

【ＩＮＴ　０】










装備




頭　　【空欄】　　　　　　　　　　　　　体　【黒薔薇ばらノ鎧】

右手　【新月：毒竜ヒドラ】　　　　　　　　　　左手【闇夜ノ写：悪食】

足　　【黒薔薇ノ鎧】　　　　　　　　　　靴　【黒薔薇ノ鎧】

装飾品【フォレストクインビーの指輪】

　　　【タフネスリング】

　　　【命の指輪】










スキル




【シールドアタック】【体たい捌さばき】【攻撃逸らし】【瞑めい想そう】【挑発】

【ＨＰ強化小】【ＭＰ強化小】

【大盾の心得Ⅳ】【カバームーブⅠ】【カバー】

【絶対防御】【極悪非道】【大物喰らいジヤイアントキリング】【毒竜ヒドラ喰らいイーター】【爆弾喰らいボムイーター】










サリー




Ｌｖ19　ＨＰ　32／32　ＭＰ　25／25〈＋35〉




【ＳＴＲ　25〈＋20〉】　【ＶＩＴ　０】

【ＡＧＩ　80〈＋68〉】　【ＤＥＸ　25〈＋20〉】

【ＩＮＴ　25〈＋20〉】










装備




頭　　【水面のマフラー：蜃気楼】　　体　【大海のコート：大海】

右手　【深海のダガー】　　　　　　　左手【水底のダガー】

足　　【大海の衣】　　　　　　　　　靴　【ブラックブーツ】

装飾品【空欄】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




【スラッシュ】【ダブルスラッシュ】【疾風斬り】【ディフェンスブレイク】

【ダウンアタック】【パワーアタック】【スイッチアタック】

【ファイアボール】【ウォーターボール】【ウィンドカッター】

【サンドカッター】【ダークボール】

【ウォーターウォール】【ウィンドウォール】【リフレッシュ】【ヒール】

【状態異常攻撃Ⅲ】

【筋力強化小】【連撃強化小】【体術Ⅰ】

【ＭＰ強化小】【ＭＰカット小】【ＭＰ回復速度強化小】【毒耐性小】

【採取速度強化小】

【短剣の心得Ⅱ】【魔法の心得Ⅱ】

【火魔法Ⅰ】【水魔法Ⅱ】【風魔法Ⅱ】

【土魔法Ⅰ】【闇魔法Ⅰ】【光魔法Ⅱ】

【気配遮断Ⅱ】【気配察知Ⅱ】【しのび足Ⅰ】【跳躍Ⅰ】

【釣り】【水泳Ⅹ】【潜水Ⅹ】【料理Ⅰ】【器用貧乏】【超加速】








「取り敢えず、入ったらすぐに私が大盾を構えるから後ろに隠れて」

「了解。それでその後は……」

　二人はその後も二十分程話し合うと、立ち上がり魔法陣に向かった。

「よし！　いこう」

「うん！」

　そして、転移と共に二人の姿は光となって消えていった。











三章　防御特化と転移先。









　二人の視界を覆っていた光が消えていく。

　それと同時にメイプルは大盾を構えて先制攻撃を警戒するが、危き惧ぐしていた強力な一撃が来ることは無かった。

　それどころか、モンスターなどどこにもいなかったのだ。

　二人は警戒を続けつつ周りを確認する。

　そこは円形の広い空間だった。

　壁は青く輝く結晶に覆われ、天井は吹き抜けになっている。

　空からは雪が舞い降りてきていた。

「クロムさん達……いないね」

「やられて初期位置にリスポーンした？　でも流石に早すぎる……？」

　サリーはより警戒心を強め、情報を探っていく。

　そしてサリーは、正面の壁にある大きな結晶の一部が突き出ており、そこに大きな鳥の巣があることに気づいた。

　ただ、その巣の主は今はいないようで、静寂が場を支配している。




「おっけー……分かった。絶対鳥型のボスが来る。【大海】は使いにくいかも」

【大海】はサリーの足元から【ＡＧＩ】を下げる水を広げるスキルなため、飛んでいる相手にはそうそう上手く当てられないのである。

「どうする？　鳥の巣に近づいてみる？」

「……慎重にね。多分近づいたら来る」

　二人は警戒しつつじりじりと鳥の巣へと向かっていく。

　鳥の巣まで残り五メートル。




　その時上空から轟ごう音おんと共に、何かが高速で広間に撃ち込まれた。

　しかし、警戒していた二人は辛うじて後ろへと飛び退いて躱かわすことが出来た。

　それは鋭く尖とがった氷だった。

　それに続いて雪のような白の翼を持った怪鳥が急降下してくる。

　ギラついた目に鋭い嘴くちばしと爪、強者の持つ風格をその身に纏まとい怪鳥は広間に降り立った。

　和解の道など最初から存在しない。

　戦闘開始だ。




　怪鳥の左右に魔法陣が展開される。

　そこから、視界を埋め尽くす程の氷の礫つぶてが射出される。

「【カバー】！」

　メイプルが大盾を下ろしてサリーの前に立つ。

　この礫を受ければ【悪食】の使用回数は一瞬で無くなってしまうためだ。

「よし！　貫通じゃない！」

　メイプルが礫をその身で受け止め、無力化する。

　怪鳥は普通のモンスターよりも賢いらしく、攻撃が通らないと理解すると、魔法陣を一つに纏めて空から撃ち込んだ氷と同じものを射出する。

　威力と引き換えに隙間が出来る。

　チャンスとばかりにサリーが飛び出した。

「メイプル！」

「【カバームーブ】！」

　サリーに無理やり追いついて、怪鳥との距離は三メートル程。

　怪鳥までもう後一歩のところで怪鳥が耳障りな鳴き声を上げる。

　真っ白な魔法陣が、広間の床全体に広がる。

「やっば……！」

　轟音と共に広間の地面を貫いて極太の氷の棘とげが生えてくる。それは一メートル程伸びて床を埋め尽くした。

　ただし、メイプルの周りを除いてである。

　舞い散る雪煙の中、メイプルが地面に向けていた大盾を構え直す。

「…………助かった！　ナイスメイプル！」

「【悪食】は後六回だよ！」

「おっけー！」

　サリーが氷の棘を蹴けって跳ねるように怪鳥に近づいて行く。

　足場が悪いため、どこかに静止することができないのだ。

　怪鳥がその爪でサリーを捕らえようとする。その速度はサリーにも匹敵する程である。

「【超加速】！」

　急激な加速にほんの一瞬だけ怪鳥の反応が遅れる。そして、それは目まぐるしく戦況の変わるこの状況において致命的だった。

「【カバームーブ】！」

　一瞬にして距離を詰めたメイプルが振るった大盾はサリーへと攻撃するところだったその爪を足ごと飲み込んだ。

　怪鳥が痛みと怒りから大声で鳴く。

　しかし、その行動はさらなる隙を生むだけだった。

「【毒竜ヒドラ】！」

　三つ首の毒竜ヒドラが怪鳥を飲み込んでいく。

　メイプルは滴り落ちた毒で溶けた氷の上に着地し、サリーはさらに少し離れて様子を見る。




　怪鳥から凄すさまじい冷気が発せられ、怪鳥を覆っていた毒が凍りついていく。

　そして、それはパリンという高い音と共に割れてキラキラと輝いて落ちていった。

「ＨＰバーが一割しか減ってない!?」

「噓……！」

　メイプルの攻撃で時間をかけず決めるつもりだった二人にとって、そのＨＰ量は予想以上だった。

　驚く二人をよそに、怪鳥の周りに地面から生えた氷の棘が、折れて集まっていく。

　そしてそれは数瞬の後、弾丸として撃ち出された。

「【カバームーブ】！　【カバー】！」

　サリーの前に移動したメイプルが大盾を下ろしてその凶弾を受け止める。

　その体から赤いエフェクトが弾ける。

「くぅっ……貫通するっ！　【瞑想】！」

【カバームーブ】の弊害で貫通してしまえばダメージは二倍。一撃ごとにメイプルのＨＰバーが一割ずつガクンガクンと減少する。

「【ヒール】！」

　どうしようもない貫通攻撃が来た時の対処法として二人が採用したのは、メイプルが【瞑想】でＨＰを回復し、サリーがメイプルの後ろで繰り返し【ヒール】を使い補うというものである。

　これで隙ができるまで耐えることが二人にできる最善だった。

　そうして耐えること二十秒。

　氷の暴風は止み、荒れた地面が残るのみとなった。

「いくよ！」

「うん！」

　二人が真逆の方向に駆ける。

　怪鳥が狙ったのはサリーだ。怪鳥が猛スピードで突進する。

「集中！」

　サリーは自分自身に喝を入れると怪鳥を見据える。

　突進と共に氷の礫が飛んでくる。

　しかし突進中のためか、その礫には隙間が多かった。

　万全の状態のサリーならば回避は容易だった。

「【跳躍】！」

　サリーは怪鳥の突進を見切りその体のギリギリを飛び越えて行く。

「【スラッシュ】！」

　その際に【状態異常攻撃】を使用し、麻ま痺ひ毒を注ぎながら切り裂くことも忘れない。

　この麻痺毒が積もり積もって致命的隙を作り出せるかもしれないのだ。

　ＨＰバーの減りは目に見えないほど僅わずかだったが、減っていない訳ではない。

　怪鳥が振り向き、その翼を広げて羽ばたく。

　暴風と共に地面から巻き上げられた氷の礫が不規則に迫ってくる。

　サリーは跳躍で暴風の範囲を横っ飛びで抜けていく。

「【毒竜ヒドラ】！」

　サリーが抜けたのを見計らって毒竜ヒドラが怪鳥に迫っていく。

　羽ばたきの直後を狙われた怪鳥は、万全の状態でメイプルの攻撃と向かい合うことが出来なかった。

　三つ首の毒竜ヒドラの一つが胴体にヒットする。

「【ウィンドカッター】【ファイアボール】！」

　隙あらばサリーも攻撃に回る。少しでも多くのダメージを蓄積させなければならない。

　こびりついた毒は再び氷となって払い落とされてしまう。

　毒竜ヒドラを脅威だと感じたのか、怪鳥がメイプルへと突進する。

　メイプルには氷の礫は効かないため、この行動ならば問題なかった。

　避けようとしないメイプルに突進が迫る。

　その爪がメイプルの体を引き裂かんと振り抜かれる。

　大盾が怪鳥の体を飲み込まんと振り抜かれる。

　怪鳥が派手にダメージエフェクトを散らしつつ仰け反る。

　メイプルは追撃のチャンスとばかりに再び大盾を振り抜く。

　メイプルの体からも、僅かに赤いダメージエフェクトが散っていた。

　怪鳥の攻撃はメイプルの１０００にも及ぶＶＩＴを貫通スキル無しで僅かに貫通してダメージを与えていたのだ。

　だが、どちらがより大きい犠牲を払ったかは誰の目にも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　怪鳥の頭上にあるＨＰバーは残り七割程にまで減少していた。

「【跳躍】！」

　サリーがそのチャンスを見逃すことはなく、メイプルの攻撃でよろめく怪鳥の背に飛び乗った。

「【大海】！」

　怪鳥の背中を起点にして水が広がる。

　それは一瞬にして怪鳥に染み込んだ。

　怪鳥が怒りの声と共に暴れ始めた時にはサリーはもう飛び退いていた。

　怪鳥の速度が落ちる。

「【毒竜ヒドラ】！」

　速度の落ちた怪鳥が至近距離のその攻撃を躱すことが出来るはずも無く。

　ＨＰバーがさらに減少する。

「【ダブルスラッシュ】！　【ファイアボール】！」

　メイプルがインファイトで怪鳥を削る。

　サリーがヒットアンドアウェイで麻痺毒を入れつつチャンスを窺うかがう。

　そこで、メイプルの大盾が再び怪鳥を喰らった。

　怪鳥の爪もメイプルのＨＰを半分程まで削ってはいたものの致命傷には至らない。

　怪鳥のＨＰバーが半分を切ったその時。

　怪鳥が二人から距離を取り、地面にその爪を深く差し込んだ。




　その嘴が大きく開かれ、メイプル達の倍ほどはありそうな魔法陣が広がる。

　二人は本能でこの後の危険を察知した。




「【カバームーブ】！　【カバー】！」

　メイプルが叫んだ直後。




　二人の視界全てを白銀のレーザーが埋め尽くした。





◆□◆□◆□◆□◆






　数秒後、白銀の光が薄れて消えていく。

　地面はレーザーによってボロボロに削られており先程のレーザーの威力を物語っていた。

　そのボロボロになった地面にメイプルは大盾を構えて立っていた。

　サリーもその強固な守りによって致死のレーザーから逃れることが出来た。

　サリーがメイプルのＨＰを【ヒール】で回復する。

　メイプルの陰に隠れたままＭＰポーションを飲んでＭＰを回復する。

「【悪食】は後一回だよ」

「うん、分かってる」

　流石にあのレーザーを受け止めるには【悪食】を切るしかなかったのだ。

　生き延びられたとはいえ、貴重なダメージソースと引き換えとなってしまった。

　戦況は悪くなっていく。

「またレーザーが来そうなら全力で【カバームーブ】して。あまり離れないで」

　サリーが早口で言うと怪鳥に向かって駆け出していく。

　メイプルもサリーの後を追って怪鳥に近づく。

　怪鳥がサリーに気を取られている隙に【毒竜ヒドラ】を撃ち込むつもりなのだ。




　怪鳥が地面から乱暴に爪を抜くとふわりと飛び上がって氷の礫を射出する。

　標的はサリーだ。

　サリーは分かっている。

　メイプルが簡単に受け止めていたこの氷の礫が体を掠かすめただけで自分は終わりだと。




　巨大魚と戦った時のように、集中力を極限まで高めていく。

　次第に礫つぶてが遅くなっていく感覚、僅かな隙間が見えるようになってくる。

　サリーが体を捻ひねって避ける。

　時に屈んで、時に跳躍し、時にその礫を武器で撃ち落として怪鳥の懐へと迫る。

「【ダブルスラッシュ】！」

　サリーは礫と爪を回避しつつ、スキルを織り交ぜ斬り刻むその手を緩めない。

　怪鳥の爪がサリーの命を刈り取ろうと迫るが、全て紙一重の所でサリーに躱かわされる。

　怪鳥が攻撃すればする程その突き出した足を切り裂かれていく。

「【スラッシュ】！」

　与え続けた小さな傷。

　注ぎ続けた麻痺毒は積もり積もってついに怪鳥の体を縛った。

「【毒竜ヒドラ】！」

　サリーが命懸けで作り出したその隙をメイプルが見逃すことなどありえなかった。

　麻痺した怪鳥の緩慢な動きでは毒竜ヒドラを躱すことが出来ない。

　メイプルの大技を確実に当てるために、サリーが全力のサポートをする。

　そして、メイプルはきっちりとそれに応えた。

　怪鳥のＨＰバーが残り四割と少しになる。

「【ヴェノムカッター】！」

　メイプルが続けて攻撃する。剣先の魔法陣から撃ち出されたそれは【毒竜ヒドラ】には遠く及ばないものの確かなダメージを与える。

　サリーも少しでもダメージを稼ぐために魔法を撃ち続ける。




　怪鳥のＨＰが四割を切ったところで麻痺が解けて怪鳥が自由を取り戻す。

　メイプルを標的に定めて暴風と礫での弾幕攻撃を繰り出す。

　この攻撃はメイプルには通らないため貴重な【悪食】を温存するため大盾を下ろす。

　メイプルに礫の攻撃が来ている間はサリーが安全に攻撃することが出来るためチャンスと言える。

　サリーのラッシュでＨＰが三割半まで減る。

　しかし、サリーが火力を出すにはＭＰの消費が激しいのだ。

　しっかりと管理しなくてはここぞという時に全力攻撃が出来なくなってしまう。




　ＨＰが三割半になった瞬間。

　怪鳥が暴風攻撃を止めて、空に向かって飛ひ翔しようする。

　メイプルとサリーは同時に嫌な予感がして中央に集まって固まる。

　雪降る空に舞い上がった怪鳥はその白く輝く翼を闇すら飲み込むような漆黒に染めていった。

　同時に怪鳥のＨＰゲージが少しずつ減少していき、残り一割となったところでその減少を止めた。




　怪鳥が空気が震えるような叫びを上げる。




「来るよ！」

「分かった！」

　何が来てもいいように、メイプルは最後の【悪食】すら捨てる覚悟で大盾を構える。




　漆黒の怪鳥は翼を折りたたみ突進してくる。

　それは音すらも置き去りにして、メイプルの大盾に衝突する。

　最後の【悪食】がそのＨＰバーを半分ほど持っていくが、そこでメイプルを守る最強の大盾はその効力を失った。

　怪鳥の爪が高速でメイプルを襲う。




　構えた大盾を砕き割り。

　鎧よろいをバラバラに引き裂いて。




　そのＨＰバーを残り一割以下まで削った。




「う、あっ……」

　あまりのダメージにメイプルが呻うめく。怪鳥の口元から黒い光が溢あふれる。




「メイプル！」

　サリーが跳躍する。

　メイプルにとっての最大の救いはサリーが思考を停止することが無かったことだろう。

「【カバームーブ】っ！」

　気力を振り絞って叫ぶメイプルの体が高速でサリーの元へと移動し、続くレーザーを間一髪のところで躱す。

　怪鳥が追撃のために突撃してくる。

　サリーの予測すら間に合わない暴力的で理不尽な速度。

　その攻撃がサリーに突き刺さる直前。

「【カバー】！」

　メイプルがサリーと怪鳥の間に立ちはだかる。

　僅か一割のＨＰバーにも拘わらず、メイプルはサリーを守るためにこの戦い最後の行動になるだろう選択をした。

　メイプルに深い考えはなく、ただ直感的にそうしたいと思い、体が動いたのである。




　怪鳥の爪は【破壊成長】によって頑強になった大盾と鎧を砕き、メイプルの体を引き裂いた。
















　おびただしい量のダメージエフェクトが飛び散る。




　それでもメイプルは倒れなかった。

　ＨＰバーをほんの一ミリだけ残して白いエフェクトを身に纏まとって立っている。




「【跳躍】！」

　怪鳥が爪を振り抜いたこの一瞬がラストチャンスだと悟ったサリーは、メイプルがどうして耐えられたかなどの、メイプルに関する思考の一切を中止して怪鳥に向かって跳ぶ。

　メイプルがそれに高速で追いついてくる。

　構えた短刀には紫色の魔法陣が輝く。

　怪鳥は爪を振り抜いた直後で体勢が崩れている。まず、避けられない。




　サリーは勝利を確信した。




　しかし、怪鳥の瞳ひとみが怪しく輝き二人の間に漆黒の魔法陣が展開された瞬間に、そんなものはまやかしだったと悟った。

　二人の顔に焦りとも驚きよう愕がくとも取れる表情が浮かぶが、空中ではもはや身動きが取れない。

　毒竜ヒドラよりも先に撃ち出された漆黒の魔弾。

　怪鳥の最後の切り札が二人を飲み込みながら飛んでいく。

　飲み込まれた二人の姿は儚はかなく消えていった。




　そう、まるで。

　夢か幻のように。




「私のとっておきはどうだった？」




　魔弾が通り過ぎた一瞬後に空間がぶれてサリーが姿を現す。

　最後の最後。

　この一瞬のために見せずに取っておいた【蜃しん気き楼ろう】。

　それを初めて見る怪鳥はその幻想を見破ることが出来なかった。

「【カバームーブ】！」

　本物のメイプルがサリーまで接近する。

　怪鳥が避けられるような時間は存在しないゼロ距離攻撃。

「【毒竜ヒドラ】！」

　毒竜ヒドラに飲み込まれ。

　長く尾を引く叫びを上げて。

　怪鳥は遂にその体を地面に沈めた。

　怪鳥から溢れ出る白い光が二人を祝福するかのように輝いていた。




「やった……勝った……」

「疲れた……寝たい」

　ボロボロになった広間に倒れ込みながら二人が呟つぶやく。

「そうだ。メイプルのあのスキルなんだったの？　最後の攻撃を耐えたやつ」

「ちょっと待ってね……【不屈の守護者】っていうスキルで、ＨＰが一割以下の時に味方をかばうと取得出来る大盾専用スキル。一日に一度だけどんな攻撃もＨＰ１で耐えられるってさ」

「ああ、なるほど。そういうスキルか……私はレベルが上がったくらいかな……っていうか今メイプルＨＰ１なの!?　【ヒール】！」

　暖かい光がメイプルを包み、ＨＰを回復する。

　これで何かの拍子に死ぬことは無くなっただろう。

　二人は起き上がって探索を始める。




「怪鳥が毒の海の中だから探索はお願い」

「サリーは？」

「鳥の巣を見てくる」

　二人が分かれてそれぞれ探索を開始する。

　宝箱は現れなかったため、何処かにそれ相応の報酬があるはずだ。

　メイプルはジャブジャブと毒の海を進み怪鳥がいた所に向かう。

「あっ！　素材が残ってる！」

　落ちていたのはメイプルすらも貫いた大きな黒い爪が四つと真っ白い羽が三枚だ。

　いずれも最上級の素材だろうことは予想出来た。

「メイプルー！　ちょっと来てー！」

　サリーが大きな鳥の巣の中から叫ぶ。

　メイプルはとことこと走っていくと下からサリーに問いかける。

「上まで行った方がいい？」

「うん！　【カバームーブ】で来て」

「おっけー！　【カバームーブ】！」

　壁を蹴けって跳躍し、サリーの元へとたどり着いたメイプルが見たものは二つの卵と、五枚のメダルだった。

「これ……怪鳥の？」

「いや、二つは大きさも色も違うし……何処かから拾ってきたとかかも……何の卵かも分からないかな」

「これも持って帰れるの？」

「そう。インベントリにしまうかどうかの表示が出たし……どっちがいい？」

「先に選んでもいいの？」

「いいよー！　お好きな方をどうぞ」

　一つは深い緑の殻をした卵。もう一つは淡い紫色の卵だ。

「じゃあ……緑が好きだからこっちで！」

「それじゃあ、私はこっちね」

　二人が卵の情報を確認する。






【モンスターの卵】




温めると孵ふ化かする。








「情報が少ない」

「私もそう思う。モンスターが孵化するだけだったら嫌だけど……テイム出来るかもしれないしなぁ……」

　このゲームにはサモナーもテイマーもいないため可能性は低かったが、怪鳥の討伐難度を考えると特別な報酬かもしれないのだ。

　二人は取り敢えず卵も持ち帰ることにした。




　素材は二人で爪を二つずつと、先に卵を選ばせてもらったお返しにとサリーが羽を二枚、メイプルが一枚もらうことになった。

　二人は巣から降りて魔法陣の元へと向かう。

「魔法陣三個あるよ？」

　メイプルの言うように、現れた魔法陣は三つだ。

　全て違う場所に繫つながっていると考えるのが妥当だろう。

「サリー、どれがいい？」

「【悪食】もないし戦闘の少ないところに行きたいよね……」

　サリーはしばらく悩みながら歩き回り、一つの魔法陣の前で足を止めた。

「これで！」

「おっけー！　じゃあ行こう！」

　二人が魔法陣の中へ入り光となって消えていった。

　残ったのはここでの激戦を物語るボロボロの空間だけだった。











閑話　防御特化と運営。









　加速したゲーム内、プレイヤーが立ち入ることのできない空間。

　そこではゲームを運営する者達が不具合が出ないようにそれぞれイベントを管理していた。




　そんな時、唐突に叫び声が上がる。




「ああぁあぁあああ!!　【銀翼】がやられた！」

　一人の男が叫ぶ。

　その声に部屋にいた全員が反応する。

「は？　【銀翼】？　あいつはプレイヤーが倒せるような設定じゃないだろ？」

「ああ、殺傷能力の高いスキルを詰め込んだし、ＨＰを高く、ＭＰを高く、ステータスを高く。俺達の悪意の塊だ」

「誰だ？　誰にやられた？」

「今映像を出す……」

　男が機械をいじると一つのモニターに映像が流れる。

　白く輝く翼の怪鳥。

　相対するは黒の鎧よろいの少女と、青い服の少女の二人組である。

「メイプル!?　マジか!?　おいおい、流石に【銀翼】は無理なはずだろ!?」

「機動力が足りない筈はずだ！　【地竜】相手なら分かるが……」

　ありえない、ありえないという言葉が飛び交う中で戦闘が始まった。




「礫つぶては……まぁそうだろうな」

「相変わらず尋常じゃない防御力だ」

　部屋の中の全員が、イベントを管理しつつもその画面をチラチラと見る。

　しばらくして問題のシーンが流れる。




「こいつが問題だ！　この青コートがメイプルの機動力になっている！」

　画面には【カバームーブ】で高速移動するメイプルが映っている。

　それは流石に想定外だったようだ。

　全員で食い入るように画面を見る。




「……そいつは【サリー】、ＡＧＩ重視で、スキル構成は広く浅く。強力なスキルは【蜃気楼】と【大海】だけだ」

　一人の男がサリーの情報を調べて提供する。

「まぁ、普通か。いや、メイプルと比べれば何だって普通だ」

「確かにな」

　そう言って苦笑いを溢す全員の前で。

　サリーの異常性が姿を現す。




「……前言撤回だ。こいつもヤバイ。もしかするとメイプルよりもヤバイ」

「予知系スキルは持ってないんだろ!?」

「あ、ああ。持ってない」

　映像ではサリーが人間とは思えない回避能力で銀翼の攻撃を躱かわしていた。

　まるで本当に予知しているかのようなその動きにあちこちから驚きの声が上がる。

「どうやって躱してんだ？」

「時が止まっててもあの間を潜るのはきついぞ、おい」

　そして、部屋にいる全員が呆ぼう然ぜんとその戦いの一部始終を見届ける。

　そこで一人がハッとしたように声を上げる。

「やべぇ！　【幻獣の卵】が持ってかれるってことか!?」

「中身はどうなる!?」

「狐と亀だ。まぁ……まだましな方だ」

「鳥と狼は？」

「【海皇】の所だ。あいつらは彼処からしか出ない様にしてある……まぁ、あれは大丈夫だろ……」

「ギミックなしではさすがに無理だろうしな……」

　そう言うと疲れ切ったように椅子の背もたれにもたれかかる。

「あー……ありえねーあれで弱体化後とかありえねー」

「おい、手の空いてる奴はメダルスキルにチェック入れ直せ！　変な使い方が出来そうなスキルがあるか再確認だ！」

「「了解です！」」

「…………もう、あいつらがラスボスでいいかもしれん……」

「ああ……かもな」

　その声には疲れが色濃く出ていた。

　当然、この出来事をメイプルとサリーが知ることはないのだった。











四章　防御特化と深夜探索。









　魔法陣から二人の姿が現れる。

【悪食】は無くなっているものの、メイプルは奇襲攻撃に備えて大盾を構える。




「大丈夫そう……かな？」

　二人で周囲を確認する。

　周りには廃はい墟きよが広がっている。幾つもの倒壊した建物の跡が残っていた。

　山岳地帯の位置から察するに、現在地はスタート位置から真逆の位置のようだ。

「取り敢えず、いい方向にはこれたかな？」

「でも、もう誰かが探索しちゃってるかも」

「まだ二日目だし……隠されているようなところは見つかってないはず……ここは、多分何もないんだろうね。魔法陣の転移先だし」

　流石に、運営がメダルの目の前を転移先にするはずが無いだろう。

　安全な場所を探しつつ、一応探索することに決めて、二人は廃墟を歩き回る。

「……プレイヤーが三人いる。どうする？」

「出来れば戦いたくないかな……【悪食】も無いし……負けたらまずいし」

「分かった。じゃあ、こっちに行こう」

　二人は廃墟を抜けてこっそりと森の中へと入っていく。

　出てくるモンスターは蜘蛛くもや梟ふくろうだった。

　怪鳥の後でモンスターを見れば、どんなモンスターも雑魚に見える。

　動きは鈍く、攻撃力も無く、ＨＰも少ない。

「楽勝、楽勝」

　森の中を進んでいく。探すのは安全に一夜を過ごせる場所だ。登山にかなり時間をかけてしまったためにもう日も落ちかけている。

　二人はモンスターを倒しつつ森の探索を続ける。

「むぅ……何もないなぁ……」

　メイプルの言う通り、周りにはただの森が広がるばかりで特別な建物や洞どう窟くつなどは無さそうだった。

「取り敢えずちょっと高い木の上にでも登っておこう。地面にいるよりはマシだと思うから」

　サリーは枝が高い位置にしか無い木を選んで【跳躍】で飛び上がる。

「【カバームーブ】！」

　メイプルが後を追って木の上に辿たどり着つく。

　枝が低いところに無いため好き好んで登ってくるプレイヤーもそうそう現れないだろう。

　二人は幹に背中を預けて一息つく。

　そうすると、怪鳥との戦闘での疲れがどっと襲ってきた。

「サリー……十二時を過ぎれば【悪食】は回復するけど。どうする？」

　つまりメイプルが言いたいのは、十二時まで少し休憩した後で夜中の探索をするかどうかということだ。

　先日の樹海の件もあり、時間帯によって発生するかどうかが決まっているイベントもあることだろう。

　二人の目標はメダル二十枚だ。

　そのためには多くのことを試さなくてはならないし、探索出来るところは探索しきる必要がある。

　しかも、他のプレイヤーよりも早くなければならない。

　イベント終盤になってから焦って探索するようでは駄目なのだ。

「メイプルが行けるなら」

「うん、じゃあ……十二時を過ぎたら探索を再開しよう！」

　二人はレベルアップで手に入ったステータスポイントを振ることにした。

「そうだなぁ……ＡＧＩとＳＴＲかな？」

「ＶＩＴ一択！」






メイプル




Ｌｖ26　ＨＰ　40／40〈＋１６０〉　ＭＰ12／12〈＋10〉




【ＳＴＲ　０】　　　【ＶＩＴ　１７５〈＋１４１〉】

【ＡＧＩ　０】　　　【ＤＥＸ　０】

【ＩＮＴ　０】










装備




頭　　【空欄】　　　　　　　　　　　　　体　【黒薔薇ばらノ鎧よろい】

右手　【新月：毒竜ヒドラ】　　　　　　　　　　左手【闇夜ノ写：悪食】

足　　【黒薔薇ノ鎧】　　　　　　　　　　靴　【黒薔薇ノ鎧】

装飾品【フォレストクインビーの指輪】

　　　【タフネスリング】

　　　【命の指輪】










スキル




【シールドアタック】【体たい捌さばき】【攻撃逸らし】【瞑めい想そう】【挑発】

【ＨＰ強化小】【ＭＰ強化小】

【大盾の心得Ⅳ】【カバームーブⅠ】【カバー】

【絶対防御】【極悪非道】【大物喰らいジヤイアントキリング】【毒竜ヒドラ喰らいイーター】【爆弾喰らいボムイーター】【不屈の守護者】










サリー




Ｌｖ21　ＨＰ　32／32　ＭＰ　25／25〈＋35〉




【ＳＴＲ　30〈＋20〉】　【ＶＩＴ　０】

【ＡＧＩ　85〈＋68〉】　【ＤＥＸ　25〈＋20〉】

【ＩＮＴ　25〈＋20〉】










装備




頭　　【水面のマフラー：蜃しん気き楼ろう】　　体　【大海のコート：大海】

右手　【深海のダガー】　　　　　　　左手【水底のダガー】

足　　【大海の衣】　　　　　　　　　靴　【ブラックブーツ】

装飾品【空欄】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




【スラッシュ】【ダブルスラッシュ】【疾風斬り】【ディフェンスブレイク】

【ダウンアタック】【パワーアタック】【スイッチアタック】

【ファイアボール】【ウォーターボール】【ウィンドカッター】

【サンドカッター】【ダークボール】

【ウォーターウォール】【ウィンドウォール】【リフレッシュ】【ヒール】

【状態異常攻撃Ⅲ】

【筋力強化小】【連撃強化小】【体術Ⅰ】

【ＭＰ強化小】【ＭＰカット小】【ＭＰ回復速度強化小】【毒耐性小】

【採取速度強化小】

【短剣の心得Ⅱ】【魔法の心得Ⅱ】

【火魔法Ⅰ】【水魔法Ⅱ】【風魔法Ⅱ】

【土魔法Ⅰ】【闇魔法Ⅰ】【光魔法Ⅱ】

【気配遮断Ⅱ】【気配察知Ⅱ】【しのび足Ⅰ】【跳躍Ⅰ】

【釣り】【水泳Ⅹ】【潜水Ⅹ】【料理Ⅰ】【器用貧乏】【超加速】








　メイプルはステータスに【ＶＩＴ＋５】と【破壊成長】によりさらに【ＶＩＴ＋60】だ。

　スキルには【不屈の守護者】が追加されている。

　サリーはステータスに【ＡＧＩ＋５】と【ＳＴＲ＋５】である。

　メイプルはサリーから渡された食べ物を受け取って食べる。

　十二時に向けて体を休めておかなければならない。





◆□◆□◆□◆□◆






　モンスターが動く音すら無くなってきつつある真夜中になって二人は木から降りてきた。

【悪食】も回復しているため戦闘準備もバッチリだ。

　それに伴いメイプルは大盾を白雪に変更している。無駄遣いを避けるためだ。

「森か、廃墟か。どっちにする？」

「うーん……森で！　廃墟はさっきプレイヤーがいたしもう探索されてそう」

「うん。じゃあ森で」

　二人は森を奥へ奥へと進んでいく。

　時折、梟が音もなく突撃してくるがサリーは持ち前の回避力で容易く躱かわし、メイプルはどうせノーダメージと無視している。

　そして、森を彷徨さまようこと一時間半。




「ねぇサリー？　あそこ……光ってない？」

　メイプルに言われてサリーが眼を凝らす。

　メイプルの言う通り、かなり前方に僅わずかに光が見えた。

「プレイヤーかもしれないから……慎重に」

「分かった」

　二人が息を殺して近づく。




「これは……」

「……竹？」

　そこにあったのは竹林。

　そしてその内の一本の一部が僅かに輝いていた。

「ど、どうする……？　割ってみる？」

　メイプルがサリーに聞く。

「中から人が出てきたらすっごい困るんだけど……」

　途中が光る竹。

　どんな人でも、かぐや姫を想像することだろう。実際、サリーもそうだったようだ。

「でも……メダルかもしれないし……探索で手に入るメダルもあるんでしょ？」

　二人はしばらく話し合った後で、結局割ることに決めた。

　サリーがダガーを振り抜く。

　竹がスパッと切れて輝きを増す。

　危き惧ぐしていたようなことは起こらず、中に入っていたのは銀色に輝くメダルが一枚だった。

「やった！　面倒なことにならなくて、メダルもゲット！」

「よっし！　これであと十二枚！」

　喜ぶ二人だったが、面倒ごとが無いというのは間違いだった。

　周りの茂みがガサガサと音を立て始め、長い角の生えた兎達が次々に飛び出してきたからだ。

「月の兎さんかな？」

「かもね……あの角、貫通攻撃かも。気を付けて」

「了解！」

　二人は戦闘準備をする。

　メイプルもゲーム開始当初と比べれば随分と普通のプレイヤーらしくなってきた。

　といってもステータス以外の話だ。

　兎など怪鳥と比べれば可愛いものである。

　二人は目の前の飛びかかってくる兎達との戦闘を開始した。




　しばらくして戦闘が終わった時には、竹林だった場所は毒の海に変わり、真っ直ぐに伸びた竹は途中でスッパリと切り落とされているという酷い状況だった。

　兎の一匹一匹は大したことは無かったのだがその数が凄すさまじかったのである。

「か、数が多すぎるよ……」

「百？　……二百？　疲れた……」

　竹林内を自分の庭のように駆け回る兎達を倒しきるのは中々に骨が折れるものだった。

「どこかの木の上で休もうか……」

「うん……賛成」

　メダル一枚と引き換えに中々の疲労を溜ためてしまった。

　まだ、イベント三日目は始まったばかりだ。





◆□◆□◆□◆□◆






　木の上で交代して眠った二人は日が昇り始めた頃に木から降りていく。

　かなり森の奥に来ているため、次の探索箇所を探すのは大変そうだと二人は思った。




「メイプル。どっちに行きたい？」

「じゃあ……真っ直ぐ進んで森を突っ切っていこう！」

「了解！　じゃあそれでいこう」

　二人は廃はい墟きよとは逆方向へと森を突き進む。

　三十分程進んだところでサリーがメイプルに小さな声でこっそりと話しかける。

「メイプル。背後、右の茂みに私達を狙ってるプレイヤーがいる」

　サリーは【気配察知】とは別に、茂みから発生する音や鎧よろいが生み出す金属音をも利用してモンスターやプレイヤーの居場所を探知しているのだ。

　二人は怪しまれないように、歩きながら小声で会話を続ける。

「多分そこまで強くないけど……私達の隙を狙ってる」

「取り敢えず、捕獲しようか？」

「出来る？」

「うん」

　簡潔に返事をすると僅か数センチだけ新月を鞘さやから抜く。

「【パラライズシャウト】」

　静かな森の中にキィンと澄んだ納刀音が響いていく。

　背後の茂みから呻うめくような声が聞こえる。




「どう？」

「完かん璧ぺき。流石！」

　二人で問題の茂みへと近づいていく。

　そこには二人のプレイヤーが強力な麻ま痺ひを受けて倒れていた。

「返り討ちになる覚悟を持って、またいつかお越し下さいっと！」

　サリーの攻撃があっさりと二人のプレイヤーを沈める。

　メダルは無しだ。

「メイプルを狙うのは無謀だと思うんだけどなぁ……私なら絶対狙わないよ……」

　これでイベントが始まってからのプレイヤーとの遭遇は四回目だ。

　そのうち二回は戦闘になったが、大したことのない相手だったため特に何の問題も無かったのだ。唯一、強敵だっただろうクロム達のパーティーとは戦うことが無かったので、まだ対プレイヤーで苦戦したことはない。




「今日を含めて後五日……どこかで強力なプレイヤーに出会うかもしれないね」

　約二日で四回遭遇したのなら単純計算でこれから十回遭遇することになる。

　その内の一度が前回のイベントでランキング上位に入ったプレイヤーになるかもしれない。

　気を引き締めていないといつ襲われてもおかしくないのだ。

　そう。彼らもまた、二人と同じような実力を持っているのだから。




　森を進むことさらに一時間。

　太陽が木々の隙間から光を届けてくれるようになってきた頃。

　ようやく、森の外の景色が見えてきた。




「おー……」

「すご……」

　二人の前に広がるのは渓谷だった。

　二人がいるのはその最も高い崖がけの上である。

　草木が生い茂り、小鳥の声が聞こえる。

　谷底は深い霧に覆われていて、全ぜん貌ぼうは把握出来ない。

　もしここを探索するというのならば、まずはどうにかして下まで降りなければならないだろう。

「ここ、誰かが探索してるかな？」

「分からないけど……この大きさなら探索し忘れてる場所もあるんじゃない？」

　メイプルの言うように、この渓谷はかなりの大きさだった。

　今二人がいる所から崖の下までは間違いなく百メートル以上はある。

　その上、横幅も広い。

　こちらも百メートル以上は軽くあるように見える。

「そうだね。じゃあ、どうにかして降りてみようか」

　サリーがしばらく目の前の崖を確認して足場になりそうな場所を探して少しずつ降りていく。

「うーん……メイプルが乗れそうな足場が無いなぁ……」

【カバームーブ】の届く範囲は限られているのだ。メイプルの【ＳＴＲ】では岩肌に摑つかまることはできない。またサリーのように【ＡＧＩ】の補正で身軽に降りることも困難である。ステータスが極端に偏っているメイプルでは自力で崖を降りることはできないため、サリーが近くの大きめの出っ張りを探しているのだが、そんなものはなさそうだった。

　メイプルならもしかすると、落下時のダメージを弾ききれるのではないかと薄々感じていたサリーだったが、絶対の保証はないため流石にメイプルにやってみて欲しいとは言えなかった。

「うーん……取り敢えず、着地出来そうな所があったら合図して！　無さそうなら、下まで降りちゃって構わないよ！」

　メイプルが時間を確認しているのか、青いパネルを見つつ言う。

「えっ？　……わ、分かったー！」

　サリーがひょいひょいと降りていくが、メイプルの乗れそうな足場はどこにも無い。

　サリーは二時間近くかけて崖を降りきってしまった。




「結局下まで降りてきちゃったし……もう一度メイプルにメッセージを送って……」

　サリーは降りている途中も、時々メイプルに現在地点を教えていた。

　今回は降りきったことを報告するためのメッセージを送ったのだ。

　サリーがメッセージを送って一分もしない内にメイプルからメッセージが返ってくる。

『ちょっとだけ、離れてて！』

「な、何をする気だろう……」

　サリーは了解と返事をすると、言われた通りに少し離れ、木の上からメイプルの動向を見守ることにした。




「うわぁ……何あれ……」

　サリーが崖の上に見つけた物は直径十メートルはあろうかという紫色のボールである。

　それはサリーの見守る中で。

　ゆっくりと前に転がって、崖から落ちた。

　ぶつかった崖の一部を見るも無惨な溶けた姿に変えて、少しずつその大きさを小さくしながら落ちてくる。

　そしてそれは地面に辿たどり着つくと落下の衝撃でその一部を弾けさせ周りに紫のねばついた液体をぶちまけた。

「め、目が回るぅ～…………」

　ぐちゃぐちゃになった球体の中心からメイプルがふらふらと出てきた。

　サリーは木から降りるとメイプルに近づく。

　と言っても毒々しい液体には触れないようにしているため隣までは近づけない。

「で？　あれは何？」

「あれはね……【ヴェノムカプセル】って言って……毒のカプセルで対象を閉じ込めて……出てこれなくするスキルだよ」

　閉じ込めると言うだけあって耐久性はかなりのもののようだ。

　目が回っているためかメイプルの話し方に元気は無かったが、本来の使い方でないことはサリーにも理解出来た。

「【毒無効】がないとじわじわＨＰが減ってじっくりやられるからサリーが使う時は注意してね？」

「いや、使わないから」

　次第に元気を取り戻したメイプルがやっとまともに歩けるようになったため、二人は谷底を目指して歩き出した。




　まだ傾斜は続いており、ところどころで大きな段差がある。濃霧で前がよく見えないためそういう段差が非常に危険だ。

「前が全然見えない……」

「これなら……見逃してるメダルがあるかもしれないね。奇襲と、あと段差に気をつけてねメイプル」

「うん！　分かった」

　もっとも、メイプルのＨＰを削る段差などそうそうないだろう。

　そのためには目の前に崖を用意しなくてはならない。

　数メートル先すら見えない濃霧の中を慎重に進んでいく。

「んー？　水の音がする……？」

「えっ？　……本当だ！　近くに水場があるのかな？」

　二人は水音のする方へと進んでいく。

　途中に出てきた蝙蝠こうもり型のモンスターははっきり言って雑魚だった。

　この辺りの敵のレベルはそれ程高くないようである。

「あった！」

　目の前には小さな川があった。

　透き通ったその川に、僅わずかな段差から水が流れ落ちて音を立てていたようだ。

「見て、あそこ！」

　メイプルが指差す先。岩肌に亀裂が入っていて洞どう窟くつになっているのが辛うじて分かる。

　二人はダンジョンかもしれないと、近づいてその中に入ってみるが、奥行きはさほど無くモンスターの形跡もないただの大きな裂け目だということが分かった。




「……ここを拠点にしようか。渓谷探索には時間がかかりそうだし」

　ただの裂け目とはいえ、サリーの言う通り拠点にするには十分な条件だ。少なくとも木の上よりは遥はるかにいいだろう。

「うん。賛成！　あと……卵のことも確認してみないとね」

「ああ、そっか。温めてあげないとダメなんだっけ」

　二人は洞窟を拠点に決めて少し休息を取ることにした。

　それと同時に、卵についても確認することに決めたのだった。











五章　防御特化と渓谷探索。









「さてと、まずは卵かな？」

　岩壁の裂け目の中で座りこんで卵をインベントリから出しつつサリーが言う。




「これって、しまっておかないと消えちゃったりしない？」

　メイプルがサリーに聞いてみる。

　装備やポーションなどのアイテムはインベントリから出して二時間放置しておくと消えてしまうのだ。

「どうだろう？　……念のために、二時間経つ前に一回しまうことにしようか」

　雪山での死闘の末にようやく手に入った卵である。もう一度手に入れることはあまりに困難だろうこの卵を失うわけにはいかないのだ。

「うん、そうしよう」

「これ、どうやって温めるの？」

「んー……やっぱり人肌？」

　メイプルが鎧よろいと大盾を外して、深緑の卵を優しく持ち上げて抱く。

「どんな子が生まれてくるんだろうね？」

　誕生の時が待ち遠しくて仕方ないという風に笑顔で卵の表面を撫なでる。

　サリーもメイプルと同様にして卵を温める。

「大事なのは愛情だよ！　愛情！」

「まぁ、確かに」

　二人はそれぞれ卵を撫でながらこれからの探索の予定を立てる。




「まずはあの川に沿って探索しよう。それなら拠点にも戻ってこれるしね」

　酷い濃霧で前もまともに見えない中で目印になるものが無ければすぐに迷ってしまうだろう。

　ただでさえ奇襲の多いフィールドなのだから休息を取ることの出来る場所を失えば、いずれ集中力が切れて攻撃をまともに受けてしまうだろう。

　メイプルにとってはどうということはない攻撃ではあるが、サリーにとってはそうではないのだ。

【ＶＩＴ　０】であるサリーにとって、あらゆる攻撃が危険なものとなる。

　その危険と隣り合わせの状況がサリーの回避能力を高めてもいるので悪い点ばかりではない。

　ただ、生命線である回避のためにサリーはかなりの集中力を使っているのだ。

　その疲労は計り知れないものである。

「おっけー！　川沿いだね」

　それから一時間程卵を温めたものの、結局今回は孵ふ化かすることは無かった。

　二人は卵をインベントリにしまって、探索に出かけることにした。




「よーし！　メダルを探しに行こう！」

「おー！」

　意気揚々と探索を開始した二人は川の上流を目指して歩いていく。

　サリー曰いわく。

「こういうのは流れ始めてる場所に何かがあることが多いと思うんだ」

　メイプルも確かにそうかもしれないと納得する。自分が何かを設置するなら何か意味のある場所にすると思ったからだ。

　何かの始点や終点はそれにちょうどいい。

「何があるか楽しみだなぁ」

「絶対に何かある訳じゃないからそこだけ注意ね？」

「うん！　分かった」

　上流を目指しているため、次第にごつごつとした岩が増え始めて歩くことが困難な地形になっていく。

「メイプルー【カバームーブ】で登ってきてー！」

「了解！　【カバームーブ】！」

　メイプルが登りにくいような起伏はサリーが先行し、メイプルが【カバームーブ】をすることによって乗り越える。




　そうやって進むこと一時間。

　拠点の位置が元々上流寄りだったためか、二人の想定よりも早く辿り着くことが出来た。

　そこにあったのは直径三メートル程の澄んだ泉だった。

　綺き麗れいな円形のそれは二人に神秘的な泉という第一印象を与えた。

　濃霧も神秘的な雰囲気を作り出す一つの要素となっている。

「結構……深そう」

　サリーが泉を覗のぞき込んで呟つぶやく。

　泉の大きさはそれほどでも無かったが深さはそこそこありそうに見える。

「潜ってみる？」

「やってみる価値はあると思う。【潜水】と【水泳】を持ってるプレイヤーは少ないと思うから……ここに来ても見逃してるかも」

　残念ながらメイプルは潜ることが出来ないため、ここでサリーの帰りを待つことにした。

「いってらっしゃい！」

「うん、いってくる！」

　サリーが泉に入り、一気に潜水していく。

　光の届かない静かな水中を真下へ真下へ突き進んでいく。




　そして泳ぐこと十分。泉の底にボロボロの宝箱が沈んでいるのを発見した。

　罠わなを警戒しつつ、サリーが慎重に宝箱を開ける。

　中に入っていたのは銀色の杖つえだった。先端には赤と青の宝石が嵌はめ込まれている。

　メダルなどが無いかどうかの最終確認を終えるとサリーは水面に向かい浮上していった。




「はぁっ！　よっ、と！」

　バシャバシャと水音を立てつつサリーが泉から上がってくる。

「どうだった？」

「ハズレ。中にあったのは杖だけ」

「うー……そっかぁ……性能は？」

「ちょっと待ってね…………【水魔法強化】と【火魔法強化】がついてるくらいかな。見る？」

「うん！」

　サリーはメイプルに杖の能力を見せる。






『魔石杖』




【ＩＮＴ＋10】【ＭＰ＋10】【水魔法強化】【火魔法強化】








「とりあえずはいらないね。私達じゃ装備できないし」

「まあ、そうだね。どうする？　まだどこか探索する？」

「うーん……じゃあ拠点に戻りながら近場を確認する感じで」

「じゃあそれでいこう。これだけ大きい渓谷なんだし、もう一つくらい何かがあってもおかしくないね」

　二人は注意深く拠点までの道程を行く。

　途中、川を見失わない程度に川の両側を探索したものの、何かを見つけることは出来なかった。




　そして、そうこうしている内に拠点としていた裂け目の場所まで戻ってきてしまった。

「どうする？　下流へ向かってみるのもアリだと思うけど……ちょっと大変かな」

「そうだなぁ……なら今日は卵の孵化に専念するっていうのはどう？」

　サリーは濃霧の中で常に警戒を最大にしておくことと、【潜水】での探索をしたことで少なからず疲労していたようで、メイプルの提案を受け入れた。




「卵、卵っと……あったあった」

「よっ、と」

　二人ともインベントリから卵を出して、それを抱きつつ撫でる。




「あー……つるつるで触り心地がいいー……」

　サリーが岩肌にもたれかかりながら呟く。

　出来のいい陶器のような手触りにメイプルもいつまでも撫でていたいと思った。

「中々孵化しないねー」

「まあ、そんなすぐに孵化するようなものでもないでしょ」

　たまにインベントリにしまっては、出して温めるのを繰り返すこと三時間。

　二人は雑談しつつそれぞれ卵を撫でる。

「何が生まれてくると思う？」

「私のは紫でメイプルのは緑でしょー……んー……メイプルのは草食動物か、緑色の何かが生まれるんじゃない？　蛇とかかな？」

「緑色の蛇っているのかな？」

「モンスターならありえそうじゃない？　まあ熱帯のどこかには本当にいると思うけど。何が生まれてくるか全く分からないなぁ」

　サリーの言う通り、ゲームの世界なら設定さえすれば何だって卵から生まれることが出来るだろう。

「可愛い子だったらいいなぁ……」

　メイプルは色々な動物を思い浮かべる。可愛い生き物は沢山思い浮かぶ。可愛くない生き物も同じくらい思いついたが。

　特に、一部の昆虫は遠慮したいところだ。

「私のは何が生まれるかな？」

　サリーの卵は紫色だった。

　メイプルはその卵から生まれてきそうな生き物を想像する。

「紫、紫……んー？　…………毒竜ヒドラ？」

「あー……それは、ちょっと遠慮したいなぁ」

　毒竜ヒドラが生まれてきた場合、一緒に戦うようになったとして、サリーの周りが毒の海に沈むことは確定である。

　そうなるとサリー自身が身動きの取れない状況になってしまう。

「毒竜ヒドラ……毒竜ヒドラかぁ……出来ればもうちょっと穏便なのがいいなぁ」

　二人は卵の中身に想いを馳はせる。

　これがいい、これは嫌だと、わいわい話しつつ卵を割ってしまわないように、優しく愛情を込めて温める。

　なんだかんだ言っても、二人は生まれてきたならばどんなモンスターでも優しくしてあげようと思っていた。




　その想いが届いたのか。

　二人の卵にピシッとヒビが入る。




「「うわっ!?」」

「ど、どどどどうする!?」

「と、ととと取り敢えず地面に置いて！」

　二人は安定した地面に卵を置くと寝そべるようにして卵を見つめる。

　そしてついに卵が割れて。

　中から二匹のモンスターが姿を現した。





◆□◆□◆□◆□◆






「おー！」

「生まれたねー！」

　二人が嬉うれしそうに笑う。

　深緑の卵から生まれてきたのは卵より少し小さいくらいのサイズの亀だった。

　卵と同じ深緑の体をしていて動きはゆっくりとしている。

　紫の卵から生まれてきたのは雪のような白の体毛を持つ狐だった。

　狐は体の感覚を確かめるように数回伸びをすると、紫色の炎をふわりと宙に浮かべて自分の魔法を眺め始めた。

「おおー……卵から狐かぁ……予想外だった」

「モンスターだからその辺は関係ないのかもね」

　二人が話していると亀はメイプルに、狐はサリーに近づいていく。

　二人が恐る恐るモンスターを撫なでてみると二匹は気持ちよさそうに目を細めた。




　それと同時に卵が薄く輝き始める。

　その輝きは次第に強くなり、二つの卵はそれぞれ紫の指輪と緑の指輪に変わった。

　二人は手を伸ばしてそれを拾う。




「アイテム名は……【絆きずなの架け橋】。これを装備することで一部のモンスターとの共闘を可能にする……だって！　……これはもう外せないかなぁ」

　サリーの説明は指輪の最も重要な能力のことだけだった。メイプルも自分の目で見てその能力を確かめる。






【絆の架け橋】




装備している間、一部モンスターとの共闘が可能。

共闘可能モンスターは指輪一つにつき一体。

モンスターは死亡時に指輪内での睡眠状態となり、一日間は呼び出すことが出来ない。








　死亡時に即消えてしまう訳では無かったため二人は安心する。

　そんな仕様だったなら迂う闊かつに戦闘に出せないところだった。

「むぅ……指輪かぁ。装飾品枠はいっぱいだから【フォレストクインビーの指輪】を外そうかな。ＨＰ回復は【瞑めい想そう】でも出来るし」

　二人が指輪をはめると二匹は嬉しそうに体を擦り寄せる。

「あはは、くすぐったいよー！」

「んー……もふもふー……」

　そうして戯れていた二人だったが、サリーがあることに気付いた。

「この子のステータスが見れるようになってるね」

　指輪の効果なのだろう、自分のステータス表示の下にもう一つステータスがある。

　二人はその内容を確認する。





















ノーネーム




Ｌｖ１　ＨＰ　２５０／２５０　ＭＰ　30／30




【ＳＴＲ　30】　　　　【ＶＩＴ　１５０】

【ＡＧＩ　15】　　　　【ＤＥＸ　10】

【ＩＮＴ　20】










スキル




【喰らいつき】










ノーネーム




Ｌｖ１　ＨＰ　80／80　ＭＰ　１２０／１２０




【ＳＴＲ　10】　　　　【ＶＩＴ　15】

【ＡＧＩ　70】　　　　【ＤＥＸ　75】

【ＩＮＴ　90】










スキル




【狐火】








　前者が亀、後者が狐のステータスだ。

　卵から孵かえった特殊なモンスターなためか、生まれたてでもステータスがある程度確保されている。




「ノーネームってことは……名前をつけてあげないとだね！」

「そっか、それもそうだね」

　二人は慎重に名前を考える。

　しばらく考え込んでいる間、モンスター達はじゃれあって遊んでいた。

　モンスター仲は良好のようだ。

「よーし決めた」

「うん、私も！」

　二人は名前を思いつくとそれぞれのモンスターの元へ近づく。

　二人はしゃがみこんでモンスター達に目線を合わせる。

「亀さんの名前はシロップ！　むふふ……私と合わせてメイプルシロップだよ！」

　意味もなく得意げになるメイプルだった。

　亀は名前が気に入ったのかその体をまた擦り寄せてくる。

　一人と一匹が楽しそうに戯れていた。

「じゃあ……朧おぼろでどう？　駄目？」

　サリーが狐に尋ねるように言う。

　狐は満足しているようで、ぴょんと跳び上がるとサリーの首元に巻きつくようにしがみついた。

　サリーの首元はマフラーと狐でもこもこである。

　和やかな雰囲気が流れていた中。

　メイプルが急に叫んだ。

　その目の前にはステータスの表示されている青い画面が浮かんでいる。




「あ、あれ!?　も、もしかして……」




「ん？　どうかした？」

　サリーが不思議に思って近づき、画面を覗のぞき込む。

「えっ!?　あっ、み、見ないで！」

「んー……ああなるほど……」

　サリーが画面を見られたのはほんの五秒程だったが、メイプルの考えていることは理解できた。

　メイプルが開いていたのはシロップのステータスで、特にその一点を凝視していたため、観察眼の鋭いサリーはメイプルの見られたくなかったものが分かった。

「メイプル……亀よりもＡＧＩが低いだなんて」

「うぐぅっ!!」

　シロップは【ＡＧＩ　15】メイプルは【ＡＧＩ　０】である。

「かめとめいぷるかぁ……」

「うさぎとかめみたいに言うなぁ！　競争したら流石に勝てるよ！　足の長さが違うもん！」

「じゃあ……やってみる？」

「えっ……ち、ちょっと遠慮しておこうかなぁ～。あははは……」

　もし負けるようなことがあれば立ち直れないかもしれないのだ。

　そんなことになれば防御極振りを捨てて【ＡＧＩ】にステータスを振ってしまう。

　メイプルはそんな気がしていた。

　わざわざそんなことをする必要はないだろうと考えたのだ。

　ただの逃げでしかないといえばそれまでである。




「ステータスは、育ての親にある程度似るのかな？　メイプルとシロップは両方防御特化だし朧は敏びん捷しようが高いし」

「かもしれないね」

　二人はさらに二匹のステータスを見ていく。




「装備はつけられないけど……レベルは上げられそうかな？」

「レベルを上げればステータスポイントが貰もらえるのかな？　それとも、勝手にステータスが伸びるのかな？」

　その辺りの情報は指輪の説明に載っていなかったため分からないのだ。

「とりあえずレベルを上げてみる？」

「うーん……やられちゃったら嫌だし……」

　サリーが首元から頭の上に移動した狐を触りながら言う。

「じゃあ私がモンスターを捕獲してくるっていうのはどう？」

「名案……かな？　しばらくはそれでレベルを上げてみよう」

　メイプルはシロップに待っててねと言って、頭を撫でてやると裂け目から出てモンスターの捕獲に向かった。




　それから十分。

　メイプルが両手に蝙蝠こうもりを持って戻ってきた。

　麻ま痺ひしているのだろう、蝙蝠は身動きが取れないようだった。

　メイプルはそれを地面に置く。




「えっと……シロップ！　【喰らいつき】！」

「朧！　【狐火】！」

　シロップが蝙蝠の体を喰くいちぎる。

　朧が紫色の炎で蝙蝠を焼く。

　赤いエフェクトが裂け目の中を照らし、蝙蝠が光となって消えていった。

「あー……レベル上がってない」

「こっちもそう」

「多分……この子達はかなり強いモンスターの子どもなんだよ。だから必要経験値も多いんじゃないかな？」

　蝙蝠を倒せば、レベル１のプレイヤーなら確実にレベルが上がっているだろう。

「もっと必要かな？」

「お願いしていい？　私は捕らえるスキルが無いから……」

「うん！　適材適所ってやつだね！　でも、私がいないうちに何かあった時はシロップを頼んだよ？」

「きっちり守り抜くよ！」

　サリーの返事を聞いて、メイプルは再び外へと向かった。

　メイプルが帰ってきたのは二十分後。

　合計八匹の蝙蝠を抱えるように持って帰ってきた。




「なんて言うか、親鳥の気分」

「やってることは親鳥と変わらないしね」

　ドサドサと蝙蝠を地面に落とす。

　シロップと朧にそれを四匹ずつ倒させると二匹ともレベルが２に上がった。






シロップ




Ｌｖ２　ＨＰ　３００／３００　ＭＰ　30／30




【ＳＴＲ　35】　　　　【ＶＩＴ　１８０】

【ＡＧＩ　15】　　　　【ＤＥＸ　10】

【ＩＮＴ　20】










スキル




【喰らいつき】【甲羅防御】










朧




Ｌｖ２　ＨＰ　85／85　ＭＰ　１３０／１３０




【ＳＴＲ　15】　　　　【ＶＩＴ　15】

【ＡＧＩ　85】　　　　【ＤＥＸ　80】

【ＩＮＴ　95】










スキル




【狐火】【火柱】








「ステータスは勝手に上がるみたい」

「そうみたいだね。っていうか、伸び幅凄すごいね」

　将来有望な二匹の為にその後もメイプルが狩りに出ること数回。

　しかし、近場にモンスターがあまりいなかったためにレベルは上がらなかった。











六章　防御特化と下流探索。









　結局二人は三日目を卵の孵ふ化かと二匹との戯れで過ごしていた。

　時間は夜の十時。もう一度探索に出るのは億おつ劫くうな時間帯である。




「あー……どうするー……探索行くー？」

「今日はもういいかな……」

「私もそんな気分……」

　二人はそれぞれのパートナーを撫なでつつ明日の予定を決めていく。

「明日は下流を探索して、降りてきた方と逆側に上がろう」

「そうだね……ん？　上がる!?」

「降りてきた時と同じように……あっ」

　メイプルは完全に後のことを考えていなかったのだ。

　そう、メイプルにはこの渓谷から脱出する手段がないのだ。

「ど、どどどどうしよう!?」

「…………どうしよう？」

　メイプルがサリーに答えを求めるが、サリーもこれといった解決策が見つからなかった。




「それじゃあ、明日は下流に向かいつつ上に戻る方法を探すことにしよう。流石に何かあると思うしね」

　下流を探索するだけのつもりが、思ってもみない問題の浮上によって探索時間が想定よりもかかることになった。

　上に上がれる手段が見つからなければ無駄足になってしまうが仕方なかった。

「じゃあ、早めに出発しないといけないね」

「四日目の内に上に出たいからね」

　出発時間を早朝四時に決めて二人は交互に眠ることにした。





◆□◆□◆□◆□◆






「おはよう」

「おはよう」

　挨あい拶さつを交わして二人は探索に向かう。

　イベントも四日目に入り、後半戦だ。

　メダルを手に入れたプレイヤーも増えてきていることだろう。

　奪い取り、奪い取られる戦いがあちこちで起こっているのだ。

　それは二人に関係のない話ではない。

　戦闘になる覚悟は常にしておかなければならないのだ。




「何かあった？」

「いや、今のところ何も」

　注意深く辺りを観察するもダンジョンらしきものも無く、魔法陣も見当たらない。

　そのまま下流へと向かうこと二時間半。




　道中で数回の戦闘を挟み、シロップと朧おぼろのレベルが１上がって興味深いスキルを覚えた。

　スキル名は【休眠】と【覚かく醒せい】。

【休眠】は二人の指令で指輪の中で眠って安全に体力を回復させるスキル。

【覚醒】は二人の指令に応じて指輪から出てくるというスキルだ。

　現在は二匹は指輪の中で眠っている。

　霧が深くなってきており、見失いそうになったためである。




　そうして、歩くことさらに三十分。

　二人はついに川の終点に辿たどり着ついた。

　ここに辿り着く前から薄々感じていたことのあった二人だったが、ここにきてそれが確信に変わる。




「ここが霧の発生源だね」

「うん、間違いない」

　濃霧はより濃くなっていき、メイプルは既に真横にいるサリーを視認することが困難なほどになっていた。

　二人が川に近づいていく。

　すると。

　ブワッと風が吹いて霧が吹き飛ばされていき目の前が露わになる。

　そこには上流同様泉があり、その中心に一つの壺つぼがあった。

　壺からは白い霧が休むことなく吹き出している。壺は泉の水を吸引して霧を出しているようだった。

「あの壺……調べてみる？」

「…………それしかないか」

　二人が泉に足を突っ込んだその瞬間。

　狙い澄ましたように風が止んで濃霧が一瞬にして辺りを覆い尽くす。

「サリー！　いる!?」

　メイプルのその声に対して反応は一つも無かった。

　メイプルが警戒心を高める。

「うわっ!?　くっ！　ああっ！」

　サリーの声が聞こえる。

　ガキンガキンと金属のぶつかる音も聞こえてくる。サリーの声は焦っているようでメイプルの不安を煽あおる。

　声の方へと向かうメイプルの目の前に現れたのは真っ黒な穴だった。

　覗のぞき込んでも中は見えない。

　しかし、サリーの声は確実にこの中から聞こえてくる。

「よしっ！　いこう！」

　目をぎゅっと瞑つぶり、穴の中へと飛び込んだメイプル。

　目を開けた時にそこにいたのは体から赤いエフェクトを散らしているサリー。

　そして。




　白銀の鎧に全身を包み、白く輝く大剣を構えた騎士だった。




「サリー！」

　メイプルが驚きのあまり叫ぶ。

　それもそのはず。メイプルはサリーがダメージを受けているのを初めて見たのだ。

　サリーもメイプルに気付いたようで急いで下がってきてメイプルに寄りかかる。

「だ、大丈夫!?」

「うん、何とか……」

　サリーの体を【ヒール】の光が包み込む。

　痛々しい赤のエフェクトも消えた。

「私の後ろにいて！　何だって止めてみせるから！」

　メイプルは力強く言うと新月を抜き放つ。

　その刀身から紫の魔法陣が展開される。

　騎士はゆったりと剣を構える。

「【毒竜ヒドラ】！」

　三つ首の毒竜ヒドラが騎士へと迫る。

　騎士は剣を振りかぶり斬り下ろす。

　それは毒竜ヒドラにずぶりと沈み込み、毒竜ヒドラを真っ二つに斬り裂いた。

　しかし、斬り裂けたのは一匹のみ。

　残りの二匹は騎士に直撃する。

　騎士が呻うめき、その膝ひざをつく。

　それでも剣を支えに立ち上がろうとする。

　しかし、それは叶かなわなかった。

　ボロボロになった鎧からは白い光が溢あふれ始めていた。

　騎士は立ち上がるのを諦あきらめたように剣から手を離す。

　それと共にその白銀の鎧にも負けない光の奔流となって天に昇っていった。




「怪鳥とくらべれば弱い弱い！」

　実際、毒竜ヒドラを斬り裂く能力は驚異的だったがそれにＨＰと防御力が伴っていなかった。

　その点、怪鳥は異常だったと言えるだろう。

「倒せたね！」

「ふふふー！　メダルが落ちてないか見てくるね？」

　例のごとく討伐地点は毒の海に沈んでいる。

　メイプルが見に行くしかないだろう。

「一枚くらいならあるかな？」

　メイプルが討伐地点へと向かって歩き出す。




「【ディフェンスブレイク】」

　唐突に聞こえた声。

　背中に走る痛み。

　メイプルが振り返って見たものは何度も何度も自分を切り裂いていく深い青のダガー。

　手数を重視した防御貫通スキルが混乱するメイプルのＨＰを奪っていく。使用間隔が短く盾の使い方が上手くないメイプルではもとより防ぎきれない攻撃である。




「え？　え？」

「あはっ。あはは、あはははははははっ！」

　不気味に笑うそれはサリーだった。

「な、何で!?」

　メイプルはガリガリと削れていく自分のＨＰバーに気付く。

　このままでは自分の身が危ない。

「【パラライズシャウト】！」

　強力な麻ま痺ひの状態異常攻撃。




　メイプルは気付いたのだ。

　目の前にいるサリーの姿をした何か。

　それが、決してサリーなどではないことに。

　パーティーメンバーに直接ダメージを与えることは出来ないためだ。




「あはっ、あははは」

「効いてない!?」

　強力過ぎる麻痺耐性に、メイプルの中で目の前の人物がサリーでないことが確定した。

　しかしその速度はサリーと同じ、いや、それよりも速い。

「強化されてる!?」

　不気味な笑い声と共に、その姿がかき消えてメイプルの体から赤いエフェクトが弾ける。

「くうっ……捉とらえきれない！」

　自慢の毒竜ヒドラも、大盾も、当たらなければ意味がないのだ。

　幸い攻撃力は高くない。

　名案を思いつくか、削りきられるか、どっちが早いかである。





◆□◆□◆□◆□◆






　メイプルが偽者と戦っている。

　そして、それはサリーも同じだった。




「くっ……メイプルと同じ異常な防御力！」

　サリーがすれ違うようにしてその体を斬っていくも、ＨＰバーは一ミリも減らない。

　絶望的な防御力に嫌になる。

「出来れば戦いたくない相手の中でぶっちぎりの一位なんだけど……」

「あははははっ！　【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルの形をしたそれから、毒竜ヒドラが撃ち出される。サリーがそれを躱かわす。

　特別速いわけでもない毒竜ヒドラを躱すことなど容易だった。

　しかし、あれを倒すことは困難を極める。

「これは……しんどいなぁ」




　メイプルがサリーを、サリーがメイプルを。互いに信頼している部分がある。

　そしてそれは敵に回すととんでもなく厄介なものなのだ。

　騎士との戦いなどただの前座。

　信頼するパートナーの姿と能力を持った相手との本当の戦いが今幕を開けた。





◆□◆□◆□◆□◆






「【毒竜ヒドラ】！」

　新月から毒竜ヒドラが放たれる。

　しかしそれは偽サリーを狙ったものではなかった。
















　地面に向けられた剣先から飛び出した毒竜ヒドラはビチャビチャと音を立てて弾け、メイプルの周りに撒まき散ちらされる。

　その内の一つでも踏めば本来のサリーなら一撃死だ。

　毒の海の中心に立つメイプルに近づくためには今までよりも大きな隙を晒さらす必要が出てくるだろう。

　毒竜ヒドラを躱すために距離をとっていた偽サリーが駆けてくる。

　メイプルはその姿をじっと観察した。

　そして気付いたのだ。

　毒を避けながら近づいてきているという事実に。

「【毒無効】は持ってないんだね」

　偽サリーが【跳躍】で飛びかかってくるのに合わせて大盾を叩たたき込こむ。

　それは、確かに体に当たったが、手応えは無かった。

「【蜃しん気き楼ろう】っ!?」

「【ディフェンスブレイク】」

　偽サリーは隙だらけのメイプルの胴体をザクリと切り裂いて、メイプルの体を【跳躍】で蹴け飛とばすとそのまま毒の海の範囲外に出ていってしまう。

「【ヴェノムカッター】！」

　メイプルの攻撃を偽サリーは楽々回避する。しかし、その回避にメイプルは違和感を覚えた。

「そっか……流石にサリーそのままって訳にはいかないよね」

　恐らく偽サリーはサリーよりも速い。

　回避能力も同様に高い。

　しかし、それはただ速いだけだ。

　そこにサリーのような紙一重での回避からのカウンターは存在しない。

　サリーならば全ての攻撃を回避しつつ接近までこなすだろう。

　偽サリーは、ただ速度に頼って避けているだけで攻防一体の回避には至っていなかった。

「それでも、結局当たらないしなぁ……【瞑めい想そう】」

　呟つぶやくメイプルなど関係ないと言うようにメイプルの周りの地面が隆起する。

　土の柱が何本も伸びて視界が悪くなる。

　そしてそれは偽サリーの貴重な足場になるのである。

「うーん、魔法はサリーより上か」

「【ディフェンスブレイク】」

　声のした方に大盾を向ける。

　たとえ【蜃気楼】でも構わないのだ。

　ＨＰならまだある。

　案の定それは【蜃気楼】で作られた幻だった。メイプルが背中を切り裂かれる。

　振り向きざまに大盾を振るうがそれは空を切るだけだった。




「仕方ない……持久戦にしよう」

　新月から魔法陣が展開される。

　偽サリーがそれを見て避難する。

　距離を取られてはどの攻撃も当たらないだろう。

「いいよ。根比べしよう」

　メイプルが小さく呟く。

「【ヴェノムカプセル】」

　直径二メートル程の紫色の球体。メイプルはその中にズブズブと沈んでいく。

「【瞑想】」

　偽サリーが削っていたＨＰバーが回復していく。

　ただ、偽サリーの武器はダガーである。

　あの毒々しい球体を切り裂き中のメイプルを攻撃しようとすれば毒を浴びてしまうだろう。

　しかも、地面には毒の海が広がっているのだ。

　メイプルの周りは最上級の危険地帯。

　近づくもの全て毒に沈めていく地獄のエリア。

　偽サリーには【毒耐性大】はあっても【毒無効】は無かったのだ。

【毒竜ヒドラ】の毒は完全には無効化できないのである。

「【サイクロンカッター】」

　サリーが持っているのよりもレベルの高い【風魔法】。

　渦を巻く風がメイプルの周りに現れてその毒の障壁を切り崩そうとする。

　しかし、【風魔法】と【毒竜ヒドラ】ではスキルの格が違い過ぎた。

　表面がビチャビチャという音とともに多少削り落とされたが、メイプルまでは届かない。

「【ヴェノムカプセル】」

　その声に応じて、メイプルを包むカプセルはその直径をさらに四メートルまで大きくする。

　当然毒壁の厚さも増す。

　手数が多く威力の低い偽サリーにとって、絶望的な毒の障壁。

「私は偽者さんのＭＰが切れてしまうまでじっくり待つよ」

　偽サリーのＭＰが切れれば、その自慢の手数も落ちる。

　それは、毒の障壁を突破することをより困難にすることは間違いない。

【ヴェノムカプセル】の消費ＭＰは一回あたり20だ。

【悪食】は残っているもののＭＰに変換できるものがない。

　そのためＭＰのストックは既に無い。

　一日五回のＭＰゼロ発動も残っていないため、メイプルはＭＰの自動回復を静かに待つ。

　偽サリーは休むことなく毒の障壁に魔法を撃ち込む。

　そんな光景が長く続いていた。

「【ヴェノムカプセル】」

　メイプルの無慈悲な障壁強化がサリーを押し返す。

　カプセルはその直径を六メートルに変えて厚さを増す。

　メイプルが狙っていることはただひとつだけだった。

「普通に攻めて当たらないなら……この部屋全部カプセルに沈めて、倒すしかないよねっ」

　まさに持久戦である。

　メイプルは勝利を摑つかむために偽サリーを端へ端へと追い込むつもりなのである。

　逃げ場の無い場所では偽サリー自慢の速度も意味をなさない。
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　一方サリーも攻めあぐねていた。

　何と言っても圧倒的な防御力。

　それに加えて迂う闊かつな行動が死につながる攻撃能力だ。

「唯一の救いは本物のメイプルよりも馬鹿なことか……」

　偽メイプルの攻撃はまさに【毒竜ヒドラ】一辺倒なのである。

　その上、メイプルのように弱攻撃の場合には大盾を使わないということをしないのだ。

　そのため、既に偽メイプルの【悪食】はなくなっている。

　問題はその【毒竜ヒドラ】だった。

　偽メイプルはメイプルの持っていないスキルを持っていたのである。

　そのスキルが発動すると【毒竜ヒドラ】を撃ち出した後に残された毒が、全てメイプルの元に集まっていき、即座に【毒竜ヒドラ】が撃ち直されるのだ。

　ノータイムでの強攻撃の連続である。

　サリーは偽メイプルに勝つのに必要なのは、全ての回数制限付きスキルを使い切らせることだと考えていたため、【毒竜ヒドラ】が使えなくならないことは予想外だったのだ。

「まあ、【パラライズシャウト】とかしてこないし良かったかな」

　サリーは今も三つ首の毒竜ヒドラを回避しつつ偽メイプルへの対抗策を考えているのである。

「あー……どうしよ。有効打が無い……」

　サリーにとって【毒竜ヒドラ】の回避自体は簡単なため考えながらでも問題無かった。

　サリーは【ディフェンスブレイク】で攻撃してみたものの【瞑想】と思われるスキルによって回復されていた。

「厄介なスキルが残ってるなぁ……」

　そうしている内にも毒竜ヒドラが襲いかかってくる。

　ひょいひょいと躱してメイプルのことを考える。

「メイプルも偽者の私と戦ってるのかな？　もう勝ってるかな？」

　サリーはメイプルならば何とかしているだろうと思った。

　今のサリー自身に偽メイプルに対する有効打がほぼ無いのだから、偽者に本物のメイプルを倒せるはずがない。

　メイプルの能力には何度も助けられているサリーだからこそ、強くそう思った。

「さて……色々と試してみよう。突破方法の一つくらい見つかるかも」

　サリーは覚悟を決めて自分のスキル群を思い出して戦略を立てる。

　今のサリーでは勝てないことは間違いない。

　だが、成長すればどうだろう。

　新たなスキルを手に入れられたならばどうだろう。

　サリーが偽メイプルのＨＰを削れないため偽メイプルのパターンには変化はない。

　愚直なまでに【毒竜ヒドラ】を連打するだけの簡単な敵だ。




　変化の無い偽メイプルと。

　変化の可能性を残しているサリー。

　サリーはその可能性に賭かけてみることにしたのである。




「偽メイプルに負けるのは、悔しいから嫌だし！　まずはこのスキルからいこう」

　サリーが輝くエフェクトを纏まといながらメイプルに攻撃を仕掛けにいく。

　こちらもまた、先の長い持久戦に突入することとなった。
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　戦闘開始から既に四時間が経過し、四日目も昼間になる。

　メイプルの試みは成功し、既に【ヴェノムカプセル】は天井に接している。

　広かった部屋も、カプセルに侵食されていないのは部屋全体のうちの四分の一だけになった。




「【ヴェノムカプセル】」

　メイプルの声と共にカプセルがその大きさを増していく。

「ふぅ……もう少し……」

　偽サリーは未だ無傷のままだ。

　しかし、そんなことは関係ないのだ。

　カプセルが部屋を覆い尽くせば回復すら追いつかずに倒れることだろう。

　攻撃を当てられるかどうかが、最大の問題点だったのだ。

　もはや結果は決まっていた。

　偽サリーにこの状況を打破出来る手段は存在していなかったのだ。




　そして、それからさらに一時間。

「【ヴェノムカプセル】！」

　それは長かった戦いの終わり。

　偽サリーは飲み込まれて赤いエフェクトを派手に散らしながら消えていった。

　メイプルは念のために【蜃しん気き楼ろう】を警戒したが、毒まみれのこの空間に偽サリーの居場所など無かった。

　それになにより、偽サリーが消えていった場所に落ちていったメダルが偽サリーの敗北を物語っていた。

　メイプルがカプセルを解除する。

　カプセルが崩れ落ちバシャバシャと毒の雨が降り注ぐ。




「はぁ…………疲れた」

　怪鳥戦とはまた違った疲労に、メイプルがその場に座り込む。




「部屋の中でよかった……外だったら勝てなかった……」

　空間の広さに制限が無ければこの戦法は使えないのだ。

　地形条件が味方してくれていなければ勝てなかっただろう。

「メダルを回収して魔法陣に乗ろう……サリーはどうしてるかな。やっぱり、偽者の私と戦ってるのかな？」

　メイプルは地面に落ちていた一枚のメダルを拾い上げる。

「勝てるかなぁ……サリーなら攻撃を躱かわすのは簡単だろうけど……」

　メイプルがサリーを心配しつつ魔法陣に乗る。

　光が薄れていき、目の前に現れたのは螺ら旋せん階段だった。

　見上げてみると光が差していた。

　どこかに繫つながっているようである。

「サリーは……先に行っちゃったりしないはずだよね」

　メイプルはここでしばらく待ってみることにした。

　二人はどこかで死亡した時にはそれを連絡すると決めていた。

　サリーからはメッセージでの連絡が来ていないため、負けて初期地点に戻っているようなことは無いとは分かった。

　それならば、サリーはまだ戦っていていずれ転移してくるか、完全に分断されたかの二択である。

　分断されたというのは、サリーは偽者と戦っていない場合だ。

　サリーを霧の中に残してメイプルだけが戦っていたかもしれないのだ。

　しかし、メイプルはサリーがまだ戦っているのだと直感した。

「サリーもきっと戦ってる……そうだ！　シロップ【覚かく醒せい】！」

　指輪が輝いてシロップが姿を現す。

「一緒にサリーを応援して待ってよう」

　シロップと二人でサリーを応援しながらその場で待機すること一時間。

　その場が眩まばゆい輝きに包まれる。

　メイプルが念のためにと大盾を構えて様子を窺う。




「はぁ……勝てた……」

　光が薄れて、そこにいたのはサリーだった。




「……本物、だよね？」

　サリーもメイプルの声でメイプルに気付き身構える。




「……本物か確認させて」

「いいよ？」

　メイプルはサリーが疑うところを見て、サリーが偽メイプルと戦っていたことが分かった。

　それならば、確認は当然だろうと了承する。




「あなたは小学六年生の時に予防接種を受けて大泣きしている所を私に目撃されたメイプルですか？」

「な、ななななな、何でそれ覚えてるの!?　忘れてよっ！」

　メイプルが予想していなかった確認方法。

　本人しか知らないようなことを言う。

　理に適ってはいるが、羞しゆう恥ち心しんを煽あおられるその内容にメイプルが恥ずかしそうに大盾の後ろに隠れる。

　サリーはこのメイプルが本物だと分かっていたが、ちょっとからかってやろうと思ったのだ。

　疲れていたためちょっとふざけてみた訳だ。

「ふふふ……本物だね！　まあ分かってたけど」

「……待って。私がまだ確認してない」

　メイプルが真剣な目つきでサリーを見る。

「えっ……」

　サリーが何か言う前にメイプルが話し出す。




「……あなたは中学生の時お化け屋敷に入り、途中で腰を抜かして係員に連れられて泣きながら非常口から出てきたサリーで間違いないですか？」

「そ、そんなこと覚えてなくていい！」

「ゲームにはまり過ぎて自分で考えた奥義をノートに書いていたあのサリーですか？」

「待って、ごめん！　悪かったって！」

「ちょっとした仕返しをしてみた」

「……はぁ……藪蛇だったかぁ」

　何はともあれ二人は無事に再会することが出来た。




「メイプルはどうだったの？　私は偽メイプルと戦ってたけど」

「私は偽サリーと。勝ったのは一時間前くらいかな？」

　サリーもメダルを一枚獲得していたようでメイプルに受け渡してくる。

　これでメダルは十枚となった。

「どうやって偽メイプルに勝ったの？」

　サリーは一度それに答えようとしたが、口を噤つぐんだ。

「もし……もしも、トーナメント形式のイベントがあった時にメイプルに簡単に負けたくないから今は秘密にしててもいい？」

「いいよ！　んー……じゃあ、私もどうやって偽サリーに勝ったかは秘密！　私も負けたくないもんね！」

　ただ、サリーは勝った方法は秘密と言いつつステータスだけは見せてくれた。

「スキルから推測してもいいよー！」

「なら、ありがたく見させてもらうね」

　メイプルがサリーのステータスをじっくりと見る。






サリー
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装備




頭　　【水面のマフラー：蜃気楼】　　体　【大海のコート：大海】

右手　【深海のダガー】　　　　　　　左手【水底のダガー】

足　　【大海の衣】　　　　　　　　　靴　【ブラックブーツ】

装飾品【絆きずなの架け橋】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




【スラッシュ】【ダブルスラッシュ】【疾風斬り】【ディフェンスブレイク】

【ダウンアタック】【パワーアタック】【スイッチアタック】

【ファイアボール】【ウォーターボール】【ウィンドカッター】【サイクロンカッター】

【サンドカッター】【ダークボール】

【ウォーターウォール】【ウィンドウォール】【リフレッシュ】【ヒール】

【状態異常攻撃Ⅲ】

【筋力強化小】【連撃強化小】【体術Ⅴ】

【ＭＰ強化小】【ＭＰカット小】【ＭＰ回復速度強化小】【毒耐性小】

【採取速度強化小】

【短剣の心得Ⅱ】【魔法の心得Ⅱ】

【火魔法Ⅰ】【水魔法Ⅱ】【風魔法Ⅲ】

【土魔法Ⅰ】【闇魔法Ⅰ】【光魔法Ⅱ】

【連撃剣Ⅰ】【気配遮断Ⅱ】【気配察知Ⅱ】【しのび足Ⅰ】【跳躍Ⅲ】

【釣り】【水泳Ⅹ】【潜水Ⅹ】【料理Ⅰ】【器用貧乏】【超加速】








「いくつか変わってるね」

「残りの期間に使うこともあるかもね」

「ちょっと見ないうちに頼もしくなっちゃってもう！」

「ここからは、また一緒に戦えるね」

　サリーが嬉うれしそうに微笑む。

　メイプルも微笑み返す。

「じゃあ、階段上ろうか」

「そうだね。まだメダルも欲しいし」

　二人は螺旋階段を光に向かって上って行った。




　上った先は渓谷の向こう側だった。

　長期戦で疲れている二人だが、悠長に休んでいられる程、期間は残っていない。

　四日目も既に昼過ぎだ。

　メダルは早い者勝ちなのである。




「また森を探索しないとだね」

　目の前に広がる森を見てメイプルが言う。この森がどれだけ深いかは分からない。ダンジョンがあるかも分からない。

「気合い入れていこう！」

「おー！」

　二人は新たなダンジョンを求めて森の中へと入っていった。











閑話　防御特化と運営２。









　運営陣は【銀翼】がメイプル達に倒されてからというもの、定期的にメイプル達の動向を確認していた。




「メイプルとサリーがドッペルゲンガーを撃破しました！」

「そうか……まあ、あの程度じゃ止められないだろ」

「いや、言っとくがなドッペルゲンガーもそれなりに強いからな!?」

　ドッペルゲンガーのボスを作成した男性が声を上げる。

　当然のように撃破されたものの、そこまで弱くはないはずだとぶつぶつ言い続けている。

「なら、他のドッペルゲンガーを見てみようか。何箇所かに配置したからな……おっ！　戦闘データがあるぞ！」

　そう言って男性がキーボードをカタカタと叩たたき、大きなスクリーンに映像が映し出された。

　槍やりを持ったプレイヤーが大剣を振り回すドッペルゲンガーと戦っている様子が部屋に流れる。

「装備と……レベル的にも中級者ってくらいか」

「まあ、ちょうどいいのでは？」

　運営陣の何人かが作業の手を動かしながらも画面の方に視線を向ける。




　しばらく戦闘が続く内に、プレイヤー側にのみ疲労の色が見え始め、次第に状況は悪くなっていく。

　ドッペルゲンガーの攻撃が防御をすり抜け始め、最後はそのままドッペルゲンガーの強烈な振り下ろしがプレイヤーを切り裂いて、プレイヤーの姿は光となって消えていった。




「よしよしいけるじゃないか！　そもそもプレイヤーより数段強くなるようにコピーしているんだからな！　簡単に勝つメイプルとサリーが強いんだよ……」

「どっちも耐久戦やってたしな……メイプルはともかくサリーは疲れ知らず過ぎる。動き回ってるのになあ」

「メイプルを疲れさせるためにはまず動かさないと駄目なんだよな。メイプルはまともに動かなくても強いのがなあ……」

「しばらくしたらテイムモンスターも強くなるしな。もうどうするよ？」

「まあ……考えるわ」

　一般的なプレイヤーの死によって『普通』とメイプル達の差を再確認した面々は作業に戻っていく。




「何か異常があったら……あとはメイプル関連の報告は頼む」




「分かりました」




　もちろん、メイプル達のダンジョン攻略の確認は止めることはなかった。











七章　防御特化と砂漠探索。









　森は今までのものと比べて規模の小さいものだった。




「お、もう抜けた！」

「おー……砂漠だ」

　二人の目の前に広がっているのは広大な砂漠だった。

　ところどころにサボテンが見えるくらいで一面砂である。

　プレイヤーの姿は見えない。




「行ってみようか」

「そうだね」

　二人は砂漠へと足を踏み入れる。




「喉のどが渇いたりしないのは助かるね」

「確かに、それだったら探索出来ないもんね」

　脱水症状はこのゲームに存在しない。

　砂漠だからといって気温でダメージを受けたりもしない。

　砂に足を取られるため、探索は快適とは言えないが二人は砂丘を乗り越えて着実に先へ進んでいく。




「なーんにもないね」

「見たところね」

　大きな砂丘が多いため、砂丘を乗り越えた先には何かがあるかもしれないと二人は歩みを進める。




「取り敢えず進んでいこう」

「そうだね」

　朧おぼろとシロップは出していない。

　まず、シロップは一度は出してみたものの砂丘をまともに登れなかったのだ。

　途中で崩れる砂に押し流されてしまったためである。

　朧は体毛が砂まみれになっていたのを見てサリーが指輪に戻した。

　サリー曰いわく、申し訳ない気分になったとのことだ。

　そして十数回砂丘を乗り越えた時に二人は、ついに遠くにオアシスを見つけた。




「やっと見つけた！」

「早速行こう！」

　砂ばかりの景色の中にその緑は鮮やかに輝いて見えた。

　二人は足取り軽くオアシスへと向かう。




「どう？　ダンジョンに繫つながってそう？」

「手分けして隅々まで見てみよう。そんなに大きくないからすぐに終わるし」

　二人は隅から隅まで見て回ったがこのオアシスには何もないことが分かっただけだった。




「むー……何もないね」

「残念だけどそうみたい」

「ちょっと休憩してから行く？」

「そうしようか。私も結構疲れたかも」

　サリーがぐっと伸びをする。

　サリーもメイプルもこの日は既に長時間の戦闘をしているのだ。

　疲れるのも無理は無いことである。

　メイプルは寝転がってぐったりと周りを眺める。

「んー……ん？　サリー！　誰か来るよ！」

　メイプルが起き上がり大盾を構える。

　サリーもその声に反応してダガーを構えて、こっちに向かってくるプレイヤーを見つめる。




「おっと……先客か。それも、メイプルとは……私も運が悪い」

　やってきたのは和服を着た女性。

　上半身は桜色の着物。

　それに紫の袴はかま。

　そして刀を一本装備しているのがぱっと見て分かる特徴だろう。




「あの人前回イベント六位の人だよ」

「えっ!?　本当」

「結構調べてあるから、それくらいなら知ってるよ」

「ああ、話しているところ悪いが……出来れば見逃していただきたい」

　この女性に戦闘の意思はないことが二人には感じられた。

　ただ、それは言葉の上での話である。本心かどうかは分からない。




「…………本当ですか？」

　サリーが女性をじっと見つめる。

「まあメダルは欲しいといえば欲しいがな。もしやるならその時は……仕方ない。どちらか一人は道連れにしてみせようじゃないか」

　女性はどちらかと言ったが、その意識はサリーに向けられていた。

　メイプルはいつでも攻撃や防御に転じることが出来るように身構えている。

「それなら残った一人がメダルを総取り出来る私達の方が有利だね」

　サリーが呟つぶやく。女性と同じように、二人もメダルを必要としているのだ。

「…………まあ」

「やっちゃう？」

「どうするのサリー？　私は別に……戦うなら頑張るけど」

　二人が揃そろって女性を見る。

「【超加速】！」

　女性は全力で逃げ出した。

　もうそれは目にも留まらぬ速さで逃げていったのだ。

「【超加速】！」

　サリーは全力で追いかけた。

　もうそれは目にも留まらぬ速さで追いかけていったのだ。

　サリーの中のチャンスをつかもうとする部分が女性を追うことを決断させたのである。

「ま、待ってよ～！」

　メイプルは全力で二人を追いかけた。

　もうそれは亀の如き遅さで追いかけていったのだ。




　逃げるものは追いたくなるもので、サリーは流れに身を任せるように戦闘態勢へと移行していく。




「な、何で【超加速】持ってるんだ！」

「私のこと舐なめてました？」

　二人の超加速が切れる。大きな砂丘に囲まれた谷間だ。逃げ場など無い。

　女性も仕方ないと刀を抜く。

　実際、メイプルが相手でないなら勝てると考えていた。

　なにせ六位なのだから。




「【一ノ太刀・陽炎】」

　女性の姿が揺らいで消える。




　そして、次の瞬間には目の前に現れているのだ。

　横よこ薙なぎに振るわれた刀がサリーの胴体を深く切り裂く。

「えっ……!?」

　女性が驚く。

　サリーだったものは目の前で空気に溶けて消えていってしまったのだ。

「皆、最初はそういう反応をするんですよ」

　女性の体から赤いエフェクトが散る。

　サリーは攻撃力が低めなため大したダメージにこそならないが、すれ違うようにして腹部を切り裂いていったのだ。

　そしてサリーは再び距離をとる。

「メイプルが来るまでに倒せないと、まずいですね」

　サリーが女性に語りかける。

「くっ……【一ノ太刀・陽炎】！」

　女性が再びサリーに急接近する。

　そして、その刀を同様に振り抜く。

「それは、さっき見ました」

　異様な光景だった。

　至近距離で振り抜かれた刀はサリーがしゃがみ込みながら突進したことによって空を切った。

　サリーはそのまま女性の左側を低い姿勢で駆け抜ける。

「くっ……」

　女性の足から赤いエフェクトが散る。
















「まさか、あなたがここまで強いとは思わなかったな……メイプルといるだけはある、か」

「それはどうも」

　二人が振り返って向き合う。

　サリーは自分からは仕掛けない。

　相手の攻撃を躱かわしながら体勢が崩れたところを狙うためだ。

　反撃を受ければ一発で終わりなのだ。

　もっとも、相手はそんなことは知らないのだが。




「……死ぬわけにもいかないからな」

　ポツリとそう言った女性の雰囲気と見た目が変わっていく。

　綺き麗れいな黒髪は雪のような白に変わり、その黒い瞳ひとみは緋ひ色いろに染まっていく。

　女性の周りには着物と同じ桜色のエフェクトが輝きはじめた。




「…………」

　サリーも無駄口を止めて集中力を極限まで高める。

　これがサリーの最高の切り札。

　他の誰にも真似出来ない絶対的な力。




「【終ワリノ太刀・朧おぼろ月づき】」

　太刀筋の見えない連撃がサリーに襲いかかる。

　あまりの速度に刀身が揺らぎ、消えてしまっているかのようだった。

　視覚でその太刀筋を捉とらえることは不可能だろう。




「っ……！」

　小さくそう呟いたのは和服の女性の方だった。

　見えない連撃はサリーを捉えられないでいたのだ。

　連撃スキルを発動すればスキルが終わるまではある程度決まった動作しか出来ないのだ。

　当たれ、当たれと願いながら刀を振り抜く。




　サリーはこの連撃を躱す。

　足の動きを。

　目線の向きを。

　腕の動きを。

　肩の動きを。

　刀の風切り音を。

　全ての情報を刀の軌道予測のために使って紙一重で避けていく。




　相手からすれば不気味で仕方ないだろう。目の前で最小限の動きで自分の攻撃が躱されているのだ。

　そう、まるでそれは。

　刀がサリーを避けているように見えるほどだった。




　その一撃一撃が必殺の威力を持つ十二連撃が終わる。

　女性はサリーを見るとにっこりと笑ってそのまま背中から倒れた。




「私の負けだ。一思いにやってくれ」

　髪と目の色も元に戻っている。

　オーラも消えていた。

「こっちも結構、やばかったです」

「次は、当ててみせるさ」

　サリーがダガーを振り下ろそうと構えたその時。




「あああああああっ!?　ちょっ、止まらないぃぃぃぃいいぃ!!」

　叫び声に二人が反射的にその方向を見ると、そこには砂を巻き上げて砂丘の斜面をゴロンゴロンと転がってくる黒い塊があった。

「えっ、ちょっ！　メイプル!?　まっ、待って！」

　そう、その塊はメイプルだった。

　大盾を外しているところが唯一褒めることの出来る点だ。

　そして、待ってと言われても既に止まれる状態ではなかった。




　メイプルが二人の元に飛び込んでくる。

　派手に砂を巻き上げて倒れ込む。

　流石に三人とも、この状況に対応するのに少し時間がかかった。




　そして、その一瞬の空白を突くように起こった足下の変化に対応出来なかった。




「わっ!?」

「くっ、逃げられない！」

「え？　え？」




　三者三様の反応を示しつつ、三人は凄すさまじい速度で流砂に飲み込まれていった。




　空中でバランスをとって地面に降り立ったのは二人。

　一人はガシャンと音を立てて地面に叩たたきつけられていた。

　もちろんメイプルである。

　幸いそれほど高くはなかったようでダメージはゼロだ。

「ど、どういうこと？」

「人数で反応するダンジョン……かなぁ。メイプルが落ちてきて急に反応したし」

　どうしようかと頭を搔かこうとしたサリーを見て全員がそれに気付いた。




　三人の腕が黒い鎖で繫つながれていたのだ。




「「「え？」」」




　サリーの右手は和服の女性に。

　サリーの左手はメイプルに。

　自由なのは女性の右手とメイプルの左手だけだ。

　鎖の長さは一メートルと少し、普段通りの動きは出来ないだろう。




　三人が状況を把握するのにはもう少しの時間が必要だった。





◆□◆□◆□◆□◆






「んー……外れそうにない」

　サリーが鎖をガシャガシャと引っ張ってみるものの千切れそうになかった。

「私の手元にボタンがあるぞ？」

「私のところにもある」

「私のにもある……焦ってて気付かなかった」

　三人で話し合った結果サリーのところのボタンから押すことに決めた。

　ボタンを押すとステータスの画面に似た青いプレートが宙に浮かぶ。






『束縛の鎖』




　対象三人を繫ぐ呪われた鎖。

　繫がれている三人は運命共同体となり、誰か一人の死亡が全員の死に繫がる。



【破壊不能】






「うわっ……きっつ」

　現状一番危険なのはサリーだ。まともに回避が出来る状況ではない上、ＨＰも低いのだ。

　他のボタンも押してみるが同じものが表示されるだけだった。




「私がきっちり守ってあげる」

　メイプルが大盾を構えて言う。

「うん。頼りにしてるよ」

　二人が頷うなずきあう。

　その信頼が目に見えるようだ。

「私が凄すごく場違いだな。うん」

「……一時休戦で」

「ああ、そうしよう。私としてはもう戦いたくもないが……」

　和服の女性が一呼吸置いて自己紹介をする。

　女性の名前はカスミ。

　見ての通り刀を使っての戦闘が得意だ。

　ギリギリの戦闘で敵以外に注意を払っているのが無駄だから、もういっそ敬語はいいとのことだ。

「じゃあ……取り敢えず探索する？」

「そうしよう！」

「ああ、それがいい。ここにいても何も始まらないしな。それに、ダンジョンを攻略すれば鎖も外せるかもしれない」

　三人は目の前にある砂岩で出来た階段を下っていくことにした。

「ボス次第では詰んでるかも」

「範囲攻撃持ちでないことを祈ろう」

　カスミとサリーが警戒しつつ階段を下りていく。メイプルはキョロキョロと周りを見回していた。

「じめじめしてきてない？」

「え？　あー……そうかも」

「壁も洞どう窟くつの壁になっているな。さっきまでは綺麗に整えられていたが……でこぼこだ」

　階段を下りきった先にあったのは広い空間だった。

　鍾しよう乳にゆう洞どうのような見た目の岩石が天井を覆い、そこから垂れてくる水滴が水たまりに落ちて音を響かせている。

　青みがかった岩石で出来た地面と壁はぬるぬるとしていて気持ちのいいものではなかった。

　地面までぬるぬるとしているため歩きにくいのもあり、探索は難航しそうに思える。

「見たところモンスターはいないか？」

「そう、だね。いなそうかな？」

　だだっ広い空間には水の滴る音以外に何の音も聞こえない。

「進もう。ゴールがどこかは分からないけど……複雑そう」

　現在いる空間からは何本も分かれ道が伸びている。

　そのどれもが高い天井だ。今の空間と同様の高さがあり十メートル程だろうか。

「上からの奇襲に警戒だね」

「私もそう思う。その可能性が高いだろうな」

「じゃあ、私はかばう準備をしておくねっ」

　分かれ道のうち一つを選んで奥へと進んでいく。しばらく進んだ所で三人は再び広い空間に出た。

「ここも……何もいない」

「警戒させるだけか？　流石に遭遇率が低すぎる。ゼロっていうのはな……」

「探索系ダンジョンで、ボスしかいないかわりに時間がかかるとか？」

　メイプルが考えたことを言ってみると二人は確かにその可能性もあると頷く。

「分かれ道も多いし……確かに時間はかかりそう」

　三人は再び歩き出す。

　右へ左へ、上へ下へと歩き回るが、一向にボス部屋は見つからない。

　そして、モンスターとも一度も遭遇していない。

「あー……行き止まりだ……」

「ふぅ……引き返すか」

「…………ん？　待って二人とも！」

　メイプルが二人を引き止める。

　指差しているのは行き止まりの壁のすぐ手前にある小さな水たまりだ。

　そこからはポコポコと泡が発生していた。注意して見ていなければ見逃してしまいそうなものだが、変化の無いこの洞窟内での僅わずかな違いをメイプルは感じ取ることができたのだ。

　それは偶然ではあるが大手柄だった。




　三人が近寄って見てみるとそこにはメダルが一枚、銀色の輝きを放って沈んでいた。

　メイプルがそれを拾い上げると泡も止まる。発見させるための仕掛けだったのだろう。




「うわ……全然気付かなかった」

「私もだ」

　カスミはメイプルが見つけたのだからメイプルのものだし、此処ここからもそういうスタンスでいこうと言う。

　つまり、発見した者がそのアイテムを手に入れるという訳だ。

「これで、このダンジョンにボスがいない可能性も出てきたわけだな」

「確かに、可能性は高くなったね」

「どういうこと？」

「だって、ボスがいるならそこにメダルを纏まとめて配置するでしょ？　今までもそうだったし」

「そっか、確かにそうだね」

　そのため、ここでメダルを見つけたことは、そのままこのダンジョンが探索メインであることを意味するのではないかという訳である。

「これからは地面や壁もじっくり見ないと駄目か……ふぅ……しんどいなぁ」

「私も頑張って探すとしよう。何か一つくらいは持ち帰りたいからな」

　今度こそ三人が行き止まりから引き返していく。

　この洞窟は行き止まりが中々に多く、その上景色も変わらないため迷いやすく、思ったように探索が進まない。

「戦闘だけでぱぱっと終わるダンジョンの方が得意かなぁ」

「私は特にそう！」

「ああ、私も戦闘の方が得意だな」

　話しながら歩くうちに三人は再び大広間に出る。

　まるで蟻の巣のような構造になっているが、肝心の蟻は見つかっていない。




「あっ！　何か光ってるよ！」

「お宝かな？」

「かもしれないな」

　三人は広間の真ん中へと向かっていく。

　そこにはまるで天の川のようにキラキラと輝く地面があった。今までの岩石とは訳が違う。三人は部屋を真っ二つに分断するように長く伸びるそれをしゃがみ込んで観察する。

「綺き麗れいだけど……宝石ではないね。砂金とかに近いかも」

「ああ、確かに。だが、取れそうにないな」

　カスミが刀で弄ってみるものの、破壊不能なものを攻撃した時と同様のパキンという音が鳴って弾かれてしまう。

　幅も広いこのキラキラとした地面を採取することが出来れば三人分の素材は確実に取れるだろう。

　凄い量だからだ。

「うーん……時間帯によって取れるようになるとか？　竹林の時みたいに」

「その可能性は高いね」

「竹林？」

　カスミは竹林のことを知らないためメイプルが説明した。

「夜中限定か……私は夜は出歩かなかったから気付かなかったな」

「今何時？」

「ちょっと待って……五時半。洞窟を出られたとしても夜になってるかな」

「となると、ここで一晩過ごさなきゃ駄目そうだね」

「中々ハードだな」

　現状脱出手段を見つけていないためどうしようもない。

　三人は広間を抜けて再び探索に出た。

　しばらく壁や床に注意して歩いてみたものの、あのメダル以降はまだ何も見つかっていない。




「ん？」

「どうかしたの？　サリー」

「何か見つけたか？」

「いや、今、小さな地震があったような気が……」

「そう？　私は気付かなかったけど」

「私もだ。本当か？」

「うーん……私が疲れてるだけかも。今日は偽メイプルとも戦ったし」

「偽メイプル？　何だそれは？」

「ああ、それはねー」

　メイプルがドッペルゲンガーのボスについて話す。

　カスミはそれを興味深そうに、楽しそうに聞いていた。

「それはまた……ハードなボス戦だな。私は探索ばかりしていたからなぁ」

「じゃあ、その探索の話が聞いてみたいなー！」

「ははは、いいぞ。そうだな……何から話すか……」

　図らずも、鎖で繫つながれたことが三人の絆きずなを深めることとなった。

　サリーも既にカスミを倒すのは止めようと思う程に仲良くなっていたのである。




　もう時間は六時を過ぎた。

　五日目もすぐそこである。











閑話　防御特化と運営３。









「メイプルに動きがありました！　地底ダンジョンに落ちたみたいです！」

　静かな部屋に声が上がる。

　近くにいた者が何人か確認のためにモニターの方へと近づいていく。

「確かあそこは三人でないと入れないよな」

「そうだな。誰が巻き込まれた？　鎖で繫がれるはずだ」

　それがメイプル達より遥はるかに弱いプレイヤーなら、メイプル達の行動を縛り上げることは間違いなかった。

　気になるのも当然である。

「待ってください。データを出します」

　そう言ってからしばらくして、カスミのデータが表示される。

「あー駄目だ！　駄目駄目！　巻き込んでも枷かせにならない奴だ」

「むしろこれメイプルが邪魔になる可能性まであるな……【ＡＧＩ】の差がすごいことになる。どう考えても歩きにくいだろ」

　そこまで話したところで駄目だと言っていた男性がふと何か思いついたように黙り込む。

「いや、もしかしたらもしかするな」

「……ですね」

「メイプルと相性がいいダンジョンではある……と思うが、本当に？」

「強者三人だからな……全員生還もありうるが。この組み合わせなら一人落とすことができるかもしれないぞ」

　運営陣としてはダンジョンがきっちりとプレイヤーを追い詰めることができたなら、作ったかいがあるというものだ。

　ましてやそれが強いプレイヤーなら、ダンジョンの相性で倒せた際の喜びも大きい。




「まあ、こっちから手出しもできないしな。上手くやってくれることを祈ろう」

「モンスター達……！　頑張ってくれよ」

　こうして、運営陣は自分達の作ったモンスターに祈りを捧ささげるのであった。











八章　防御特化と遭遇。









「今日はこの洞どう窟くつから出られそうにないかな……」

「なら、寝床を探さないとな」

　探索の目的に安全な寝床を追加して、三人は通路を右へ左へと進む。




「たまたま出口が見つかったらいいんだけどなぁ……」

「私もそれが一番かな……今日は疲れた」

　メイプルとサリーには疲労が溜たまっていた。今すぐにでも探索を止めて眠りたいくらいだった。

　そして、何度目か分からない広間が通路の先に見えてきたその時。




「じ、地震か!?」

「今回は私も分かるよ！」

　体感できる程には地面が揺れている。

　そして、目の前の広間からはグチョグチョと気持ちの悪い音が聞こえ出した。

　三人が戦う準備をしつつ広間を見る。

　三人がいるのとは別の通路から、それは姿を現した。

　天井の高さから推測するに、高さおよそ五メートル、体長およそ七メートル。

　巨大なカタツムリがズルズルと広間を横切っている。

　幸い三人には気がつかなかったようで、別の通路へと消えていった。

「…………やばい。あれは、やばい」

「ＨＰバーがなかった……」

「ど、どうやばいの？」

　メイプルが深刻そうな顔をする二人に恐る恐る聞く。

「ＨＰバーがないってことは……倒せないってことだ」

「鉢合わせないように安全地帯を探さないと……アウト」

　三人の体は鎖によって繫がれてしまっている。

　誰かが囮おとりになることも出来ない。

「取り敢えずここから離れよう。あいつが戻ってくる前にな」

「うん、そうしよう」

「じゃあ、あっちの通路かな？」

　三人は広間に入るとカタツムリが出てきた方とも、消えていった方とも違う通路へと急いで向かった。




「そうか……そのためにこのダンジョンはこの形なんだ」

　サリーが呟つぶやく。

　このダンジョンは蟻の巣のように伸びる通路と多くの行き止まり。

　そして全ての場所で天井が高く、余計な障害物が一切無い。

　そして、プレイヤー達はその体を鎖で繫がれている。

　つまりカタツムリが動きやすくプレイヤーが逃げにくい構造になっていたのだ。




「もしかしたらこのダンジョンも時間によって難易度が違うのかもしれないな」

　カスミの言う通りだった。

　このダンジョンは午後六時を境にカタツムリの蠢うごめく魔境に変わるのだ。

　それが終わる時間も確かに存在するが、その時間を三人が知ることはできない。

　そして、時間が経つにつれてダンジョン内の地響きが大きくなっていく。

「い、一匹じゃないのかな？」

「…………かもね」

　サリーが耳を澄ませて少しでも音の方向を探ろうとする。

　近場からグチョグチョという音は聞こえてこないため、サリーは近くにはいないと判断する。

　しかしそれでも、常に警戒しておかなければならないのは確かである。

　そのことがサリーの神経をさらにすり減らしていく。

　そうして幾つかの分かれ道を進んだ時に遂にそれは起こってしまった。




「……っ！」

　曲がり角を曲がった瞬間。

　そこにいたのはカタツムリ。

「走れ！　引き返すぞ！」

　カスミとサリーが走り出すが、メイプルがついてこられない。

「やっ……ば！」

　サリーがメイプルを助け起こすよりも早くカタツムリが迫ってくる。

　カタツムリはその体を揺らしてビチャビチャと粘性のある液体を飛ばしてくる。

「くっ！」

　大盾が液体を飲み込んだため、メイプルはすんでの所で液体を躱かわすことが出来た。




「サリー走るぞ！　【超加速】だ！」

「っ！　了解！」

　どうしても逃げきれそうにない場合にと相談していた最終手段。

「「【超加速】！」」

　二人の体が加速する。

　メイプルの体が引きずられる。

　並のプレイヤーならこれでダメージを受けて死んでしまう。

　そうなれば全滅だ。




　しかし、メイプルは違う。

　メイプルならばノーダメージで生き残ることができる。

　といってもメイプルにとって心地いいものではないことは確かである。

　それ故に最終手段なのだ。




　引きずられて、メイプルの鎧よろいがガシャンガシャンと音を立てた。

　メイプルは大盾は咄とつ嗟さにしまったものの鎧には操作が間に合わなかった。

「後ろどう!?」

「大丈夫！　追いつけてないよ！」

　三人は何とか逃げきることができた。

　しかし当分【超加速】は使えない。再使用できないうちに遭遇した時には死を覚悟しなければならないだろう。

　そんな中、休む暇なくあのグチョグチョという音が聞こえ始める。

「……くっ……別の方からも来てる！」

「こっちだ！」

　分かれ道を右へ左へと駆ける。

　メイプルは装備を外してサリーが背負っている。

　いつものスタイルだ。

「やっぱり！　あのカタツムリ、音に反応してる！」

　メイプルの鎧の音がしなくなって少しすると、近くから聞こえていたグチョグチョという音も遠ざかっていった。

「どうだ？　いるか？」

「……近くにはいないかな？」

「はぁ……逃げ切れた……」

　三人が壁にもたれかかる。

　そこは通路の途中で安全とはとても言えないが、行き止まりに居座るよりはずっとマシだった。




「どうにか……出口を見つけないとな」

「うん、そうだね……」

　相談するまでもなく方針は決まった。

　長居するほど危険だ。

　そのため急いで出口を探すことにしたのだ。




「このダンジョンにボス部屋はなさそうだし……メダルや装備は見つけたら回収くらいの気持ちで……」

「ああ、そうしよう。あのカタツムリがいるんだ……このダンジョンのコンセプトは探索なんだろうな」

「つまり……このダンジョン全体がボス部屋みたいな感じ？」

「まぁ、そんな感じ」

　話を切り上げてサリーが出発の準備をする。

「見つかる前に行こう。入り口が上だったから……出口は下じゃないかな？」

「かもしれないね。絶対じゃないけど……」

「なら、下って行こう。上に行くよりマシなはずだ」

　通路の中には緩やかな下り坂になっているものもある。見つけ次第その道を進んでいこうという訳だ。

　三人は下へ下へと向かう。

　途中で何度かカタツムリの姿を遠目に確認することができた。

　それを見てサリーは一つ確信する。




　あのカタツムリ達がメイプルよりも速いということである。




　つまり、普通に走っていては逃げられない。

　曲がり角で鉢合わせた場合、サリーがメイプルを背負うまでにはタイムラグがある。

　その一瞬のうちにあの粘液をかけられればその場に捉とらえられてしまうだろう。

　かといってメイプルが大盾をつけていてはサリーが背負うことはできない。

　至近距離まで近づかれることは何としても避けたいところだった。




「ふぅ……集中しないと……」

　疲れた体に鞭むち打うってサリーは集中力を高める。

　サリーの索敵が三人の生命線なのだ。

　慎重に慎重に音を立てないように進むうちに洞窟の見た目が変わり始めた。




「綺き麗れい……」

「ああ……確かに」

「ちょっとは癒されたかも……」

　洞窟の壁に紫の水晶が輝いている。

　あちこちにあるそれは採取は出来なかったものの、その幻想的な光に三人の疲れた心は多少なりとも癒された。

　さらに。




「天井が……低くなった？」

　サリーの言うように天井は所々低くなっていた。カタツムリが通るにはギリギリの高さの所もある。

「でも……地響きは大きくなってるね」

「数が増えた代わりに地形が少しだけこっちに有利になったんだろう」

　三人は進む。

　出来れば今日の内に脱出してしまいたいというのが三人の願いだった。

　あのグチョグチョという音が聞こえてこないことを祈りつつ、挟み討ちも警戒しながらの探索が始まった。





◆□◆□◆□◆□◆






「さてと……安全地帯があるかどうか……」

　サリーが呟く。

　サリーは自分の集中力が切れ始めているのを実感していた。

　そろそろ致命的なミスが起こってもおかしくない。

　そして、索敵を一手に受け持つサリーがミスすることはそのまま全員の死につながりかねない。

「頑張らないと……」

　頰をペチペチと叩たたいて気合いを入れ直すと耳を澄ませる。

「左の道からは微かに音が聞こえる。右は大丈夫」

　二人も耳を澄ませてみるも地響きに邪魔されてよく聞こえない。

　代わりを務めることは出来そうになかった。

「急ごう、右にも現れたらまずい」

「ああ、分かった」

「うん、行こう！」

　三人が早足で右の通路を進む。

　そこにカタツムリの姿は無く、奥へと向かうことが出来た。




　もしも三人が左に進んでいればの話だが、その時はカタツムリに見つかっていた。

　サリーの索敵はギリギリのところでその効力を失わずにいたのだ。




　三人はしばらく進んだところで突き当たりにぶつかってしまった。

　しかし、悪いことばかりではなかったようである。




「何かあるぞ！」

　カスミが指差す先には一際大きな紫水晶があった。

　そしてその中に閉じ込められるようにして入っていたのは古びた鍵かぎと桜を模したイヤリングだった。

　三人が近寄って見てみると、その紫水晶にはＨＰバーがあった。

　つまりは破壊可能ということだろう。




「鍵は必要そうだし……持って行かないと駄目かな……」

「うん、私もそう思う」

「なら……私がやろう」

　カスミが刀を抜いて構える。

「【四ノ太刀・旋風】！」

　斬り上げ、斬り下ろしがそれぞれ二回。

　高速の四連撃が水晶に吸い込まれる。

　水晶はその連撃に耐え切ることが出来ずに、ガラスの割れるようなパリンという音と共に砕け散った。

　カスミは地面に落ちた鍵とイヤリングを拾い上げるとそれを確認する。




「鍵には……説明文が無い。イヤリングは唯の装備だな。特に脱出に関係しそうではないぞ」

　そう言って二人にも確認させる。

「うん、確かにそうだね」

「鍵は……どこで使うのかな？」

「さあ……？　取り敢えずこのイヤリングはカスミの物で」

　サリーがイヤリングをカスミに手渡す。

　その後、少し話し合うと鍵もカスミに渡すことにした。

「それじゃあ……探索に戻ろう」

　ここは行き止まりなので逃げ場がない。

　三人は急いで引き返すことにした。




　そうして、引き返した三人がしばらく探索して見つけたのは天井付近にある横穴だ。

　通路の中程にあるそれは今までに見たことのないものだった。

　三人がその中に何かあると思ったのも自然なことだ。

「あれ、入れるかな？」

「うーん……【跳躍】では届かないと思う……」

　高さ十メートルの位置にある横穴に入るには【跳躍】では足りない。

　三人が思案していたその時。




「…………待って、静かに！　……来てる！」

　サリーの耳はあのグチョグチョという音を確かに聞き取った。




　それも、両側から。




「挟み討ちは警戒してたのに！」

　今まで一度も挟み討ちになることなく、そもそも遭遇すら少なくやってこられたのはサリーが全力で位置を読んでいたからである。

　地響きの方向、大きさから距離と位置をおおよそ把握することで最適なルートを選んできていたのだ。

　それがここにきて初めて崩れた。

　カタツムリ一匹分の動きを読み違えたのである。




「あの横穴に入るしか……！」

「サリー、【跳躍】だ！　後は私が何とかする！」

　カスミが何をするつもりなのか聞いている時間は既に無かった。

　両側からカタツムリが姿を現したのだ。




「【跳躍】！」

　サリーがもしかすると届くかもしれないと、僅わずかな希望に縋すがってみるものの、二人分の重量もプラスされたこの状況ではやはり足りなかった。




「【三ノ太刀・孤月】！」

　カスミの体が空中で加速する。

　システムにサポートされてカスミの体が撃ち出されるように上に跳ね上がる。

　もちろん二人も引っ張られる。




　カスミの体は空中で一回転して斬撃のエフェクトを残しながら前方向に進みつつ落ちていく。

　それはちょうど横穴の入り口に向かっていた。

　三人は転がり込むように横穴に突っ込んだ。サリーはすぐに下にいるカタツムリを確認する。

　カタツムリはベチャベチャと粘液を振ふり撒まいていたものの上までは届いていなかった。




「上がってくる手段は無さそう……かな」

　サリーは一安心というふうに座り込んで水晶の壁に背中を預ける。

「はは……上手くいってよかった……」

「ありがとうカスミ。私の【跳躍】だけじゃ届かなかった」

「うん！　凄すごかったよ！」

「孤月は外した時の硬直が長くてな……届かなければ動けずにカタツムリにやられていただろう……私としても賭かけだったんだ」

　一か八かの賭けは見事に成功した。

　お陰で三人は久しぶりの休息を取ることが出来る。

　この横穴はカタツムリが入れる大きさではないのだ。




「休むのもいいけど……先に奥をチラッと見ておかない？　他のモンスターがいないとも限らないし……」

「…………そうだな。それがいいかもしれない。ここのモンスターはカタツムリだけだと思い込んでしまっていた」

「うん、私もそれがいいと思うな」

　三人の意見が一致する。

　三人は立ち上がると横穴の奥へと向かった。

　横穴は円形の広間に繫つながっていた。

　地面までの距離五メートル程の場所で、その部屋には六つの通路がある。

　遠目に見てもカタツムリも通ることが出来る高さだと分かる。

　そして、三人のいる横穴のちょうど正面の壁には一つの扉があった。

　高さは二メートル程。

　今までのボス部屋のような巨大な扉ではなかった。




「あれが出口なのかな？」

「ちょっと待ってろ。【遠見】！　…………鍵かぎ穴あながある。恐らくさっきの鍵を使うのだろうな。間違いなく何かはあると思うぞ」

「なら……行ってみる？　カタツムリの音はどの通路からもしないし」

「本当？」

「間違いないのか？」

　二人にそう言われてサリーは再び耳を澄ませる。

　どの通路からも音は聞こえない。

　数分間耳を澄ませてみたものの結局カタツムリの音が聞こえることは無かった。

「大丈夫。何の音も聞こえないよ」

「なら……行くか」

「うん、そうしよう」

　三人は地面に降り立った。




　メイプルとカスミはサリーの索敵能力を信頼していた。

　サリーは自分の能力に絶対の自信があった。

　そしてその能力から導き出された答えに間違いなどなかった。

　どの通路にもカタツムリはいなかった、いやそれどころかモンスター一匹いなかったのである。




　だが、結論を先に述べるとするならば、やはり三人はあの横穴で休息を取っておくべきだったのだ。

　三人の気付かないうちにその思考能力は確かに低下していたのだから。




　不思議なことに、降り立った後でその環境が変化するかもしれないということに三人共全く気付かなかったのである。




　三人が地面に降りると水晶が急成長して横穴を塞ふさぐ。

　そして全ての通路から、あの嫌な音が聞こえ始めた。

　三人には聞き覚えのある、あのグチョグチョという気味の悪い音である。




「ま、まずいよ！」

「どうする!?」

「駆け抜けよう！　それしかない！」

　メイプルは今はフル装備だ。

　しかし、装備を外して抱えている暇などない。既に通路からはカタツムリ達が這はい出てきているのだ。

　扉までの距離は二十五メートル。

　普段なら大したことのない距離が、三人には酷く遠いように感じられた。





◆□◆□◆□◆□◆






「「【超加速】！」」

　サリーとカスミの体がぐんっと加速してメイプルを引きずりながら扉に近づく。カタツムリは左右からそれぞれ三匹現れていて、斜め前には二匹のカタツムリの姿が見えている。

　その二匹が三人が扉へ向かうことを許すはずもなく、粘液がばら撒かれてその進路を妨害する。

「くっ……左に！」

「ああ！」

　サリーとカスミが咄とつ嗟さに問題ない地面の方へと方向転換する。

　メイプルは引きずられていてそんなことは出来ないため体に付きそうな粘液を【悪食】で処理することで難を逃れる。

　カタツムリの速度はメイプルよりは速いがサリーとカスミには遠く及ばない。

　粘液さえ躱かわすことが出来れば扉へたどり着くのは容易だった。




「よしっ！　カスミ！」

「ああ！　任せろ！」

　カスミはインベントリから素早く鍵かぎを取り出すと鍵穴に差しこもうとした。




　その時。




「うわっ！」

　びちゃっという音と共にカタツムリから何かが伸びてきた。

　触手と言うのが適当だろうそれは手元の鍵だけを掠かすめ取っていく。

　触手はそのカタツムリの頭の上にピトッと鍵を置くとカタツムリの体の中に引っ込んでいった。




「と、取り返さないと！」

「【跳躍】じゃ届かない……！」

　サリーだけならば可能な高さだが、メイプルとカスミを連れてとなると不可能な高さだ。

「ここに留まっている訳にもいかない！　来るぞ！」

　カタツムリがジリジリと近寄ってきているのだ。留まっていては粘液にやられてしまう。それに、あの触手がまた伸びて来ないとも限らない。

「カスミ！　【孤月】はどう!?」

「隙が無ければ無理だ！　硬直している間にやられる！」

　こうしているうちにも地面はどんどんと粘液に覆われていく。

　三人に残された時間はあまりない。




「……サリー！　横穴の方に真っ直ぐ突っ切って！」

　声を上げたのはメイプルだった。サリーがメイプルの方を見ると、その目には確かな自信が宿っていた。




「……分かった、やってみる！」

　サリーがカスミと共にダッシュする。

　横穴の方に戻るにはどうしてもカタツムリの間を抜けていかなければならない。

　既にカタツムリ達は三人を取り囲んでいるのだ。

「ここは任せろ！　【六ノ太刀・焰ほむら】！」

　燃え盛る刀身が振り下ろされて炎がカタツムリの間を割いていく。

　ダメージこそ無いものの、威嚇は一瞬だけ通用することが道中で分かったことだった。ほんの一瞬だが、この状況ならば十分過ぎる時間だった。

　三人が駆け抜けた後をカタツムリ達が追ってくる。

「やっぱり！　動きが単調だよ！」

　メイプルの言う通りだった。

　カタツムリ達は概ね三人の通ったルートに沿って追ってきている。

　メイプルがこの後何をしたいのか、言わずとも二人には理解できた。




「【毒竜ヒドラ】！」

「【跳躍】！」

「【三ノ太刀・孤月】！」

　三人のスキルがそれぞれの役割を果たしていく。

　メイプルがカタツムリを怯ひるませ、その隙にカスミとサリーによってカタツムリの殻の部分まで到達する。

　メイプルのスキルはカスミの硬直時間が過ぎるまでの助けになった。




「ここなら、粘液も無い！　……それに」

　サリーが前を見るとそこには同じ動きで近づいてきたカタツムリ達がいる。

　そのうちの一匹の頭には鍵がある。

　一直線に走ったことで追ってきたカタツムリと扉がほぼ直線上にあった。

　幸運なことに鍵を持ったカタツムリは遅れてきたようで体が少し斜めになっていたのだ。

「今なら殻に邪魔されずに鍵だけを取っていけるよ！」

「【跳躍】！」

　殻の方が頭の位置よりも高いため、飛び降りるようにして鍵だけを掠め取ることが出来た。

「よっし！」

「急げ！」

　しかし、着地した地面の状態が悪過ぎるためにどうしてもロスが生まれる。

　扉にはたどり着けたもののカタツムリの触手が伸びてくる時間と粘液を撒まく時間を与えてしまった。

　それでも。




「【カバー】！」

　メイプルの大盾がそれらを防ぐ。

　防御を受け持つメイプルはたったの一撃すら後ろへと攻撃を通さない。

「二回もやられたりしないよ！」




「よし！　開いた！」

　サリーが扉を開けると転がり込むように部屋に入る。

　この部屋に入った直後に扉は消えて無くなってしまったので先程のカタツムリに襲われる可能性は無くなった。

　そして、それと同時に三人を繫つないでいた鎖がボロボロと崩れて消えていった。

　それはこのダンジョンをクリアしたことを意味していた。




「ふー……生き残った……」

「ああ……疲れたな……」

「当分カタツムリは見たくないなあ……」

　この部屋には宝箱が四つ、それと魔法陣が一つあった。

「宝箱……開けていこうか」

「そうだね！　そうしよう」

　三人で一つずつ宝箱を開けてみる。

「私のは槍やりだったよー！」

「私は大盾だな」

「私のところは杖つえだった」






『紫晶槍』




【ＳＴＲ＋20】【ＶＩＴ＋15】【水晶壁】




『紫晶塊』




【ＶＩＴ＋30】【水晶壁】




『紫晶杖』




【ＩＮＴ＋20】【ＭＰ＋30】【水晶壁】








　三人がそれぞれ中身を手に持って見せ合う。この中で三人の誰かに有益なのは大盾くらいだった。




「メイプル、これはメイプルが貰もらうといい。私が持っていても無意味だしな……」

　カスミはそう言ってメイプルに大盾を渡す。

「いいの？」

「ああ、構わないさ」

　代わりにならないだろうけれどとメイプルが持っていた槍とサリーの杖を渡す。

「ふむ……いい装備だな」

　カスミが装備の性能を見て呟つぶやく。

　装備出来るプレイヤーならば欲しがるくらいの性能はあった。




「まだ後一つ宝箱が残ってるしね」

　サリーが残り一つの宝箱に向かう。

　二人も後を追ってサリーが開けている宝箱を後ろから覗のぞき込む。




「んー……巻物が三つ、だけかな」

　メダルが無いかどうかを確認して、巻物を宝箱から出す。

「どれも同じ巻物だね。スキルを取得できる」

　サリーが巻物を二人に渡す。

　それをインベントリに仕舞い込めばこの部屋での作業は終了だ。




「じゃあ、出ようか？」

「そうだね……この洞どう窟くつは大変だったなぁ……疲れたよ」

　三人は魔法陣に乗って洞窟を後にした。

　この洞窟を無事に抜けられたのはそれぞれの個性を生かすことができたからだった。

　足りない部分を補い合えなければ結果は変わっていただろう。




　三人は元の砂漠に戻ってきた。




「はぁ……夜空だ……」

「そんなに長くいた訳でもないのにね」

「ああ、何故だか嬉うれしい」

　洞窟では見ることの出来なかった夜空は解放感に満ちていた。




「そうだ……私達、カスミと戦うつもりだったんだっけ……もう、戦意が湧かないや」

　サリーは協力し合った後で再び戦闘に持ち込む気にはなれなかった。

　もちろんメイプルもだ。

「私も戦う気は無い……まぁ、最初から無かったがな」

「そうだ！　なら、フレンド登録しようよ！」

「ん、構わないぞ」

　三人はそれぞれフレンド登録を済ませると寝転がって空を見上げた。

　疲れからか、安心からか、しばらくの間はそうしていたいと思ったのだ。

「カスミは……この後どうするの？」

「そうだな……取り敢えず二人とは別れようと思う。フレンド登録もしたことだからイベント後にでもまた会えるしな」

「私達と一緒に来てもいいけど……」

「うん、いいよいいよ！」

「はは……嬉しいが今回は止めておく。金メダルが一箇所に二枚もあれば戦闘回数も増えそうだしな」

　カスミの言うことももっともだった。

　カスミとメイプルは金メダルを持っているのが他のプレイヤーにバレている。

　当然それを狙う者も多い。

　二枚もあるとなれば尚更だ。

「そっか……残念だけど仕方ないね」

「ああ……よっ、と！　私はもう行くとするよ」

　カスミが立ち上がり砂を払う。

「頑張ってね！」

「二人もな」

　カスミは最後に二人に手を振って二人から離れていった。




　こうして、奇妙な共闘は幕を閉じたのである。
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「私達も行こうか」

「そうだね」

　カスミが立ち去ってしばらくして二人も立ち上がった。

　目標は今夜の寝床の確保である。




「まずは砂漠を抜けないと……」

　身を守るものの無い砂漠で眠るのは危険極まりない。

　二人は歩き出した。




「広いなぁ……」

「そうだね……」

　砂丘を乗り越え乗り越え先へ進むも、同じような風景が続くばかりだ。

　大きな砂丘があちこちにあるために見通しが悪く、どちらに行けば砂漠を抜けられるのかが分からない。

　それに、モンスターがいない訳ではないのだ。

　正直なところ、二人は戦闘は避けたいところだった。

「この砂丘を越えたら一いつ旦たん休憩にしない？」

「うん、そうしよう」

　急斜面に手をついて登りきる。

　すると、そこには今までとは少し違った風景が広がっていた。

「砂丘が無い？」

「真っ平らだね！」

　目の前に広がっていたのは起伏の無い砂漠だった。

　砂丘など一つもなく、夜で無ければ遠くまで見通せる状況だっただろう。

「こっちに行ってみる？」

「そうしよう！　こっちの方が歩きやすいしね」

　意見が一致した二人は砂丘を滑り降りて再び歩き出す。

「昼間なら何か見えてたかもね」

「確かにそうかも。イベントって後何日だったっけ？」

「後三日。そのうちに後九枚メダルを集めるのが目標」

「うーん……結構厳しそう？」

「ＰＫプレイヤーキルでもしないと厳しいかな」

「うーん……そっか」

　どうしてもというならそれも選択肢に入ってくるだろうが、誰がメダルを持っているかも分からないためダンジョンを探すのと同じような難易度だろう。

「まあ、そういうのはプレイヤーと出会ってからでいいよ。相手が戦うつもりなら返り討ちにする」

「うん、そうだね。その時になったらで！　集められなくても、まあ仕方ないかなあ」

　サリーは効率のいい方法を経験をもとに提示したが、メイプルに強制はしなかった。

　サリーはひとつの手段として、もしも必要ならと伝えたのである。選択肢がなければいい手なのかどうかも分からないのだ。

　二人はだだっ広い砂漠を歩き続けた。

　暗くて先はよく見えていなかったが、次第に木の葉が風でガサガサと揺れる音が聞こえ始めたことで、砂漠の終わりを知ることが出来た。




「どんなモンスターがいるか分からないから注意して」

「おっけー！」

　暗い森の中を進んでいくこと三十分。

　二人は一つの洞窟を見つけた。




「入ってみよう。それで、浅そうなら拠点にしちゃおう」

「私が前を行くよ」

　もしかしたらまた深い洞窟かもしれないと思った二人だったが、これは五メートル程奥に伸びているだけの何も無い洞窟だった。

　二人はやっと休めると地面に寝転がる。




「あー……今日は疲れた」

「私も……」

　二人はそれぞれのパートナーを呼び出す。

　癒しという理由もあったが、中々呼び出してあげられる機会が無く放っておいたことを悪く思っていたからでもあった。

「外に出してあげられなくてごめんね」

「イベントが終わったら本格的にレベルを上げてあげるからね」

　二人がそう言って優しく撫なでてやると二匹は嬉しそうだった。

「明日はこの森の探索からスタートするとして、今日はもう終わりでどう？」

「私もそれでいいよ」

　交代で眠ることにして、二人は早々に眠りについた。この日は出来る限り休んでおきたかったのである。

　二人はそれぞれシロップと朧おぼろを抱くようにして眠った。





◆□◆□◆□◆□◆






　翌朝六時。

　疲れもある程度はとれて、二人の探索への意欲も戻った。

　軽めの朝食を済ませると洞窟から出て森の探索を開始する。

　メイプルはシロップを、サリーは朧を呼び出して横を歩かせる。朧はもちろん、シロップもきっちり二人の横を歩いている。

「…………」

「な、なにサリー？　じっと見て……」

「やっぱりシロップの方が速いような」

　メイプルは、サリーがメイプルとシロップを交互に見ている意味に気づいて慌ててシロップを抱きかかえた。

　サリーはその光景に対してにこやかな笑みを返すばかりである。




　二人は今までも何度か森を探索したが、この森は何の変哲も無い森だった。

　なぜなら二時間ほど探索した結果、何も見つからなかったからである。

「特殊条件とかは分からないし……」

「この森は、もう抜けちゃおうか？」

　メイプルの提案に少しの間思案していたサリーだったが、肯定を示すように頷うなずいた。

「どっちに行く？」

「引き返しても仕方ないし、このまま直進しよう。まだ探索の済んでない場所が無い訳じゃないしね」

　二人の探索の方法は奥地の辺りを探索するというもののため、森の出口付近に何かがあるかどうかは分からない。

　しかし、望みは薄いと言えるだろう。

　ダンジョンにしろ、通常フィールドにしろ大切なものは奥に隠して、強力なモンスターに守らせるのがよくある手法だ。

　わざわざ、出口付近にメダルの入った宝箱を設置するようなことはないだろう。

　そして森の出口が近づいてきた時に、二人はあることを感じ取った。




「波の音？」

「うん、私にも聞こえる」

　森の終わりが見えて、二人がその先に見たものは真っ白い砂浜と、雄大な海だった。透き通った海の底には色とりどりの魚達が楽しそうに泳ぎ、美しい珊さん瑚ごが花が咲いているかのように海の中を彩っていた。

　遠くには一つの小島が見える。

　海は太陽を反射してキラキラと輝いていた。

「おー……今度は海かぁ……本当このフィールドは広いなぁ」

「色々あって面白いね！」

　この五日間で二人は草原、森、雪山、渓谷、砂漠、そして洞どう窟くつと多くの場所を探索してきた。

　それでもまだ新たな地形に出会えているのだから、探索のしがいもあるというものである。




　二人がこれ程多くの光景に出会えているのは、何よりも二人が探索に熱心であるというのがあった。

　毎日何時間も探索を続け、その結果としてようやく新たなダンジョンや地形に出会うことができているのだ。

　そのダンジョンがまだ攻略されていなかったのは二人が幸運の持ち主だったということだろう。




「でも……海は私は探索できないなぁ」

「取り敢えず、私が海中を探索してくるね」

「うん、お願い」

　サリーはバシャバシャと海に入っていくと大きく息を吸い込んで潜っていった。

　サリーの潜水可能時間は四十分である。

　当分は上がってこないことだろう。

「何して待ってようかな……釣りはまともに出来ないしなぁ……森は探索したし……うーん、砂浜に何か埋まってないか探してみようかな？」

　そう言ってメイプルは砂を掘り返し始めた。





◆□◆□◆□◆□◆






　ところ変わって海中のサリーはまるで宝石のような魚達に見とれていた。

　それ程に綺き麗れいな光景だったのだ。

　先日、ヌメヌメしたカタツムリばかり見ていたせいもあってより綺麗に見えていたのである。

　しかし、ずっと見とれている訳にもいかない。珊瑚の隙間や海底の砂の中を調べていく。

　スキルが無ければかなりの時間がかかる作業だが、サリーのスキル構成ならば素早く、手際よくやる事が出来る。

「ぷはっ……！　よっし、メダル一枚ゲット！　【潜水】と【水泳】を持ってる人が少ないのかな？　深い所は探索出来てなさそうだね」

　限界ギリギリまで潜る必要も無いため一度息継ぎを挟んで潜り直す。

　珊瑚の隙間が深くまで続いている場所がいくつかあり、先程のメダルもそこにあったのだ。

　サリーはそこを重点的に探索する。

　メダルや装備があるとすればそういう場所だからだ。

　浅瀬は探索されてしまっているだろうから、深い部分を見つけて探る。

　その結果、もう一枚メダルを見つける事が出来た。

「ふぅ……後は……あの島かな？」

　サリーが島に向かって泳いでいく。

　メイプルには到底来られない距離に位置するその島は小さく、中央に地下へと続く階段がある以外はヤシの木が一本生えているだけだ。

「取り敢えず……行ってみよう」

　サリーは慎重に階段を下りていく。

　百段ほど下った先にあったのは普通の木製の扉だった。

　封印されているようでもなければ、鍵かぎもかかっていない。魔法陣が浮かんでいたりもしなかった。

　サリーは慎重にそれを開ける。

　そして、中の光景に驚いた。




　中は綺麗な半円のドームだった。

　そしてその中央には見覚えのある古い祠ほこらが魔法陣と共に静かに佇たたずんでいた。




「うっわ……まだあんなのがいるの……」

　サリーが魔法陣と祠を確認して呟つぶやく。

　あんなのとはもちろん怪鳥のことである。もう一度あのレベルの敵と戦うのは正直なところ避けたかった。




「取り敢えず、一回戻って……メイプルの意見を聞いてみよう」

　サリーは階段を引き返していき、地上に出た。

　今まで潜水しての探索に熱心になっていたサリーは砂浜の方を振り返ることが無かったため、ここで初めて砂浜の状況に気が付いた。

「メイプル……何してるの……」

　小島からでも分かる。

　そこにはサリーの背丈をゆうに超える砂の城が出来上がっていた。

「取り敢えず……戻るか……」

　バシャンと海に飛び込んだサリーは急いで砂浜へと戻っていった。




「うわ……近くで見ると大きいなぁ」

　サリーの二倍程の高さ。

　その中からギャーギャー騒ぐ声がする。

　入り口になっている所から中を覗のぞき込むと、そこにはメイプルの他に一人の少年がいた。

　赤色の癖毛にスペードの形のイヤリング、色白の肌に髪と同じパッチリとした赤い瞳ひとみ。身長はメイプルより少し高いくらいだった。中性的な顔立ちをしており、華きや奢しやな体つきである。

　頭装備のイヤリング以外は、サリーが見たところ初期装備である。

　特徴的なのは武器を装備しているように見えないことだ。

　大盾でも無ければ剣でも杖つえでもない。

　どう見ても手ぶらである。

　そんな、サリーの見たこともない人物はメイプルとオセロをして遊んでいた。

「あー！　駄目だって！」

「はい、パーフェクトー」

　盤面は白一色だ。

　メイプルが選んだ色はその自慢の装備の色だった。

　つまり黒。惨敗である。

　悔しそうにしていたメイプルがサリーに気付いて立ち上がる。

「おかえりサリー！」

「え、ああ、うん。それはいいんだけど……誰？」

「僕はカナデ。さっきまではメイプルと一緒に砂の城を作って遊んでたんだ」

　カナデはそれだけ言うとメイプルの方に向き直る。

「楽しかったよねー」

「ねー」

　サリーには何となくこの二人が似ているような気がした。

　思考回路が似ているのだろう、二人は一瞬にして打ち解けたようだった。

「大丈夫なの？」

「大丈夫だと思うよ？　ねーカナデ？」

「だって僕まだレベル５だよ？　自慢じゃないけど弱いよ？」

　そう言って、カナデはサリーにステータスを見せてくる。

　確かにレベルは５だった。

「い、いいの？　そんなに簡単に見せて？」

「いーよいーよ。メイプルのパーティーメンバーのサリーさんでしょ？　なら別にいいよ」

　サリーが探索に行っている間に何があったのかは分からないが、メイプルはかなりの信頼を得ているようである。

　その逆もまた然りだ。

　サリーもメイプルに押し切られるようにしてカナデとフレンド登録をした。

　メイプルとカナデは既に登録し合っているとのことだった。

「んー……サリーでいいよ。メイプルが大丈夫って言うなら、まあいいや。それに……」

「それに？」

「向かってきても、今なら簡単に倒せるしね」
















　そう言ってサリーがダガーを構える。

「そ、そんなことはしないと誓うね、うん」

　カナデもいるが、サリーはメイプルに先程のダンジョンの話をした。

「えー……あんまり行きたくない……」

「それには同感。でも、中がどうなってるかは分からないし……入ってみる価値はある」

「うーん……そっか」

　どうするかを静かに考え込んでいた二人だったが、その沈黙を破ったのはどちらでもなくカナデだった。

「なら、僕が見てきてあげるよ。スタート地点もここから百メートルくらいしか離れてないし」

　カナデのそれは死ぬことを前提とした提案である。

　二人もそんなことはしなくても大丈夫だと言ったがカナデは飛び出して行ってしまった。

　バシャバシャと泳いでいく姿が小さくなっていく。

「【水泳Ⅰ】持ってたし……たどり着けるとは思うけど……」

「だ、大丈夫かな？」

「分からないなぁ……」

　小島にたどり着くのを見届けると二人は中に何があるのかを考える。

「どう思う？」

「すっごいモンスターがいるんじゃないかなぁ……」

「あの怪鳥みたいなの？」

「そうそう！」

　ただ、これはあくまで予想でしかない。もしかすると、転移先は金銀財宝で溢あふれる部屋かもしれないのだ。

「財宝なら、カナデに持っていかれるかな？」

「うーん？　そんなことしないと思うけどなあ」

　メイプルは額に手を当てて遠くの小島を見つめる。

　財宝を目の前にして持ち帰らない者など少数だろう。

　その後の転移先も予測出来ないので追いかけることも出来ない。




「あー死んだ、死んだ」

　その時、カナデが森から出てきた。

　二人は報告を聞くまでもなく中にいるモンスターの能力を理解した。

　怪鳥の時と状況が酷似していたためだ。

「報告します、メイプル殿」

「ほほう、何だね？」

　謎のノリだが、たまにサリーもするので人のことは言えない。

「転移先は水中。さらにその水に浸かっていると動きが鈍り、なす術なく巨大イカに叩たたき潰つぶされました」

「なるほど……無理！」

　水中となればメイプルは参加出来ない上に、サリーの【大海】のような水で埋め尽くされているのならサリーの回避も役に立たないだろう。

　無理に挑んでも意味などない。

　無謀と勇敢は別物である。

「今回は諦あきらめよう」

「僕もそれがいいと思うよ」

「もうしばらく海の探索をしたら終わりにしようかな」

　サリーが伸びをして海を見る。

　まだ、探索の済んでいないところも少しは残っているだろう。




「僕も手伝おうか？　メダルを見つけたらあげてもいいよ？」

　ノーリスクハイリターンの提案だが、そんなうまい話など普通は無いだろう。

「カナデ？　本気？」

「まあ、僕はこれがあればいいかな」

　そう言ってカナデが取り出したのは一つのルービックキューブだった。

「それは？」

「これはね、僕のイベントでの戦利品だよ。後ろの森には周りに飛んでる浮遊島に繫つながる魔法陣があって……僕が攻略したから今はもう消えちゃったけどね。ともかく、そこで手に入れた杖なんだ」

「そのルービックキューブが杖!?」

「そう。転移先は古びた図書館だったんだけど……そこの一室にジグソーパズルがあったんだ。それを完成させたら出てきたんだよ。四日かかったけどね」

　この島は周りがぐるっと海に囲まれており、空には浮遊島がいくつか漂っているのである。




「あのうちの一つに図書館があるのかぁ……あそこもフィールドの一部なんだね」

　メイプルが空を見上げて呟く。

　島の周りに浮かんでいるといっても結構な距離があり、浮遊島は見えている限りで六個あった。怪鳥のいた山岳の後ろにも隠れているかもしれないため、二人には正確な数かどうかは分からない。

　手に入れたというルービックキューブは、薄く白い光を放ちながらカナデの手のひらの上に浮かんでいる。

「これにはスキルがついてるんだ」

「へー……私達の装備と同じ感じだね」

「スキル名は【神界書庫アカシツクレコード】。面白いスキルだよ」

「どんなの？」

　メイプルの問いにカナデは答えようとしたが考え直したのかこう口にした。

「パーティーメンバーになることがあったら、教えてあげる」

　悪戯っぽい笑みにメイプルはこれ以上の追及が無意味だと悟った。

「んー……今すぐパーティーってのは無理かなぁ……」

「そっかぁ、残念」

　カナデが楽しそうに笑う。

　それは残念そうには見えなかった。

　カナデは今までに出会ったどのプレイヤーとも違う、どこかつかみどころのないような独特の雰囲気を持ったプレイヤーだった。




「イベントが終わったらまた会いたいなぁ」

「いいよ？　その時はまたオセロしよう！」

「うん、そうしようか」

「話もまとまったし、私は探索に行くね」

「僕も行くよ、多少は足しになるとおもうよ？」

　サリーとカナデが海へと歩いていく。

　メイプルは今度こそ真面目に砂浜を探索することにした。




　結果は何もなしというものだった。

　海も砂浜も粗方探索を終えたが、これといって何も見つからなかったのだ。

　となると、二人はこのエリアでの用事を全て済ませたということになる。

　そうして二人はカナデと別れて、再び新たな探索場所を探すことになった。




「頑張ってねー！」

「うん、またね」

　別れの挨あい拶さつをして立ち去る。




「面白いけど、不思議な人だったねー」

「そう？　私はメイプルで見慣れているからなぁ……」

「ど、どういう意味かなぁああ!?」

　二人は取り敢えず海岸線に沿って、進むことにした。

　変に迷うこともなく、それが最善と判断したからである。
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　二人がカナデと別れ、さらに歩くこと二時間。次第に傾斜が出てきて左側が崖がけになっていく。

　そして長い間右側にあり続けた森も姿を消して、苔こけむし古びた石レンガでできた廃はい墟きよが姿を現した。

　見るからに何かがありそうな地形である。

　廃墟から伸びた石レンガの道は二人の前を横切って海の方に突き出た崖の先端にまで続いている。

　そしてそこには幾つかの石が突き立ち、中央にある台座を囲んでいた。

　ボロボロの家屋や水の枯れた井戸など、二人が廃墟を探索していると声が聞こえてくる。

「メイプル。隠れて」

「分かった」

　二人は身を隠して様子を窺うかがう。

　そこには三人のプレイヤーがいた。

　今まで出会ったプレイヤー達と比べるならば装備は中の上程度の物を着けているように見えた。

　ユニークシリーズには遠く及ばないものの、そこそこ上質な装備である。

　レベルもそれに伴っているだろうとサリーは考えた。

　既に距離はかなり近く、下手に物音を立てれば見つかってしまうことは間違いなかった。

「どうするの？」

　メイプルがサリーの耳元に寄って小さな声でそう尋ねる。

　ここまですれば流石に聞こえないため、サリーもまた同じようにしてメイプルに返答した。

「戦ってもいいし、戦わなくてもいい……もしやるなら……私が一人でやってもいいしメイプルと一緒でもいい」

　サリーにはメイプル一人で行かせるという選択肢はないようだった。

　そこで、プレイヤー達が興味深い内容を口にする。

「なぁ、あの本、どういう意味か分かったか？」

「いや、ボロボロ過ぎて断片的にしか読めないし……水が関係するのは分かるんだけど、【古ノ心臓】の場所がなぁ」

「頼むぞ、その本は死亡時に落としちまう特殊アイテムなんだからな……早く解読してくれ」

「分かってるよ」

　そう言って、拠点にしている場所があるのかそのまま歩いていく。

　二人には気付かなかったようだ。

　距離が離れていく。




「メイプル。あのプレイヤーは倒したい……けど、本があるから恐らく逃げに徹してくる。だから……」

　サリーがメイプルの耳元で早口に作戦を告げる。

「……分かった。大丈夫？」

「ふふふ、もちろん！」

　プレイヤー達が歩いていく。

　これ以上離れられては見失ってしまうだろう。




　二人の作戦が始動する。
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「やったー!!　五枚目のメダルだー！」

　廃墟に少女の声が響く。

　その声に三人のプレイヤーが振り返りつつ物陰に隠れる。

　それが本当なら狩りたい所だ。

　しかし、相手の強さが分からない。

　そのため、声の主を観察しようというのである。

　スキップをしながら物陰から出てきたのは一人の少女。

　満面の笑みを浮かべている少女の装備は海のように青いマフラーに、それより暗い色のショートパンツ。綺き麗れいな装備は嫌でも注目を集めることだろう。

　しかし、全身となるとそうではなかった。

　他の装備は初期状態。

　何も装備していない、ただの服である。

　補正など一つも無いだろう。

　靴も初期装備であることが分かった。

「どうだ？」

「明らかに初期装備だ。部分的にいい装備があるが……今回のイベントで手に入ったのを着けているんだろう。俺の初心者の頃を思い出す。あの格好悪いちぐはぐさはな……」

「だけど……メダルが本当にあるかは分からない」

　プレイヤー達が観察を続ける中、少女はモニターを操作してインベントリから何かを取り出した。

　それは、五枚のメダルだった。

「うふふふ……後半分、後半分！」

　それが彼女の日課なのだろう。

　崩れた石レンガに腰掛けて一枚一枚メダルを眺め、ぎゅっと握りしめて嬉うれしそうにインベントリに戻す。

「確定だ。行くぞ」

「ああ、潰つぶそう」

　三人が物陰から飛び出すと少女はビクッとして三人の方を見た。

　少女は立ち上がってダガーを構えながらじりじりと距離を取る。

「な、何ですか？」

「ごめんな？　こっちもメダルが欲しい」

「…………っ！」

　少女が駆け出そうとした所で三人が少女を囲むようにして逃げ道を潰す。

　三方向からじりじりと詰め寄って来ているプレイヤー達に、少女は上手く対処する術を持たないのか足を震えさせながらキョロキョロとしている。

「かかれ！」

「「おう！」」

　三人がそれぞれの武器を振るう。

　それを苦し紛れに振るったダガーで弾ける筈はずもなく、少女の体に武器が沈み込んだ。

　三人がメダルを思い描く。




　しかし。

　メダルなどそこにはなかった。

　そして少女はまるで幻のように薄れて消えていってしまったのである。




「「「は？」」」

　驚きを上書きするように、一人のプレイヤーからダメージエフェクトが噴き上がる。

　二度、三度。

　呆ぼう然ぜんとしているうちに斬りつけられ続けたのだ。

　そして、それは致命傷となった。

「ごめんね？　私も本が欲しいんだ」

　そう言って地面に落ちた本を拾おうとするのは、先程まで弱者だと思い狩ろうとしていた少女だった。

「は？　ふ、ふざけんな！」

　ありえない状況に、冷静さを失ってスキルを使って斬りかかるもまるで剣が避けたかのように躱かわされてしまう。

　少女の両手には一本ずつダガーが握られている。

　それが回避の最中に斬りかかった腕を斬りつけていくのだ。

「ぐあっ!?」

　怯ひるんだ隙に、少女は本を拾ってインベントリにしまうと駆け出した。

「ま、待て！」

　ダメージエフェクトを散らしつつ少女を追いかけた男は、次の瞬間腹部から鮮血のようにエフェクトを散らして光となった。

　いつの間にか走っていた少女は消えて、男のやられた地点でダガーを弄もてあそんでいる。

「二度も同じ手に引っかかるのは良くないなぁ」

「は？　え？　な、何だこれ……」

　残りの一人も状況が受け入れられないようで、うわ言のように何かを呟つぶやいている。

　そんな状態で少女。

　もとい、サリーに勝てるはずがなかった。

「バイバイ」

　少し後、最後の一人も光となって消えていった。

　初期地点が何処かはサリーには分からないが、彼らには本を取り戻すことは出来ないだろうことは分かった。

「私に勝てないようじゃ……メイプルは倒せないしね」

　メイプルがサリーに駆け寄ってくる。

「どう？　上手くやったでしょ？」

「うん！　いつもと違う雰囲気のサリーがちょっと面白かった！」

「そんなとこは見なくていいのっ！」

「ねえ、もう一回して！　やったー！　って言ってスキップして！」

「しないよ！　しない！　それより、戦利品の確認しよ？」

「……今回は見逃してあげるー」

「……それはよかった。……普段と違うことするのはやっぱり恥ずかしいなぁ」

　サリーはこれからはよっぽどのことがない限りしないようにしようと心に決めた。

　二人はこの戦闘で手に入れた物をチェックし始めた。





◆□◆□◆□◆□◆






　今回の戦闘で手に入った物は、まず第一目的だった本。

　そして、メダルが三枚だ。

　これはかなり幸運だったと言える。

　メダルを三枚持っているプレイヤーならば高レベルプレイヤーとの戦闘は極力避けるからである。

　サリーも普通の装備のままでは逃げられていた可能性が高い。全員が感じ取れるわけではないものの、サリーの装備は店売りの装備とは違った雰囲気を醸し出しているのである。

　負けたプレイヤー達が持っていた三枚という数よりも多い五枚のメダルは、三人から冷静さを奪うことに成功した。

　メダルが一気に三倍近くになる誘惑に抗うことは出来なかったのだろう。




「ミイラ取りがミイラに……ってね」

　そう言うとサリーはインベントリからあの古びた本を取り出した。

「さて、読んでみようか？」

「うん！　そうしよう！」

　二人で大きな石レンガに腰掛けて本を覗のぞきこむ。

　ボロボロになっていてどのページもまともに読み取ることはできなかったが、パラパラと捲めくっていると途中に一ページだけ、読み取れる部分を見つけた。




「【古ノ心臓】、湧水ニ導カレ、淡イ光ノ中、ソノ姿ヲ現サン。勇敢ナル者ヨ、魔ヲ払イテ、青ク静カナ海へ」




「どういうこと？」

「【古ノ心臓】に湧水が関わってて……それがあればダンジョンに行けるのかな？　戦闘もありそうな感じ」

「……湧水っていうくらいだし……噴水とか？」

　二人が探索した結果廃はい墟きよ群には四つの噴水があった。

　廃墟の中央に大きな噴水があり、そこから離れた所に小さな噴水がある。

　噴水の頂点は菱ひし形がたの赤い水晶でできていて綺麗に輝いている。

　といっても水の気配はなく枯れてしまっていることが二人には見てとれた。

「とりあえず真ん中の大噴水で試してみようか」

「うん、そうしよう」




　少し歩いて二人は大噴水にたどり着いた。

　すると、サリーには何か考えがあったのか、かつては水が溜たまっていたであろう噴水の受け皿の部分にすっと乗った。

「【大海】！」

　サリーの足元から水が広がる。

　それは、受け皿を満たしていく。

　それと共に噴水が淡く青色に輝き始めた。

「おおっ!?」

「どう？」

　しかし、その光は次第に薄れていく。

　受け皿に溜まっていた水も噴水に吸い込まれるようにして消えていった。

　耳を澄ましてみるものの、何かが作動したような音はしなかった。

「んー……何も起こらない？」

「……そうみたい。でも、この噴水は何かあると思うよ」

「うん、私もそう思う。他の噴水でも試してみよう」

　二人が他の噴水でも同じようにしてみたところ、どの噴水も淡く輝いたが、それ以上の変化は起こらなかった。




「淡い光っていうのはあの噴水の光で、湧水はあれでいいだろうし……」

　考えてみるものの新たに何かを思いつくことはなく、一いつ旦たん置いておいて先のページを見る。

「おっ？」

「これ……絵？」

　最後のページ。

　ボロボロになってしまってはいたものの、そこには絵が描いてあったのだ。

「壺つぼ？　……いや、水瓶？」

　四つの噴水の周りにそれぞれ壺らしきものを置く人々の姿。絵の上部には丸い何かが浮かんでいた。それは赤色に塗られている。

「これが、【古ノ心臓】？」

　メイプルが赤い丸を指差して言う。

「……かもしれない。んー……水瓶に入れて周りに置かないと駄目とか？　分かんないなぁ……」

　二人はうんうん唸うなりながら考えていたが、この絵から得られた情報が曖あい昧まい過ぎて、いい考えに繫つながらなかった。

「ちょっと休憩しようか。このまま考えていても何も思いつかなそう」

「確かにそうかも」

　二人は廃墟の中央で座り込んでくつろぐ。

　変に隠れるよりも見晴らしのいい場所にいた方が、プレイヤーの接近に気付きやすくリラックスできる。




「このイベントも今日を合わせて後三日かぁ……」

　サリーが呟く。

　イベントももう折り返し地点を過ぎている。残りは僅わずかだ。




「すっっっごく濃厚な四日間だったと思うよ？　今までのプレイ全部よりも内容が濃いかも！」

「あはは、確かにね！」

　ゴブリンの王を倒し、亡霊の彷徨さまよう森で一夜を明かし、雪山では圧倒的強さの怪鳥との戦いを制しシロップと朧おぼろを味方につけ、その後は竹林を探索した。

　渓谷では偽者との戦いがあり、砂漠ではカスミと共にカタツムリから逃げ回りながらの探索をした。

　海ではカナデと出会い新たな繫がりを得て、メダルも手に入れた。

　メイプルの言う通り、二人は非常に濃い内容のイベント期間を過ごしてきた。

「この廃墟と……あと一つダンジョンを探索出来れば御の字かな」

「五日目は丸々廃墟に使う？」

「うん、そのつもりでいよう。それくらいはかかるかもしれない」

　二人は休憩もそこそこに再び廃墟の探索を始めた。

　二人で時には手分けして、探索を続けたものの結局なにも見つからないまま日が沈もうとしていた。




「どうする？　まだ頑張ってみる？」

「時間によって何か変わるかもしれないし……明日のことも考えて交代して休みながら探索したいかな」

「おっけー！　じゃあそうしよう」




　そして二人は交互に探索をして、何度目かのメイプルの番になった。




「いってくるね」

「うん、何かあるといいなぁ……」

　メイプルが廃墟内を探索する。

　まずは大噴水からだ。

　今までもまずは大噴水からだった。

　そして全体を見回りながら小さな噴水を確認するのだ。

　メイプルは空を見上げる。

「綺き麗れいな月……」

　空に浮かぶ満月は静かに淡い月明かりを地上に浴びせていた。

　現実世界は電気の光で溢あふれているため、ここまで月の明るさを感じることはできないだろう。

　メイプルが大噴水へと向かう通路を歩いていく。

「ん？」

　メイプルが立ち止まる。

　大噴水には待ち望んだ変化があった。

　噴水は、二人が何もしていないにも拘わらず淡く輝いていたのである。
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　メイプルはメッセージ機能ですぐにサリーを呼んだ。

　一分と経たないうちにサリーが大噴水まで駆けつけてくる。

「おー……光ってるねー」

「うん、何かあると思うんだ」

　サリーが受け皿に入って【大海】を発動させる。

「光は強くなったけど……駄目みたい」

【大海】は全て吸い込まれてしまう。

　また進展が無かったことに肩を落とすサリーだったが、考え込んでいたメイプルが何か思いついたようで話し出した。

「同時……とかは？　ほら！　全部で四つの噴水があるんだし」

「確かに……でも、水を発生させるのが追いつかないよ。【超加速】を使っても間に合わない」

「このままじゃどうやっても無理だからさ……一回試してみない？」

「え？　何を？」

「【液体】を作れるのはサリーだけじゃないんだよ」

　そう言ってメイプルが思いついた方法をサリーに話す。

「えっ……そう、か。うん……そうだね。やるだけやってみよう」

　サリーは再び受け皿で【大海】を発動させる。

　その少し前にメイプルが叫ぶ。

「【毒竜ヒドラ】！」

　そう、毒液も液体である。

　そしてこの毒竜ヒドラの頭は三つ。

　それぞれが別の小さな噴水に向かっていき受け皿ごとどっぷりと飲み込んだ。

　粗の多いメイプルの作戦だったが、神は二人に味方したようだった。

「うわっ!?」

「眩まぶしいっ……！」

　三つの噴水から眩まばゆい光が大噴水に向かって伸びてくる。

　大噴水の光はどんどんと強くなり、赤い結晶の部分が宙に舞い上がる。

　その結晶は月明かりを集めて光を増すと赤い光を振りまいて砕けた。

「ん……？」

「ど、どうなった？」

　恐る恐る周りを確認する二人の背後で突然轟ごう音おんが響いた。

　無音の廃墟に響き渡った音に二人が驚きつつバッと後ろを振り返る。

「な、何!?」

「あれ……！」

　大噴水のある広場から伸びているのはかつてのメインストリート。

　それは突き出た崖がけまで続いている。

　そこには台座と突き立った石があった。

　しかし、今遠くに見えているのは白く輝く何かである。

　先程の音には台座と石の崩壊の音も含まれていた。




　二人が近づいてその白い輝きを確かめると、それはこのイベントで何度も見てきた魔法陣だった。

　その魔法陣を踏まないように避けつつ突き立った石のあった場所を確認していた二人は、あることに気がついた。

「うわ……」

「こ、こわ……」




　二人が見下ろした海は裂けており、海面からは底の見えない深く暗い穴がどこまでも続いている。




「あの下に何かあるよね……」

「まあ、多分あるだろうね。メイプル、飛び降りてみる？」

「む、無理無理！　怖いよ！」

　今は真夜中である。

　ただでさえ不気味な夜の海、その中でもさらに不気味な場所に飛び込む勇気はダメージに耐えられるかもしれないメイプルにもなかった。

「なら……魔法陣に乗ってみるか……恐らくあの穴の下に繫がると思うし」

「未探索のどこかには繫がるよね？」

「うん」

　二人はせーのとタイミングを合わせて二人で魔法陣に乗った。

　そうすると今までと同じように二人の姿が光の粒になって消えていく。




「ここは？」

「サリー？　暗くて見えない……」

「ちょっと待ってね？」

　サリーがインベントリからカンテラを取り出して辺りを照らす。

「海の中……かな？」

「……あっ！　上見て！」

　メイプルの声に従ってサリーが上を見上げる。そこには小さく星空が見えた。

「あの穴の下で間違いなさそう」

「道が続いてるよ」

　綺麗にくりぬかれたように半円の通路が続いている。

　壁は全て海水である。

　何らかの力が海中を引き裂いて道を作っているのだ。

「ささっと抜けよう？　元に戻ったら終わりだし」

「うん！　そうだね」

　二人は早足で真っ暗な海中トンネルを進む。

　これが昼ならば綺麗な光景なのかもしれないが、このイベントが起こるのは夜なのだからどうしようもない。

　カンテラしか明かりのない暗闇で不安になったのか、二人は無意識のうちに互いの手を握っていた。

「あっ！　光が見えるよ！」

「ほ、本当だ！」

　二人はさらに足を速めて光の元に向かった。光はだんだんと大きくなり、そこにたどり着いた時には二人の背丈を越えていた。




　光の原因は海だった。

　そこだけは時が進んでいないかのように明るい真昼の海。

　魚が楽しげに泳ぎポコポコという泡の音が聞こえる。

　暗い深海を跳ね除けるように広がる海は暗闇で不安になった二人の気分を変えてくれた。

　そして、その海の中を貫くように珊さん瑚ごで出来た階段が伸びている。

　その先には珊瑚に彩られた大きな扉がある。何度も見てきたボス部屋の扉で間違いなかった。

「【魔ヲ払イテ】か……戦闘準備はできてる？」

「うん！　いつでもいいよ！」

　メイプルは大盾を構えて準備万端だとアピールする。

　サリーは一つ深呼吸して、扉を開いた。

「メイプル、中は半円状のドームで明るい。っていうか、今の場所と同じ感じ」

「ほうほう」

「あとは……広い。直径……五十メートルはありそう。天井までも高い」

「なら……ボスは大きいのかな？」

　部屋が大きいならボスも大きいと考えるのが妥当である。

「地面は今の所は乾燥した石の床で……特に罠わなは無さそう」

「おっけー……じゃあ、行こう」

「入るよ！」

「うん！」

　二人が部屋に飛び込む。

　メイプルは【悪食】を無駄遣いしてしまうことがないように大盾を構えないでおく。

　サリーの言った通り罠はなく、【悪食】を消費するような物質のばら撒まき攻撃もなかった。




「…………！　来るよ！」

「うん！」

　バシャンと大きな音を立てて天井から何本かの触手が伸びてくる。

　そして二人はそれがイカの触手なのだと気がついた。




「あのダンジョンの!?」

「でも、水中じゃないよ!?」

　驚く二人をよそに巨大イカは攻撃してくる。

　二人の身長ほどもある触手がメイプルに向かって振り抜かれた。

「効か……ないっ！」

　大盾がバクンとイカの触手を飲み込んだが、遠くに見えるイカのＨＰバーは減っていない。

　体力が多いのではない。

　全く効いていないのである。

「本体に攻撃しないと駄目かも！」

「ええっ!?」

「これは……きっつい……」

　二人の頭上で泳ぐイカの姿をチラッと確認して、サリーは呟つぶやいた。

　イカの方はそんなことは気にも留めずに安全圏から二人に襲いかかろうとしていた。











十章　防御特化とイカ退治。









　戦闘開始から三十分が経過していた。




「さて……どうしたものか……」

「サリー！　何か思いついたー？」

「んー……まだー」

　サリーが棒立ちで考え込む。

　そんなことが出来るのは最初に触手を攻撃したメイプルに攻撃が集中しているからである。

　メイプルは巨大イカの触手でベチベチと叩たたかれているのだ。

「相変わらず……ぶっ飛んだ防御力だなぁ……」

　普通のプレイヤーなら一撃で死亡、もしくは瀕ひん死しの攻撃もメイプルならば兎の体当たりと同義である。

　今もメイプルは触手に叩かれてお手玉のように宙を舞っている。

「メイプルー！　私一回泳いでイカの近くまで行ってみるねー！」

「うん、気を付けてねー！」

　サリーは風魔法なども試してみたものの、分厚い水の層に阻まれて遠くのイカ本体に届かなかった。

　メイプルの【毒竜ヒドラ】を水中に撃ち込んで毒殺するという案もあったが、その場合失敗した際にサリーが水中に入れなくなり、どうしようもなくなってしまうので最終手段として残しておくことにしたのである。

　そうしてサリーがイカの元へと泳いでいく。

　もちろん、全ての触手がメイプルを襲っている訳ではない。

　近づいてくる者を迎撃する触手が残っているのだ。

　当然、それはサリーに襲いかかる。




「おおー……流石サリー……」

　メイプルが触手に跳ね飛ばされながら見上げた時に見えたものは、触手をヒラリヒラリと躱かわして本体に近づいていくサリーの姿だった。

「お！　ＨＰバーが減った！」

　水中ではサリーのダガーが煌きらめくエフェクトを纏まといながら巨大イカを斬り裂いているところだった。メイプルはそれを攻撃されつつ見守る。

「んー？　思ったよりＨＰが低い……」

　サリーが連続攻撃スキルを五回放ったところで既にＨＰバーは一割半程減っていたのである。

「んっ!?」

　触手が急に攻撃を止めたためメイプルがガシャンと地面に落ちる。

　サリーが本体にダメージを与えたことで、メイプルからサリーに触手の攻撃対象が移ったのだ。

　サリーもそれに気が付いたようで急いで泳いで戻ってくる。

　サリーがいくら回避に秀でていても避けられないのが超広範囲攻撃である。

　幅の広い触手全てで一気に薙なぎ払はらい攻撃をされてはひとたまりもない。




「ぷはっ……！」

「【カバームーブ】！　【カバー】！」

　メイプルは【悪食】はここでは使わなかった。サリーに向かう触手攻撃を受け止めた鎧よろいがガシャンガシャンと音を立てる。

「【毒竜ヒドラ】！」

　襲いかかる八本の触手が毒竜ヒドラに飲み込まれていく。

　怪鳥と比べてスピードに欠ける巨大イカには毒竜ヒドラを当てるための作戦を立てる必要もなかった。

　躱せるだけの速度がなかったのだ。




「まあ、再生しちゃうんだけどね」

　ＨＰバーには影響がなく、触手はいくら潰つぶしても再生してしまう。

　しかし意味がないわけではなく、メイプルに注意を再度向けさせることができた。

「サリー、任せた！」

「ありがとう！　頼りになる！」

　サリーは水の中に再び入っていく。

　サリーが攻撃してメイプルが敵の攻撃を引き受ける。

　攻撃対象がサリーになる度にサリーがメイプルの元に戻ってきて、メイプルがサリーから攻撃対象を移す。

　パターンが変わるまではこれの繰り返しである。




　しかし、最後までこの調子とはいかなかった。

　サリーがＨＰバーを残り七割まで削ったところで行動パターンが変化したのだ。

　イカの周りに魔法陣が現れてそこから魚が次々と出てくる。

　間違いなくモンスターである。

　魚は二人のいる方向にそれぞれ近づいていく。

　メイプルを襲っていた触手は再びターゲットを変えて水中に戻っていった。




「……空中を泳いでる」

　メイプルのいる場所は水中ではないが、魚はそんなことはお構いなしとばかりに水中から飛び出すと、青いエフェクトを纏まとって空中を泳いでくる。

　幻想的な光景だが、魚達はモンスターなのだ。感動している暇はない。

　魚達はあらゆる方向からメイプルに体当たりをしてくる。




「んー……【パラライズシャウト】！」

　キンと澄んだ音が響き渡ると魚達はその体の自由を奪われて地面にポトリポトリと落ちていく。

　巨大イカと水中の魚は範囲外だったため麻ま痺ひすることはなかった。

「やっぱりこれ便利！」

「はぁ……っ。逃げ切れたっと」

　サリーがバシャバシャバシャと音を立てて水から出てくる。

　もちろん残りの魚達と触手もサリーの後を追いかけてくる。

　それでもサリーが既に逃げ切れたと言っているのは、そこにメイプルがいるからである。

　メイプルの近く、それはすなわち絶対安全圏なのだ。

「メイプル！」

「おっけー！」

　メイプルが先程納刀したばかりの新月を抜き放つ。

　紫の魔法陣が刀身から展開される。

　何度も発動してきたメイプルの最大威力攻撃であり、お気に入りだ。

「【毒竜ヒドラ】！」

　それは向かってきていた魚達をまとめて溶かしつくし、その後ろに迫っていた触手すらも飲み込み、そして。




　水中にドボンと入っていった。




「「あっ」」

　根元までしっかりと水中に飛び込んだ毒竜ヒドラは次第にその体を水中に溶かしていった。

　水が薄く紫色になっているように見えるのは気のせいではないだろう。

　サリーが入ればどうなってしまうのかは二人には分からない。

「ち、ちちちょっとどうするの!?」

「ど、どどどどうする!?」

「そ、そうだ！　イカ！　イカのＨＰバー！」

　じっと見てみるもののそのＨＰバーは減る様子がない。

　溶かした触手も復活し始めた。

　麻痺していた魚達も青いエフェクトと共にふわりと浮き上がり始めた。

　新たな魚も追加される。




「と、とと取り敢えずサリーは逃げ回ってて！」

「ついでに魚も倒しつつ逃げるから！」

「ほんとごめん!!」

　溢あふれかえる魚達。

　襲いかかる八本の触手。

　魚達の攻撃手段は体当たりするだけではなかったらしく、その青いエフェクトと同色の水を撒き散ちらし始めた。




「メイプル！　私の【大海】と同じかもしれないよ！」

　サリーは自身が持っているスキル【大海】のように、触れることで【ＡＧＩ】を減少させる水を魚達が生み出しているのではないかとメイプルに声をかける。

「も、もう浴びちゃったよ！　……動きが遅く……ならない？」

「そ、そっか【ＡＧＩ　０】だからもうどうせ減らないのか！　いや、それならただの水の可能性も……も、もう分からないよ！」

　メイプルの凡ミスをきっかけに安定していたサイクルは跡形も無く崩れ、地面には毒液と謎の液体。飛び回る魚達にぶんぶんと振り回される触手。

　お手玉状態のメイプル。

　そんな中二人がわーわー喚きながら次の案を練るという阿あ鼻び叫きよう喚かんの図となった。








◆□◆□◆□◆□◆






「もうあれだ！　こうなったらもっと水中の毒を強めよう！」

「じゃあ……触手に【悪食】するよー！」

「やっちゃって！」

　メイプルの【悪食】がバクンバクンと触手を飲み込んでいく。

　その度に表面に赤い結晶が浮かび上がってくる。

　これが最後のＭＰチャージである。




「イカはメイプルに任せて適当に魚を倒しておこう」

　サリーはいつものように走り回ってのヒットアンドアウェイで魚達と戦う。

　任されたメイプルはというと。




「さーて……上手くいくといいなあ……」

　メイプルが水の壁に近づいていく。

　触手は先程消し飛ばしたところなので少しの間は平穏が約束されている。

　魚達はお構いなしにメイプルに攻撃を仕掛けている。

「おー……近くで見ると可愛いね！」

　メイプルが魚に手を伸ばすと魚はその手にガンガンと体当たりを繰り返す。

　メイプルが笑顔なせいで、モンスターに襲われている光景が、魚と戯れるほのぼのとしたワンシーンになってしまっている。

「ちょっと離れてた方がいいよー？」

　メイプルが新月を水の壁に刺す。

「【毒竜ヒドラ】！」

　何を狙った訳でもない毒竜ヒドラが水の中に飛び出していく。

　当然、それは水に溶け込んでいってしまいイカに直接ダメージを与えることは出来なかった。

「綺き麗れいな海をー、毒の海にー！」

　水の領域はかなり広く、まだまだ撃ち込む必要があるだろう。

　ただ、着実に水の色は紫になりつつあった。先程よりは少し濃くなっている。

「触手に投げ込まれないように壁から離れようっと」

　魚の撒まき散らしている水も、メイプル自身が生産した毒も踏み越えて中央へと戻っていく。

【毒竜ヒドラ】を使うためには少し時間をおかなければならない。

　その間に触手も復活する。

　サリーは先程から全く攻撃していないのでイカは当然メイプルに向かってくる。

「もういいよ……好きにするがいいさあ！」

　メイプルが地面に寝転がる。

　どうせ逃げられずお手玉にされるのだから抵抗するだけ無駄だと思ったのだ。

「おっ？」

　地面に寝転がると触手は上からベチンベチンと叩たたいてくる。

　立っていた時とは違い跳ね上げられるようなことは無かった。

「これいい！　これいいよ！」




「うわ……また凄すごいことしてるよ……」

　サリーはサリーで後ろに魚を引き連れつつマラソンしているので、どっちもどっちといえる。




　そうして毒を流し続けてしばらく。

　二人はイカのＨＰがほんの僅わずかに減り始めたことを確認できたのである。

「ちょっと減ったね！」

「うん、そうみたい。でも……」

　一度減っているところを見てから次に減るまでの時間が長かった。

　何と五分である。しかも一ミリ程しかＨＰは減らないのだ。

　このままダラダラとＨＰが無くなるのを待つのは流石に辛いものがあった。

「頑張って！」

「うん！　頑張る！」

　その後、数回の【毒竜ヒドラ】を撃ち込むとＨＰの減りが目に見えて加速した。

　そして、一時間程経過したところでＨＰを一割削ることに成功した。

　イカのＨＰバーは残り六割である。

　このままでは六時間かかってしまう。

「【ポイズンランス】！」

【毒竜ヒドラ】も弾切れとなり、メイプルは少しでも足しになればと別のスキルを放っていく。

「後六時間走るのはちょっと……」

「どうしよう……」

　考えても考えても今の状況を瞬時に変えるような手段は無かった。

　そうしているうちにまた一時間が経過し、イカのＨＰが五割を切る。

「うわっ!?」

　メイプルは水の壁近くで寝転んでいたためすぐに分かった。

　水の領域が広がってきていることに。

　壁と天井が近づいてくる。

　それらが止まった時には既に、今二人がいる場所の広さは半分になっていた。

　さらに、イカがイカスミを吐き出し始め、それによってイカの姿が見えなくなってしまう。

　ただでさえ動き辛い水中で視界すらも奪われてしまうのだから、正攻法なら厄介だったことは間違いない。

　もっとも、正攻法からかけ離れた二人には関係のないことだった。




「メイプル！　【悪食】は後何回残ってる？」

「あと一回！」

「……とっておいて！」

「了解！」

　水が近づいてきたことによって魚達の流入も加速している。

　つまり、サリーが逃げるのも辛くなるということである。




「【挑発】！」

　逃げ辛くなってきたのならばメイプルが引き受けるのが得策だった。いつものようにモンスターの注意を引きつける。

「ありがとう！」

「別にいいよ！」

　イカスミは常に出続けている訳ではなく、メイプルの毒が薄く広がっていくのと同様に薄まっていった。

　そして、二度目のイカスミはないようで再び優雅に泳いでいる姿が確認できるようになった。

「あそこか……ギリギリ届くかな……？　よし！　メイプル！」

　サリーがメイプルを呼ぶ。

　メイプルはもちろん立ち上がって近づいていく。

「どうするの!?」

「ついてきて！　【跳躍】！」

　近くにきたイカに向かって跳ぶものの後十五メートルほど足りない。

「【カバームーブ】！」

　メイプルは言われた通りについていく。

「いくよ！　【背負い投げ】！」

　サリーはメイプルを引ひっ摑つかむと水面向かってぶん投げた。

「うぇええええっ!?」

「【衝撃拳】！」

　ゴッという音と共にサリーの拳から空気の弾が打ち出されメイプルを押し出しながら水面を破る。

　イカまで一直線に飛んだメイプルはその大盾を振り抜いた。

　ＨＰバーがガクンと減る。

「これぞメイプルキャノン！」

「ち、ちょっと着地は!?」

「…………考えてなかった」

　探索からの長期戦にサリーの思考も流石に鈍ってきている。

　そして、メイプルがガシャンと地面に落ちるのは少し先の話。





◆□◆□◆□◆□◆






「私の攻撃であれだったから……」

　サリーがすたっと着地しながら呟つぶやく。

　隣ではメイプルが落ちてきていた。

　二十五メートル落ちたところでダメージなどない。

　すさまじい耐久力である。

　対してイカは比較的ＨＰと防御力が低めだった。

　サリーの攻撃でもＨＰバーがガリガリ削れていたことからもそれは明白である。

　そんな巨大イカがメイプルの強攻撃を受ければ、一撃でＨＰが二割減ったとしてもおかしくないことだった。

「これで、あと三時間にまで短縮出来たね」

「それでも後三時間かぁ……」

　メイプルの【悪食】はもう残っていないのだ。もう一度同じことはできない。




「あ、またイカスミ吐いた」

「海、綺麗だったのに今となっては……」

　イカスミと毒液で元の綺麗な青色はもう影も形もない。

　二人はひたすら耐えて、ＨＰはようやく残り一割となった。

　すると、ここでボスに最後の変化が起こる。




「あれ？　魚が……」

　魚達はその身に纏まとっていた青いエフェクトを失い、そのまま体の水分までも失って一瞬にして風化していった。

　消えたエフェクトは宙に浮かび上がりイカの体に吸収されていく。




「何か来るよ！」

「分かった！」

　メイプルは大盾を構える。

【悪食】がなくなった後でやっと盾らしい使い方が出来るのだ。




　巨大イカは一つ身震いをすると、魚達が纏っていたものと同じ青いエフェクトに身を包み水中から飛び出した。

　力強い青い光はその巨体をしっかりと支えている。

「来る！」

「【カバームーブ】！　【カバー】！」

　メイプルが叫んだのとイカが突撃したのは同時だった。

　念のためにと【カバー】したメイプルが跳ね飛ばされて攻撃をその身で受けてしまっているうちにサリーは回避することが出来た。

　飛び出したイカは逆側の水の壁にザブンと入っていった。




　メイプルのＨＰバーが四割程削れている。

【カバームーブ】で二倍になったダメージが入っているのだ。

　メイプルの装甲を火力で貫通する相手を見たのはサリーにとってはまだ二回目である。




「パワーアップか……っ！」

　サリーはメイプルに【ヒール】をかけると巨大イカを目で追う。

　近づいてくるということは攻撃のチャンスでもあるのだ。




「躱かわして……斬る！」

　サリーが意気込むがイカの狙いはメイプルだった。

「【超加速】！」

　メイプルを狙うイカをサリーが狙う。

　速度低下を受けつつもダガーを振り抜いていく。

「【トリプルスラッシュ】！」

　サリーは六連撃を加えつつイカの真下を抜けていく。

「【ポイズンランス】っ！」

　メイプルの毒槍がイカの頭部に突き刺さる。

　メイプルも突進でのダメージを受けるがイカのダメージも大きい。

　ザブンと再び水中に飛び込んでいく。




「次で倒す！」

「もうちょっとだよ！　頑張ろう！」

　二人は突進に備えてイカの動きを追っていく。

　貴重なチャンスを最大限に生かすためである。




　そんな中イカが身構えて飛び出そうとする。

「来るよ！」

「うん！」

　二人がバッと武器を構えたところで。




　毒に侵されたイカのＨＰバーがついに消し飛んだ。




「「え？」」

　イカの体は光となって消えていく。

　汚れていた水が浄化されていく。

　輝きは水中に差す太陽の光のようにキラキラと水の中で揺れて、次第に消えていった。




「…………スッキリしない」

「…………分かる」

　二人にとって納得のいかない勝ち方だったのである。




　とはいえ、勝ちは勝ちであり、二人の目の前には深い青色の魔法陣が現れた。




「乗る？」

「報酬は？」

「んー……何かあるかもしれないし、水中探してくるね？」

「お願いします！」

　サリーが水の中に入っていく。

　毒は無くなっているため存分に探索することができる。




「シロップもウミガメなら行かせてあげられたんだけどなー」

　メイプルはサリーが泳ぎ回るのを眺めていたが、しばらくするとサリーが戻ってきた。




「イカの触手が一本だけ」

「メダルは？」

「うーん……無かったと思う。珊さん瑚ごの周りもきっちり探したし……何より、報酬を分かりにくいところに出したりしないと思うんだよね」

「確かに……」

　メダルが無いことにがっかりしつつ二人は魔法陣に乗った。




　崖がけの上に戻ると思っていた二人は、転移先が水中だということを予想すらしていなかった。

「い、息が！　ど、どうしよう!?」

「ん、ん？　メイプル！　息出来るよ！」

「え!?　あ、あれ？　本当だ……」

　言葉も問題なく発することが出来る。

　水の感触はあるものの窒息するようなことは無いようだ。

「不思議な場所……」

「ここが【青ク静カナ海】？」

　サリーの言うように二人のいる場所は静かだった。

　二人が黙ると泡の音だけが断続的に聞こえる青い海。

　海の底にいるようで、それでいて水面に近いようで。

　今にも眠ってしまいそうになるような、落ち着く青に支配されたその空間には、珊瑚に包まれるようにして青い宝箱が置いてあった。




「開けるよ？」

　中にはメダルが二枚と巻物が二つ。

　メイプルはメダルをしまい込む。

　サリーは巻物を手に取って情報を見る。

「スキル名は？」

「【古代ノ海】水系のスキルを持っていることで取得できて……さっきの青い光を纏まとった魚を呼び出せるってさ」

　サリーの言うさっきの魚とはイカとの戦いで嫌という程見てきたあの魚達だ。

　サリーが読み上げたところ、あの液体にはやはり【ＡＧＩ10％減】の能力が備わっていた。

　メイプルにとってはあまり使い所のないスキルではあったが、サリーならばより戦略の幅を広げられるだろう。

　二人は地上でのギミックを解いて海中へとやってきた。それによりボスが弱体化し、報酬も一部変化していたもののそれはふたりの知る由もないことである。

「あー……【毒竜ヒドラ】じゃ駄目？」

「流石に水系ではないと思う」

「だよね」

　一応試してみたもののメイプルは取得することが出来なかった。

　メイプルは取り敢えず今は保留にしてインベントリに巻物をしまい込む。

　宝箱を閉めると二人は寝転がった。

　長い戦いと五日目の廃はい墟きよ探索で疲労が溜たまっている。

　五日目はカナデと出会ったところから始まったのだ。

　この日も濃厚な一日となったことを二人は感じていた。

「一日くらいはゆっくりしてもいいかもしれない」

「あはは……確かに」

　メダルに余裕が出来れば七日目くらいはのんびりできるかもしれないと思いつつ、二人は眠ることにした。

　ここは寝るにはちょうどいい場所だった。

「ちょっと……休んでいこう」

「そうだね……」

　二人を包み込む静かな海は、今までで最も心地よい寝床になった。











十一章　防御特化とイベント六日目。









　しばらくして二人が起き上がる。

　魔法陣に乗って転移した先はあの崖の上だった。

　振り返ると廃墟が見える。

　海を貫くような深い穴も無くなってしまっていた。




「これで、攻略完了かな？」

「多分ね……メダル足りなかったけど」

「あーそうか……あと二枚」

　二人は結構な時間眠ってしまい、現在は六日目の午前九時である。

「まだ攻略されてないダンジョンは……高難度か……発見すらされないようなものだろうね」

「そっか……じゃあ、すぐにでも歩き出さないとね」

　メイプルが歩き出そうとする。

　しかしサリーがそれを引き止めた。

「メイプル。【悪食】の回数制限回復してないでしょ？」

「あっ……イカと戦ってるうちに日をまたいだんだっけ」

　回数制限が回復していなければメイプルは攻撃にまともに参加できないのである。

　サリーは少し考えて、一つの作戦を提案した。




「これは本格的にプレイヤーを狙わないと駄目かも」

「むぅ……仕方ないか」

　メイプルはサリーとは違いＰＫプレイヤーキルにあまり積極的ではなかったが、狩るか狩られるかの環境においてそれは仕方ないことだと割り切ることができた。

　今まで出会ったプレイヤーもメイプル達を倒そうとする者が多かった。

　そのため、少なくとも今はそれが最善策だと考えたのである。

「なら……森に入ろう。メイプル？　あの山見える？」

「んー？　見えるよ」

「あっちに行こう。ああいう目立つ場所ならプレイヤーも集まってくると思う」

　サリーが指差すのは二人が二日目に登った山岳地帯とは少し違う場所の別の山だ。

　ダンジョンがありそうなものだが、目立つ地形のため、あったとしても攻略されてしまっている可能性が高い。

「じゃあ……行こうか」

　二人は山に向かっていった。




　方針を決めてから三時間後。

　二人は山の中腹にある洞どう窟くつの中にいた。

　途中で遠くに数人のプレイヤーを見つけたものの全速力で逃げられてしまった。

　戦闘力が極限まで低下したメイプルを置いていくくらいならばと、サリーはそのプレイヤー達を追うのを諦あきらめた。




「という訳で……メイプルはここに隠れてて？」

「了解！　ごめんね？」

「いいよいいよ！　イカ戦で活躍してくれたし」

　サリーは青いパネルを操作すると、装備していた指輪をメイプルに渡す。

　それは朧おぼろとの繫つながりを持つための指輪だった。

「ＨＰ下がっちゃうけど……朧も護衛に置いていくね？」

　メイプルはタフネスリングを外して指輪をはめるとシロップと朧を呼び出した。

「じゃあ……行ってくる！」

「頑張って！」

　サリーが洞窟から出ていく。

　シロップと朧はまだほとんど育っていないものの、中の中程度に位置するプレイヤーなら相手にできる性能を持っている。

　ある程度護衛の役目を果たせる能力だ。

　メイプルがやられれば今までに稼いだメダルが無くなってしまう。




「責任重大だよ……そうだ！」

　ボス部屋こそ無かったものの元はダンジョンだったのか、この洞窟は広かった。

　山の内部に蟻の巣が出来ているような構造の洞窟だった。

　メイプルはその洞窟の最奥にいるのだ。

「【ヴェノムカプセル】！」

　誤爆防止のために朧とシロップを戻すと毒のカプセルに入り込み、その大きさを広げていく。

　これはメイプルが素の状態でも使える能力である。

「サリーが戻って来るまで……生きないとね」

　メイプルの毒は一定時間ごとに狭い洞窟の通路を侵食していく。

　ダンジョンが毒沼のギミックで覆われていく。

　それはまるで、メイプルが新たにこのダンジョンのボスになったかのような光景だった。




「くるなー！　誰もくるなー！」

　メイプルはカプセルを広げていった。




　メイプルが毒を放出しているころ、サリーは洞窟外に出てきていた。

「私一人なら……倒せると思うプレイヤーも多いはず」

　メイプルの姿は多くのプレイヤーに知られている。

　逃げていくプレイヤーはメイプルの特徴的な装備を見て逃走しているのだ。

　皆がメイプルの危険性を把握している。

　だが、サリーは違う。

　サリーはまだ何も知られていない。




　サリーはメイプルと同レベルの異常能力を持ち、メイプルよりも好戦的だ。

　そんなことを知るものは殆ほとんどいない。




　そして、サリーには現在失うものが何もない。

　メダルは全てメイプルに預けてきているのだ。

「久しぶりに……思いっきり暴れてみようかな？」

　サリーにとってはメイプルとの共闘も楽しいが、一人での戦闘にもまた違った魅力があった。




　サリーが山を駆け下りていく。

　時間帯はまだ昼過ぎで視界も良好だ。




「お！　いたいた」

　サリーは森の中を歩く、槍使いと剣使いの女性二人組を見つけた。ちょうど二人も周りを警戒していたようで、サリーの接近に気付く。

「やるよ！」

「おっけー！」

　剣使いは盾を装備しており、ガードしつつじりじりと距離を詰める。

「【疾風突き】！」

　剣使いのプレイヤーは、サリーに向けて突き出された槍に対するサリーの対応を予想し次の行動に出ていた。

　ダガー装備ならば恐らく回避してくるのでバランスを崩しているところを叩たたく。

　そういう予定だったのだろう。

　一般的なプレイヤーなら後ろに引いて回避するか横に避ける。

　剣使いは、今回は後ろに下がることを想定しつつダッシュで距離を詰めていた。

　これならば横に避けられても対応しやすく最善だっただろう。




　サリーが一般的ならばだが。




「えっ!?」

　サリーの回避は普通のそれとは違っていた。

　体を捻ひねり槍をすれすれで回避し、前進する。ダガーが隙だらけの槍使いに迫る。

「【ダブルスラッシュ】！」

　赤いエフェクトが飛び散るが、槍使いは何とか生き残った。

　そして咄とつ嗟さに槍を引き戻して横よこ薙なぎに払う。

「噓!?」

　サリーはその槍を上体反らしで回避したのだ。反応速度が人間とは思えないその回避に、槍使いの思考が止まる。

「はい、おしまい」

　サリーのダガーは今度こそ槍使いのＨＰバーをゼロにした。

「【パワーブレイド】！」

　素早い縦切りがサリーの背後から迫る。

　これならいけると、剣使いはそう思った。

「…………っ！」

　まるで後ろに目がついているかのように、サリーがその体を半身にする。

　ただそれだけでサリーの中心を狙った剣は、まるで自らサリーを避けているかのようにすれすれを通って抜けていくのだ。

「【スラッシュ】！」

　体を斬りつけながらサリーが剣使いの横をすり抜ける。

　それを剣使いは酷く不気味に感じた。

　攻撃すれば攻撃するだけ自分の状況が不利になっていくのだ。

「くっ……」

「【ウィンドカッター】！」

　どうすれば攻撃が当たるかを考えてサリーを睨にらんでいた剣使いは、相手が魔法攻撃をしてくることなど頭になかった。

　それだけ、異常な相手を前に焦っていたのである。

「くっ！」

　剣使いは横っとびで回避する。

　それはまさに最初に自分達が仕掛けようとしたことだと、彼女はバランスの崩れる中で気がついた。

「さよなら」

　一般的なプレイヤーが常軌を逸したプレイヤーに真っ向勝負で勝つことは厳しい。

　今回は、奇跡は起こらなかったのである。



















「さて、メダルは無し……と」

　サリーは次の獲物を求めて歩き出した。

　偶然にも、六日目にこの辺りにいたプレイヤーは多かった。

　そのプレイヤー達はイベント後に口々に語り始める。




　曰いわく、『幻のように消える』。

　曰く、『剣が避けていく』。

　曰く、『まさに幻影』。




『六日目の悪夢』と呼ばれる出来事を生み出した殲せん滅めつ劇の始まりは、まさに今この瞬間だった。





◆□◆□◆□◆□◆






「さて……帰るか……」

　舞い散る赤いエフェクトとプレイヤーの死亡エフェクトの中でサリーが呟つぶやく。

　もしも、このゲームで攻撃した際にエフェクトではなく血液が出ていたとしたならば、その綺き麗れいな青い装備は綺麗な赤い装備に変わっていたことだろう。

　イベント後に、突然発生した強力な徘はい徊かい型ボスではないかとちょっとした騒ぎになる蹂じゆう躙りんは終わった。

　理由はメダルが二枚見つかったからである。




「持ってる人ってやっぱり少ないんだなぁ……私達の運が良かっただけかぁ」

　既に日が落ちつつあった。

　移動しつつ、五時間程戦っていたのである。

　かなり遠くに沈みかけの太陽に照らされてメイプルのいる山が見えた。

　そこは既に十キロは離れているだろう。

　倒したプレイヤーの数は百を超えてからは数えることを止めていた。

　それでも手に入ったメダルはたった二枚である。




　サリーの言うように二人は運が良かった。

　また、発見したダンジョンを攻略するだけの強さがあったことも、他プレイヤーとの大きな違いだった。




「きっちり持ち帰らないとね」

　サリーはそう言って走り出した。

　途中で出会ったプレイヤー達が数人、光となってしまったがそれは仕方ないことである。




「よし！　到着！」

　サリーがさっと洞窟の中に入る。

　道順は覚えているのでメイプルの元へと急いで向かうが、途中で足を止めた。

「うわ……」

　メイプルのいる場所に繫がる通路に毒の壁が出来ている。

　壊したとしても地面や壁が毒まみれでまともに進めないだろう。

「メイプルか……メッセージ送るか……」

　メイプルにメッセージを送るとしばらくしてメイプルが毒壁を通り抜けて出てきた。

「メダル取ってきたよ」

「おお！　凄すごい！」

　サリーがメイプルにメダルを渡す。

　これで二人のメダルは二十枚。

　後は守りきるだけである。




「どうする？　メダルも揃そろったし、あとはもう二匹の育成をしながら過ごしてもいいと思うけど」

「あ！　そうそう！　それについて言いたいことがあったんだ！」

「何？」

「ついてきて！」

「いや……無理なんだけど……」

　毒まみれの床を進んでいくのはサリーにはできないことだった。

「んー……じゃあ、大盾に乗って？」

　メイプルがカプセルを解除して毒壁を消すと地面に大盾を置く。

「乗るけど、どうするの？」

　サリーが大盾に乗る。ちょうど、そりのような感じだ。

「頑張って押す」

「え？」

「頑張って押す」

「無理じゃない？」

「いけるいける！」

　メイプルがぐっと押す。

　大盾は五十センチ程動いたところで止まった。

「……いけない」

「うん、だと思った。それで？　話したいことって？　まずそれを聞きたいな」

「ああ、えっと……私のいた場所とはまた違う行き止まりに小部屋があって、そこに二十センチくらいの蟻のモンスターが出たんだけど、それが弱くてシロップと朧おぼろにちょうどいいかなって！」

　二人は洞どう窟くつ内をそこまでしっかり探索していなかったため気がつかなかったのである。

　メイプルは暇だったため、毒で安全を確保した後に散歩も兼ねて探索をしていたので見つけることができた。

「ずっと出てきてるの？」

　サリーが聞く。

　時間経過でいくらでも出てくるのなら、そこでの育成もありかもしれないと考えたのである。

「十分ごとに三匹出てくるよ！」

「なら……悪いけどメイプルだけでやってくれる？　私は行けそうにないから……」

「分かった……頑張るね！」

　サリーが大盾から降りるとメイプルは大盾を装備し直して洞窟の奥へと消えていった。




「うーん、やることなくなっちゃった」

　サリーは取り敢えず洞窟を引き返す。

　まだ全域が毒に覆われている訳ではなくおよそ三分の一といったところだ。

　サリーは入り口から少し進んだところにある広間に座り込む。

　一辺約二十メートルの正方形で、壁には装飾がされている。

　元は中ボスの部屋だったのかもしれないとサリーは思った。




「メイプルを守ってあげるか」

　ここは魔法陣で転移するダンジョンではない。

　ダンジョン内は既に攻略されているためかモンスターの湧きも悪い。

　メイプルの言っていたような場所が何箇所か残っているだけだった。

　もっとも、サリーは数箇所あることは知らなかったが。




　では、サリーが何からメイプルを守るか。

　それは、モンスターではなくプレイヤーである。

　ダンジョンが残り少なくなっている今、ダンジョンらしき場所ならば、プレイヤーはメダルを求めてとにかく入ってみることだろう。




「【毒無効】がいたら終わりだしね」

【毒無効】持ちのプレイヤーで、ある程度防御力があれば、今のメイプルにそのプレイヤーは倒せない。

　やることが無いのなら念のために守ってあげるべきだとサリーは考えたのだ。




「ここも……もうダンジョンみたいなものだしね……」

　メイプルをボスとして、サリーを中ボスとし、報酬のメダルは二十枚。

　モンスターはほぼいない。

　破格のダンジョンだ。




「六日目が終わるまでは守り抜かないと……」

　七日目に入ってしまえば、メイプルを弱体化させている縛りが解ける。

　そこまで耐えればメイプルが復活する。




「この考え方だと……何だかメイプルがどこかの魔神みたいだなぁ……」

　周りに多くなっていたプレイヤーのことを考えると、山岳地帯の向こうは探索が粗方終わってしまったのかもしれないとサリーは思った。




「向こうで探索する場所が見つからなければこっちにくるかな？」

　サリーがしばらく待機していると正面の通路から話し声が聞こえてきた。

「何かいるぞ！」

　武器を構えつつ広間に入ってきたのは四人組だ。

　サリーは素早く武器を確認する。

　槍やり、大盾、杖つえ、大剣だ。

　いつもパーティーとして行動しているのだろう、バランスのとれた編成だった。

「このダンジョンに何か用？」

「お前……プレイヤーだよ……な？」

　あからさまな中ボス部屋に一人佇たたずむ豪華な装備の少女がいれば疑うのも無理はないだろう。

　ＨＰバーは見えているが、それはモンスターでも変わらない。

　サリーがモンスターだと言えばプレイヤーがそれを信じる可能性は高い。

「戦う？」

　プレイヤーと明かしてもメダルを奪い取りにくることを考えると戦闘になるだろう。サリーが持っていないと言ったとしてそれを信じる義理もない。

　それに、きっと奥まで探索するつもりだろう四人をここでスルーすれば、メイプルの作った毒の通路にたどり着くだろう。

　あれは、まだ攻略されていないダンジョンに見えてしまうこと間違いなしだ。

　毒の通路を通り抜けられてしまえば終わる。

　倒すのが最も安全だ。

　それならばいっそモンスターとして立ち振る舞ってみるのも面白いとサリーは思った。

　そのため、定型文のように聞こえる返答をする。

「どうやら……当たりだな！」

　四人はサリーを中ボスと思い込み、このダンジョンをまだ探索されていないものとして認識した。

「楽しい勝負になるといいね」

　サリーの周りから青い光を纏まとう魚達が現れる。

　サリーがモンスターのように振る舞った理由。

　それは殲滅劇でちょっと気持ちが高ぶっていたからだ。

　もう少し戦闘がしたくなってしまったのである。

　モンスターだと思われれば間違いなく戦闘になる。相手も全力だ。

　どのみち倒さなければならないなら楽しくやりたかった。

　サリーにとって、楽しめてこそそれはゲームなのだ。

「ふふふ……やっぱり、楽しいな」

「気をつけろ！　行くぞ！」

「「「おう！」」」

　ゲームをする者は誰しもそこに現実とは違った快感を求めているのだろう。

　サリーも、そして四人のプレイヤーもその例外ではなかった。





◆□◆□◆□◆□◆






　ところ変わってメイプルは奥の小部屋で寝転がりシロップと朧を応援していた。




「【喰らいつき】！　行けー！　頑張れ！　【狐火】！」

　蟻が倒れていくのを見て満足そうにメイプルが微笑む。

「いいよー！　いいよ！　頑張ってレベル上げて強くなってね！」

　メイプルが起き上がって二匹を撫なでる。

　メイプルが完全装備でなければペットと接する普通の少女の図である。

　それは、よくある現実世界のままの光景である。

　メイプルはサリーが手前で戦っていることなど全く知らなかった。




　メイプルはどちらかというと例外に近いタイプなのかもしれなかった。

　そうしてメイプルはしばらく朧とシロップと遊んでいた。

　走り回って追いかけあったり、抱き上げてみたり、それで直接レベルが上がったりする訳ではなかったが、メイプルは楽しく時間を過ごしていたのである。

「追いかけっこはやめよう……うん、追いつかれたのは狭いからだから……」

　メイプルは座り込んでそう呟つぶやきながら歩き回るシロップをじっと見つめていた。

　そうしているうちに時間が経過して、再びモンスターが姿をあらわす。

「あ、来た来た！　【挑発】っと。で、シロップ【喰らいつき】朧は【狐火】！」

　メイプルは【挑発】でモンスターを引きつけてぺたっと地面に座る。

　そしてチクチクと攻撃してくるモンスターの背後からは朧とシロップがダメージを与えていた。

「頑張れー！　頑張れー！　もう一回【喰らいつき】【狐火】っ！」

　メイプルが見つめる中、朧とシロップは蟻型モンスターを見事に倒していった。

「レベル上がったっ！　やった！　ふふっ……えらいぞー。あっ！　スキルも覚えたんだね！」

　メイプルは二匹を褒めると、再度ふれあい始める。

　データが変わらないことは分かっていても、愛情を注いでいたいとメイプルは思っていた。

「現実ではシロップ達みたいに動物と気軽に一緒にいられないからなあ。えへへ……可愛いよー」

　メイプルはメイプルで、レベル上げという仕事を最大限楽しみつつこなしていたのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






「ぐぁっ！」

「さよなら」

　プレイヤー達が光となって消えていく。

　サリーはダガーをしまうとその場に座った。

　何度かの襲撃があったものの誰一人としてサリーに傷を負わせることは出来なかった。

　六日目もそろそろ終わりに近づいてきていた。




「あと三十分か……」

　最後の襲撃からしばらくは誰も来ることが無かったため、現在の時刻は十一時半である。

　メイプルの能力さえ戻れば七日目は自由に行動出来ることだろう。

　今と同じようにダンジョンに引きこもるもよし、外に出るのもよしだ。




「今日最後の……相手かな……？」

　サリーが立ち上がってダガーを抜く。

　誰かが歩いてくる音が聞こえたのだ。




「ん？」

「……ん？」

　侵入者とサリーが顔を見合わせる。

　侵入者は一人。

　その装備は綺き麗れいな和服に刀だった。




「また……会ったな！」

「はぁ……こんなところで何してるのカスミ？」

　そう、侵入者はカスミだった。

　カスミは刀に手をかけすらしない。

　戦闘の意思は無いのだろう。

　サリーにも戦闘の意思は無かった。

　もし向かってくるようなことがあれば戦うつもりではあったが、一度協力してダンジョンを攻略した相手である。

　自分から斬りかかっていくつもりはさらさら無かったのだ。

「私も一応金メダル持ちだからな。身を隠そうかと思ってな」

「私達と同じ感じだね」

「やっぱりメイプルもいるのか？　姿が見えないが……」

「メイプルは奥に引きこもってる」

「会いに行っても大丈夫か？」

「毒の上を歩けないと一瞬で死ぬよ？」

　サリーがそう言うと、カスミは奥がどのような状況なのか察したようで行こうとはしなかった。

「まあ、そのうち出てくると思うよ。私はメイプルにメダルを渡してあるから……ここでメダル狙いのプレイヤーを倒してる感じ」

　それを聞いたカスミは一つ提案をした。

「なら、私もここにいていいか？　外を歩いているとやたらと戦闘になってな……」

　カスミは多くのプレイヤーに顔を知られているので、外を歩いていれば戦闘になる回数が多いだろう。

「いいよ。誰か来たら斬って」

「了解。私も金メダルは持ち帰りたい」

　こうして中ボス枠は二人になった。

　カスミが加わったことで、他のプレイヤーがモンスターだと勘違いすることは激減しただろう。

　だが、代わりに金メダルの誘惑が追加されたため、戦闘になる可能性は大して変わらないと言えた。




　二人が会話しつつ通路の先を警戒していると、二人の後ろの通路からメイプルがやってきた。

「サリー！　レベル上がったよー！　ほらほらー！　シロップの新しいスキルも手に入って……あれ？」

　奥から走ってくるメイプルの横をシロップと朧おぼろがついてくる。

　メイプルはそこでカスミと目が合った。

「カスミ!?　なんでいるの!?」

「ん……それはまあ、メダルを守るためだが……その二匹は何だ？」

　シロップと朧を見たのは二人以外ではカスミが初である。

「この子達はパートナーだよ！」

　前回出会った時には怪鳥の話はしていなかったためそのことを話す。

　カスミは怪鳥のありえない強さと二人がそれを倒したということに驚いていた。

「報酬の卵か……現状二人しか持っていないだろうな。私も結構プレイヤーと出会ったが見たことがなかったしな」

　カスミの予想は当たっていた。

　幻獣を従えているのはメイプルとサリーだけである。

　今後のイベントでどうなるかは分からないが、その時も恐らく高難度のダンジョンクリアを要求されることは間違いなかった。

「そうだ、朧返すね？」

「ん、ありがとう」

　二人は装備を元に戻す。

「どうする？　この洞どう窟くつから出る？」

　時間はもう既に十二時を過ぎている。

　メイプルが復帰したのだから引きこもらなくても生き残れるだろう。

　だが、メイプルはあまり出たいとは思っていないようだった。

　メイプルはメダルを慎重に守り切りたいと思っていた。

　メイプルがその旨をサリーに伝える。

「なら……取り敢えず通路を潰つぶしてきてくれるとありがたいかな」

「ん、了解！」

　メイプルが広間の入り口に歩いていき新月を構える。

　久しぶりに大きな紫の魔法陣が展開される。

「【毒竜ヒドラ】！」

　毒竜ヒドラは狭い通路をグチャグチャにしながら出口に向かって突き進んでいく。

　途中で一組のパーティーを飲み込み、さらにたまたま出口にいたプレイヤーの顔面を吹っ飛ばしていったことなどメイプルは知らない。

　メイプルはそのまま通路を歩いていき、しばらく進んだ場所に【ヴェノムカプセル】を展開すると戻ってきた。

「これで安全は確保されたね！」

「もう、私もカスミも出られないけどねー」

「ああ、そうか。そうだったな……信じてるぞ？」

　この状況ならカスミは逃げられない。

　つまり、メダルの強奪も可能である。

　二人は顔を見合わせる。メイプルはサリーの方を向いたまま首を横に振った。その意味が理解できないサリーではなく、二人はカスミを攻撃しない意思を固めたのである。




「これで後は一日過ごすだけだね」

　ここは一いつ旦たん眠るのが得策だろう。

　わざわざ疲れを残して七日目を迎える必要などない。

　念のためにと交代で一人が見張りをしつつ睡眠をとった。

　結局侵入者は一人も現れることはなく、朝を迎えることが出来た。

　入り口ではたまに毒耐性があるからと足を踏み入れて死亡するプレイヤーもいたりした。





◆□◆□◆□◆□◆






「おはよう」

「おはよう！」

「おはよう。最終日だな」

　長かったイベントも遂に終わりを迎えることとなる。

　二人としては目標も達成することができて、充実したイベントとなった。

「あ、そうだ！　いつメダルが必要になるか分からないからサリーの分は渡しておくね？」

　メイプルがサリーの分のメダルをインベントリから取り出して渡す。

「ありがとう」

　サリーはそれをしっかりと受け取るとしまい込んだ。

　カスミは銀メダルを探すことに全力を尽くさず、金メダルがあればいいというスタンスだったので銀メダルは二人のように大量には持っていない。

「でも、あれだね？　一日ここにいるのも暇だね？」

「確かにな」

「じゃあメイプルの遊び道具で遊ぶ？　色々持ってたでしょ？」

　メイプルはサリーの提案に乗って、持ってきていたものを片っ端から出していく。

　その中にはオセロもあった。

「カナデ、強かったなぁ」

　メイプルはカナデと遊んだことを思い出した。また会った時には遊ぶことを約束しているのだ。

「カナデ？　誰だ？」

　カスミはカナデのことを知らないので、メイプルが説明する。

　その話の流れで巨大イカとの戦闘のことも話した結果、カスミは驚いていた。

　立て続けに強敵と戦っている二人のようなプレイヤーは珍しいのだろう。

「メイプルがゲームに弱いだけじゃないの？　私とオセロやる？」

「むむむ……言ったなー？　じゃあ私とやろうよ？」

「いいよ？」

　メイプルが黒、サリーが白でゲームスタートだ。




　結果。

　盤面のほとんどは黒に覆われていた。




「え……メイプル強くない？」

「結構得意なんだよ？　カナデには負けたけど……」

「じゃあ、次は別のやつ！　三人で出来るようなので」

　サリーも負けたままではいられないので別のゲームで勝負することにした。

　オセロは勝ち目がないと悟ったのだ。




　こうして三人で遊んでいる間、それを邪魔するプレイヤーは誰一人として現れなかった。

　そしてついに。

　イベント終了の時がきた。

　フィールド全体にアナウンスが鳴り響き、五分後に元のフィールドに転移することになる。

　これでまたカスミとはお別れだ。




「じゃあ、また戻ったら」

「ああ、また会おう」

　新たな出会いと、新しい力の入手。

　二人にとって大満足の第二回イベントはついに幕を閉じた。











十二章　防御特化とスキル選択。









　イベントが終わり、もといた場所に帰ってくる。

　加速していた時間の流れも元通りだ。

　運営からは放送が入り今から三十分後にスキルとメダルの交換を行うため、メダルの受け渡しがある場合は行うようにと言われた。

　メイプルはサリーとの受け渡しを済ませているので問題無しだ。

「どんなスキルがあるかな？」

「さあ？　見てみないとなんとも……」

　そして三十分後。

　再度運営のアナウンスが入り、専用の部屋に個別で転送されることが告げられた。相談などは出来ないとのことなので、自分の必要だと思うスキルを自分で選ばなければならない。

　そして、メダルを十枚以上持っている者の姿が光に包まれて消えていった。

　十枚に至らなかったプレイヤーの銀メダルは次の機会に持ち越しである。




　メイプルの視界はステータスプレートと同じ青に埋め尽くされている。

　メイプルが現在いる出口の無い部屋の中心には一つのパネルが浮かんでいる。

　メイプルが近寄って見てみるとそこにはスキル名が並んでいた。

　一つ一つのスキルから詳しい説明のページに飛ぶことが出来た。

「えっと……数は百個かな？」

　戦闘系スキル、生産系スキル、ステータスアップ系スキル、そのどれにも属さないスキル。

　それらが順に並べられている。

「時間制限は無さそうだし……じっくり見て決めないとね！」

　メイプルの選ぶことが出来るスキルは二つ。あからさまな攻撃系スキルはメイプルには必要ないのでスルーした。

【聖剣術】や【龍槍】など名前から分かる取得しても無意味だろうスキルのことだ。

　生産系スキルもそもそもＤＥＸが低すぎるため無駄だろう。

　となるとメイプルの選ぶことの出来るスキルは限られてくる。

　メイプルはメダル所持者の中で最も取得して意味のあるスキルが少ないプレイヤーだった。

　その分迷う時間も減る。

「【レジストオール】……いや【フォートレス】もいいなぁ……あえて【魔力増強】なんてのも……」

　メイプルがどれにしようかとスキルを物色する。

「ん？　…………んん？」

　メイプルがとあるスキルに目を留める。

　そのスキル説明を穴が開くほどじっくりと見つめる。

「こ、これ！　一つはこれにしよう！」

　メイプルの頭に走った閃ひらめき。

　それに身を任せてスキルを選択する。

「もう一つはどれにしようかな……」

　メイプルが再びスキルに目を通していく。先程のような閃きがあればそのスキルに即決定するつもりだった。

「どうしようかなー？　んー……」

　メイプルはピンとくるスキルが見つからなかったため悩んだ末に【フォートレス】を取得した。

【フォートレス】はＶＩＴが一・五倍になるスキルだ。

　発動条件もデメリットもなく、まさに貴重なメダルに釣り合うスキルの一つだった。

　メイプルはそれに匹敵するスキルを持っているが、それはメイプルがちょっと、いやかなり普通から外れているだけのことである。

　ともかく、選択を終えたメイプルは再び光に包まれて消えていった。





◆□◆□◆□◆□◆






　イベントが終わって一日後。

　掲示板にいつもの面々が集まり始める。










５４２名前：名無しの大盾使い

イベント終わったな

話すことも満載だぞ




５４３名前：名無しの大剣使い

終わったなー

長かった




５４４名前：名無しの槍使い

現実だと二時間だったんだよなー

不思議な感じだ




５４５名前：名無しの大盾使い

だよなー




５４６名前：名無しの大剣使い

誰かメダル十枚いった人いる？

俺は無理だった




５４７名前：名無しの魔法使い

無理

ダンジョンが結構キツイ

というか探索続きの七日間がしんどい




５４８名前：名無しの槍使い

それな




５４９名前：名無しの大剣使い

一番高い山に登ったけど何もなかったところで疲れきったわ




５５０名前：名無しの大盾使い

その山頂上が円形の山か？

祠ほこらがあったか？




５５１名前：名無しの大剣使い

そうそれ

何か知ってるのか？




５５２名前：名無しの槍使い

気になるな




５５３名前：名無しの魔法使い

聞きたい




５５４名前：名無しの大盾使い

よし

ちょっと長くなるが説明するぞ

あの山は俺も登った

それでその頂上の祠の前には魔法陣があったんだよ




それに乗って転移した先ででかい鳥型モンスターにボコボコにされた

完膚なきまでに叩たたき潰つぶされたんだ




視界を埋め尽くす氷の礫つぶてのうち一つに当たるだけでパーティーメンバーが溶けた

マジで火力が洒落しやれにならん




だから頂上に着いて何も無かったってことは誰かがそいつを倒したってことだ




５５５名前：名無しの大剣使い

は？

無理だろ

敵のＨＰが１とかならギリギリ分かる




５５６名前：名無しの槍使い

だってお前クロムだろ？

クロムで無理なら誰が耐えられる……

いや……いるな




５５７名前：名無しの魔法使い

俺も一人だけ心当たりがある




５５８名前：名無しの大盾使い

まだ話は終わってない

その時頂上にはもう一組パーティーがいたんだよ




それがメイプルちゃんとその友達？　のプレイヤーだった




その子は全身青系統の装備でかっこかわいかったぞ




だからもし魔法陣が消えてたなら

二人が攻略した可能性は高い

俺達の後に入ってるだろうしな




５５９名前：名無しの大剣使い

あーそれは二人が倒したかもしれんな

メイプルのごり押し

もしくはその友達の子？　も化物じみてるか

どっちかな？




５６０名前：名無しの弓使い

ちょっと遅れた

代わりに面白い情報を二つ持ってきたぞ




５６１名前：名無しの大盾使い

どんな情報だ？




５６２名前：名無しの魔法使い

さあこい

驚かんぞ




５６３名前：名無しの弓使い

一つ目

イベント六日目に惨劇が起こった場所があったらしい

なんでも青い衣に身を包んだ人型の徘はい徊かいモンスター？

もしくはプレイヤー？




ともかくそれがスキルを使っている様子もなく全ての攻撃を避けて近づいてきてキルされるらしい

突然消えるだの剣が避けていくだの言われてる

これは結構被害者が出てる




そいつはその後近くの洞どう窟くつで中ボスになっていたらしい

ちなみにその洞窟から毒竜ヒドラが飛び出したとかいう書き込みもあった




５６４名前：名無しの大盾使い

なるほど

うーん青い衣なぁ

毒竜ヒドラなぁ

聞いたことあるなぁ




５６５名前：名無しの大剣使い

毒竜ヒドラはメイプルちゃんっぽいというか確定だろ

あんなのが二人もいてたまるか

てことはあれか？

青い衣は友達の子か？




５６６名前：名無しの魔法使い

その可能性は高そうだよな

となるとその子もヤバイぞ

振り下ろされる剣を見切るとか人のやることじゃない




５６７名前：名無しの槍使い

イベント中ならメダルスキルでもない

ならまだ取得条件不明なスキル

または純粋なＰＳプレイヤースキルの可能性もあるな

後者なら本当人外




５６８名前：名無しの大盾使い

メダルスキルで思い出した

メイプルちゃんの超高防御の元になっていそうなスキルがメダルスキルにあった




【フォートレス】

ＶＩＴが一・五倍になるスキル




こういうのを複数持っている可能性が高いんだよなぁ

あの防御力は一つじゃないと思う

俺のＶＩＴ値からするにあれは一・五倍どころじゃない




５６９名前：名無しの魔法使い

メイプルちゃんそれ取ったかもしれない

というかメイプルちゃんなら取るだろ

メダルは一枚は持ってるしな

ていうかまだ固くなるのか




５７０名前：名無しの弓使い

話戻して二つ目いくぞ




イベント後のメイプルちゃんと友達の子を人ひと気けのない砂漠で見た




久しぶりに見たメイプルちゃんは




空飛ぶでかい亀の背中に乗って飛び回って毒の雨降らせてた




５７１名前：名無しの魔法使い

待って脳が処理出来ない




５７２名前：名無しの大盾使い

そんなスキル無かったぞ

無かったはず

無かったのかな

モウワケワカラン




５７３名前：名無しの大剣使い

マジでメダル何枚確保したわけ？

その現象はどうなってんの？




５７４名前：名無しの弓使い

俺にも分からん

おかしいのは

亀

飛んでる

毒の雨

この三つ




毒の雨は『いつもの』だとして残り二つが問題だよなぁ

イベントの間に何があった




５７５名前：名無しの槍使い

テイムとか出来ないだろ？

いや

そういうアイテムがイベント中どこかにあったのか？




５７６名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんは色々な二つ名が付いてるんだよな

ほぼ決まってるのが『要よう塞さい』っていう二つ名だったが

これもう改名だわ

『浮遊要塞』だわ




５７７名前：名無しの魔法使い

ちょっと目を離すと斜め上にぶっ飛んでいくからなぁ

スキル欄と装備欄見てみたい

マジで『浮遊要塞』になったしな

制限時間とかあるのかもしれないけど




５７８名前：名無しの大剣使い

友達の子も要観察だぞ

メイプルちゃんの周りに集まってくる人と物は総じて変という傾向があるからな




５７９名前：名無しの弓使い

俺はもう普通のプレイヤーじゃないと思ってる

一回戦ってみたい

攻撃が避けていくっていうエグいスキルなのかもしれんし

やってみないとヤバさが分からん




５８０名前：名無しの大盾使い

なら近いうちに接触してみよう

俺はメイプルちゃんとフレンド登録してあるしな

その時にできれば友達の子の実力を見てくるわ




５８１名前：名無しの槍使い

いい報告を期待しているぞ




５８２名前：名無しの大剣使い

期待しているぞ














◆□◆□◆□◆□◆






「サリーはどんなスキルを選んだの？」

　メダルスキルを選び終えた二人は第二の町のベンチに座っていた。

「んー……結構迷ったんだけど【追刃】にした」

「【追刃】？」

　メイプルは攻撃系スキルの内容を見てすらいないので、どんなスキルかが分からない。

「えっと……武器での攻撃が成功した時にその攻撃の三分の一の威力の追撃が発動するスキル……かな」

「えっと……？」

「手数が二倍になる。私は二刀流だから【ダブルスラッシュ】が八連撃になったりする」

「すごっ！」

「まあ、【器用貧乏】もあるし二刀流は一撃ごとのダメージが減るし、まだまだ本格的な運用は出来ないけどね」

　サリーは手数の多い攻撃方法や高速の攻撃方法を好む傾向がある。

　メイプルは耐久力を高めようとする傾向がある。

「メイプルはどんなスキルにしたの？」

「私もちゃんと使えるか分からないスキルだよ」

「え？」

　サリーはメイプルの言っていることがよく分からなかった。

　どんな理由があれば、自分でもよく分からないスキルを選ぶことができるというのだろうか。

「じゃあ砂漠に行こう？　人目につかないところで試してみたいな」

「う、うん。分かった」

　メイプルが何のスキルを選んだのかサリーには見当もつかなかった。




「よーし。シロップ出ておいでー」

　メイプルはシロップを呼び出した。

「シロップ！　【巨大化】！」

　メイプルの声に反応してシロップの体が光に包まれ大きくなっていく。

　高さ三メートル。

　体長五メートル半といったところだ。

　これはイベント六日目にシロップがレベルアップして手に入れたスキルだ。






【巨大化】




ＨＰが二倍になる。








　巨大化しＨＰを二倍にする代わりに的が大きくなりダメージを受けやすくなってしまうため、スピードの遅いシロップでは今の所は有効に使えないスキルであった。

「上手くいけー……上手くいけー……」

　メイプルが目を閉じて手を合わせながら祈る。

　しばらくそうしていたメイプルはカッと目を開くと叫んだ。

「【念力サイコキネシス】！」

　その声が響き渡ると、シロップの体がふわりと浮き上がった。

　その巨体は重さを全く感じさせず、ふわふわと十メートル程浮き上がると止まった。

「えぇ……？」

「やった！　やった！　上手くいった！」

　ぴょんぴょんと跳ねて喜ぶメイプル。

　それに対して、怪鳥戦のギリギリの場面ですら冷静だったサリーは呆ぼう然ぜんとしていた。

　何があったかは見れば分かるが、この謎の状況に流石に思考が停止したのだ。

　メイプルは直感に身を任せてスキルを選択した。

　それはサリーには出来ないことだ。

　だからこそ『よく分からない何か』が生まれる。




　メイプルの選んだもう一つのスキルの性能は、ぱっと見たところはメイプルが選びそうなものではなかったのだ。






【念力サイコキネシス】




モンスターを浮かせることが出来る。

モンスターごとに設定された抵抗確率によってスキルの成功率が変わる。

一度失敗すると一時間は対象となったモンスターに対して再使用出来ない。

モンスター以外には作用しない。

抵抗確率によりスキル使用時のＭＰの消費量は変わる。








　メイプルにスキルを見せて貰もらったサリーは困惑した。

　このスキル説明からは、メイプルがこのスキルを取る理由が全く分からなかったのだ。

　サリーの見たところではこれは敵モンスターを拘束するものだったが、確定で敵を拘束出来るわけでもなく消費も大きそうだった。

「そのスキルを取った理由は？」

「シロップと一緒に空を飛べると思ったから！」

「あっ、はい」

　そこに深い理由など無かった。

　メイプルはただ楽しいと思うこと。したいと思うことのためにスキルを取ったのである。

　そして、先程述べたようにメイプルの直感は時に凶悪過ぎる現象を引き起こすのだ。

「ねぇメイプル？　……シロップさ？　いつまで飛んでるの？」

「えっ？　……あれ？　本当だ」

　メイプルがＭＰを見てみるが全く減っていない。

「…………まさか！」

「何？　何か分かったの？」

「シロップは普通のモンスターじゃないよね。【絆きずなの架け橋】のお陰でメイプルと絆で結ばれている」

「うん！　そうだよ」

　メイプルは当然今も指輪を付けている。

「【絆の架け橋】だよ？　絆で結ばれたモンスターなら……抵抗確率って……何％？」

　サリーが言いたいのは【絆の架け橋】でメイプルと結ばれているシロップが『抵抗』するのだろうかということである。

　抵抗確率が０％なら消費ＭＰはいくつになるのか。

　このスキルはその辺りの説明が無かったためサリーはスルーしたのだ。

　サリーにはメダルを投げ捨てて賭かけに出る必要などなかった。

「つまり、シロップと一緒に長い時間飛べそうなんだよね？」

「まあ、そうだね」

「なら細かいことはいいや。シロップ！　戻っておいで！」

　メイプルがシロップを呼び戻す。

「背中に乗せてー」

　シロップはメイプルの頭をガッチリと咥くわえると反動を付けて上に放り投げた。

「よっ！」

　メイプルがガシャンと甲羅の上に落ちる。広くなった甲羅は乗り心地もいい。

　メイプルは七メートル程まで高度を上げて周りを見渡す。

「メイプルー！　ダンゴムシの集団が来てるよー！」

　メイプルには真下からサリーが叫んでいるのが聞こえた。

　確認するとダンゴムシが周りを動き回った時に発生する砂すな埃ぼこりが見える。

「サリー！　離れててー！」

　メイプルが何か始めることを悟ったサリーは【超加速】で逃げた。

　何をやらかすのか見当もつかなかったからだ。




「【アシッドレイン】！」

　メイプルが新月を天に向けて突き出す。

　そこから広がる魔法陣から飛び出した直径十五センチほどの紫の水の塊は、メイプルから半径十メートル程の範囲にランダムに着弾していく。

「雨よ降れー！　降れー！」

　メイプルが降らせた雨はダンゴムシに当たる度にダンゴムシの動きを止めていく。

　素早い動きが出来なくなれば後は駆逐されるだけだ。




　そんな光景を遠くから二人の人物が見ていた。

　一人はサリー。

　もう一人は弓を持った男だった。




「「うわぁ……」」

　メイプルの謎行動を見たものは高確率で語ご彙いが貧困になるようだった。











閑話　防御特化と運営４。









　それから少し後のこと。

　モニターに映るスキル選択中の数字がゼロになった瞬間に、彼らは背もたれに全体重を預けてもたれかかった。




　ここは運営達の部屋。

　全員の顔に疲労の色が濃く出ている。

　どの人も、もう今にでも眠ってしまいそうだった。

「うし、全員のスキル選択終わったな」

「いやー……第二回イベントは疲れた……本当バグが起こらなくて良かったわ」

「最早バグみたいなメイプルはいたがな……ちゃんとギミックを解除して海皇を倒したことにちょっと安心したわ」

「もしかするとギミックなしで倒すんじゃないかってヒヤヒヤしてたわ」

「ギミックなしで倒してたら鳥と狼まで持って行かれてたからな……」

「いやー……よく分からんゴリ押しもありえたよ」

「ああ……とりあえず安心した」

「はぁ……そうだ！　あいつは？　メイプルは一体何を選んだんだ？」

「メイプルなら【フォートレス】とかその辺だろ。そうだよな……？　そうだと言ってくれ……」

「ああ、【フォートレス】を取ってる。問題ない。防御力とかもう既におかしいからここから増えてもな……えっ……サイコ……キネ、シス？」

「嫌な予感がする」

「俺もだ」

「メイプルを探せ！　モニターに映せ！」

　すぐにメイプルがモニターに映される。

　メイプルは。




　空飛ぶ巨大亀に乗って飛び回りながら毒の雨を降らせているところだった。




「「……あかん」」




「スキル確認しろって言ったよな!?　俺言ったって！」

「し、しましたよ！　でも、メイプルがあのスキルを取る訳ないからあの調整で大丈夫だと……」

　スキルをチェックした内の一人が慌てて話す。

「「それを慢心って言うんだよ!!」」

「メイプルなら何だってやってくる！　それが『普通』なんだ！」

「うわああああ！　うわあああ！」

　その映像のあまりの衝撃に耐え切れず、疲れも相まって数人がそのまま気絶して眠りに落ちていく。




　その後諦あきらめと共にモニターの映像が消される頃にはもう全員の気力が尽きていたとか。




















エピローグ　防御特化と戦利品。









「よーし、倒した！」

　メイプルがシロップの高度を下げる。

　ゆっくりと足にしがみつきながら降りようとしていたが、当然滑り落ちた。

　メイプルはシロップを指輪に戻すとサリーのもとへ向かった。

「ただいまー！」

「メイプルはたまによく分からない進化するよね」

「そう？」

「うん」

　第二回イベントの中で得たものに大盾と巻物がある。

　それは、カタツムリのいた洞どう窟くつの中で手に入れたものだ。

　二人は後で確認しようとしているうちに忘れてしまっていたので、今確認することにした。

　性能によってはメイプルがさらなる進化をとげることだろう。

「まずは巻物からかな」

【鼓舞】のスキルを取得することが出来る巻物である。

　これは、カスミも持っている。






【鼓舞】




半径十五メートル以内にいるパーティーメンバーの【ＳＴＲ】【ＡＧＩ】を一分間20％上昇させる。

使用者には効果が無い。








「パーティー用だね……私が使っても意味ないかな？」

　サリーがメイプルのステータスを上げたとしても無意味だ。

　０を何％上昇させても０である。

【ＶＩＴ】上昇ならまた変わってきただろうがこの二つが上昇では必要ないだろう。

　それでもサリーも取得だけはしておいた。

　メイプルも当然取得する。




「じゃあ次は大盾かな」

　カスミに杖つえと槍やりを渡して交換した大盾は紫の結晶で出来ていた。

　メイプルはこの大盾を見ることでカタツムリの蔓延はびこる洞窟を鮮明に思い出す。

「こんな壁だったよねー」

「そうだったね……カタツムリがいなければまた行きたいかも」

　メイプルは大盾の能力を確認する。






『紫晶塊』




【ＶＩＴ＋30】【水晶壁】








　メイプルはスキルをチェックする。

【白雪】より【ＶＩＴ】の上昇値が低いためこの大盾の価値はこのスキル次第だ。






【水晶壁】




　スキルを発動したプレイヤーのＨＰと同じ値のＨＰの壁を半径五メートル以内に出現させる。

　使用後、再使用可能まで五分。








「んー……使えるような使えないような」

　これが【ＶＩＴ】の値と同じだったなら、恐ろしいことになっていただろう。

　五分ごとにメイプルと同じ防御力の障害物がメイプルを守るように湧いてくるのである。

「メイプルのＨＰが高ければ結構使えたかもしれないね」

　ステータスポイントをＨＰに１振ればＨＰが20増えるのだ。ＭＰも同様である。

　そのため【ＶＩＴ】に極振りするよりもＨＰに振って、何かしら回復のスキルを身につけた方が確実に生存能力は上がるだろう。

【ＶＩＴ】極振りがポンポン出てこないのもそのためだった。

　メイプルの域までいって初めて【ＶＩＴ】のダメージ軽減は化物になるのだ。

「たまには使ってみようかな」

　メイプルが大盾をインベントリにしまい込む。

　メイプルは【水晶壁】があるため、どこかで使うこともあるかもしれないと思った。

「メイプルの大盾はそれで十分だからなぁ……」

　サリーの言うそれとはもちろん【闇夜ノ写】のことだ。

　それを上回る大盾はそうそう出てくることは無いだろう。

「そういえば……レベルも上がったなぁ」

「私も上がってるよ。メイプルがイカと遊んでいる間に魚倒してたし」






メイプル




Ｌｖ29　ＨＰ　40／40〈＋１６０〉　ＭＰ　12／12〈＋10〉




【ＳＴＲ　０】　　　　【ＶＩＴ　１８０〈＋１４１〉】

【ＡＧＩ　０】　　　　【ＤＥＸ　０】

【ＩＮＴ　０】










装備




頭　　【空欄】　　　　　　　体　【黒薔薇ばらノ鎧よろい】

右手　【新月：毒竜ヒドラ】　　　　左手【闇夜ノ写：悪食】

足　　【黒薔薇ノ鎧】　　　　靴　【黒薔薇ノ鎧】

装飾品【絆きずなの架け橋】

　　　【タフネスリング】

　　　【命の指輪】










スキル




【シールドアタック】【体たい捌さばき】【攻撃逸らし】【瞑めい想そう】【挑発】【鼓舞】

【ＨＰ強化小】【ＭＰ強化小】

【大盾の心得Ⅳ】【カバームーブⅠ】【カバー】

【絶対防御】【極悪非道】【大物喰らいジヤイアントキリング】【毒竜ヒドラ喰らいイーター】【爆弾喰らいボムイーター】【不屈の守護者】

【念力サイコキネシス】【フォートレス】










サリー




Ｌｖ24　ＨＰ　32／32　ＭＰ　45／45〈＋35〉




【ＳＴＲ　35〈＋20〉】　【ＶＩＴ　０】

【ＡＧＩ　85〈＋68〉】　【ＤＥＸ　25〈＋20〉】

【ＩＮＴ　30〈＋20〉】










装備




頭　　【水面のマフラー：蜃しん気き楼ろう】　体　【大海のコート：大海】

右手　【深海のダガー】　　　　　　左手【水底のダガー】

足　　【大海の衣】　　　　　　　　靴　【ブラックブーツ】

装飾品【絆の架け橋】

　　　【空欄】

　　　【空欄】










スキル




【スラッシュ】【ダブルスラッシュ】【疾風斬り】【ディフェンスブレイク】【鼓舞】

【ダウンアタック】【パワーアタック】【スイッチアタック】

【ファイアボール】【ウォーターボール】【ウィンドカッター】【サイクロンカッター】

【サンドカッター】【ダークボール】

【ウォーターウォール】【ウィンドウォール】【リフレッシュ】【ヒール】

【状態異常攻撃Ⅲ】

【筋力強化小】【連撃強化小】【体術Ⅴ】

【ＭＰ強化小】【ＭＰカット小】【ＭＰ回復速度強化小】【毒耐性小】

【採取速度強化小】

【短剣の心得Ⅱ】【魔法の心得Ⅱ】

【火魔法Ⅰ】【水魔法Ⅱ】【風魔法Ⅲ】

【土魔法Ⅰ】【闇魔法Ⅰ】【光魔法Ⅱ】

【連撃剣Ⅱ】【気配遮断Ⅱ】【気配察知Ⅱ】【しのび足Ⅰ】【跳躍Ⅲ】

【釣り】【水泳Ⅹ】【潜水Ⅹ】【料理Ⅰ】【器用貧乏】【超加速】【古代ノ海】【追刃】








「もうすぐレベル30だ！」

「結構頑張ったけどまだ差は詰まらないかぁ」

「今最高レベルの人ってレベルいくつなんだろう？」

「イベント前で確か61？　だったかな？　今はレベル１００が限界だけど……その人が到達したら上限解放されたりするかも」

「61!?　うわぁ……すっごい……！　私達がそこに行くのは当分無理そうだね」

「そういう人は別次元だから。いや……メイプルも別次元だけど」

　そう言うサリーもネット上で人外認定を受けつつある。

　前回のイベントと違い映像が流れていないため、まだそこまで有名になってはいないが、メイプルの隣にいるだけで注目度は上がるのだから、いつかその能力が知れ渡ることは間違いなかった。




「明日は学校かぁ……なんだか久しぶりな感じ」

「そうだね。今日は早めにログアウトしようか？」

「うん！　そうしよう」

　二人はそれぞれログアウトした。

　視界が光に包まれていく。




　現実世界に戻ってきた楓かえでは時計を確認した。

「……本当に二時間しか経ってないんだ……」

　現実世界の時計を見ることで改めて実感する。

　イベント中の濃い七日間は目を閉じれば、楓の頭の中に鮮明に浮かんでくる。

　大変な戦いも多かったが、それ以上に理り沙さと共に楽しく過ごせたことが記憶に残っていた。

「またああいうイベントないかなー？　……今度はカスミとカナデとも一緒にいれたらいいなぁ……」

　しばらく余韻に浸っていた楓だったが、切り替えると明日の用意をして勉強に移った。

「理沙はちゃんと勉強してるかな？　……寝てそうだなぁ……」

　また禁止されてしまう前にちゃんと勉強するように言おうと思ったところで、楓はあることに気付く。

「本当……はまっちゃったんだなぁ」

　理沙と共にゲームをするためにという考え方は、楓がゲームを始める前の理沙に似ていた。

　親友とは影響を与え合うものだろう。

「今なら……あんなに誘ってきた理沙の気持ちもちょっと分かるかも」

　また明日会ったら色々と話そうと決めた楓は勉強に集中し始めたのだった。











あとがき









　一巻から続いて手にとってくださった方、お久しぶりです。二巻から手にとってみてくださった方には初めまして。夕ゆう蜜み柑かんという者です。

　皆さんの応援のお陰で「痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。」の二巻を出すことができました。

　短い間隔で二巻刊行を決定させることができたのは皆さんの応援あってのことだと思います。

　一巻を刊行してそれほど時間の経たないうちに重版が決定した時は、ほっと一安心したものでした。




　そして、書籍として形ある物になったことで初めて、これだけ書いてきたのだという実感が少し湧いてきました。

　ただ……書店に並んでいるのを見ると何とも不思議な気分になるものですね。

　まるで自分のことでないような。

　きっと遠い世界だったものが急に近くになったせいなのでしょう。

　今後も応援され巻数を重ねたなら、いつか慣れていくこともあるのかもしれませんが。

　今の自分にはこの気持ちに慣れる日は来ないようなそんな気がしました。




　むしろこのそわそわとする気持ちは当分このままでいいように思います。初めから堂々とするなんてこと、私にはいつだって無理ですしね。




　と、まあ。一巻を経て少し新たな気持ちが湧いた訳です。




　そして「防振り」二巻のための作業は一巻とはまた違ったもので、新鮮でありつつさてどうしようかと難しいものでもありました。

　一部削るというのは増やすよりも難しいと実感しました。そのために多くの人に手間をかけさせてしまったとも思います。

　まだまだ体験していないことばかりで、ですが充実していました。




　さて、振り返れば「防振り」の二巻部分を投稿していたのはもう一年以上前になるのですから、初期から読んでくださっている方はもう懐かしいとすら思うくらいでしょうか。

　狐こ印いん様には素敵な挿絵を描いていただき、担当さんにはテンポの調節をしていただきました。

　一年前とは違う新鮮な気持ちで読んでいただければいいなあと、そう思います。




　それでは最後に、一巻での締めくくりと同じようにして「痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。」の二巻を締めくくらせていただきます。




　もう一度の偶然があったのですから。

　二度あることは三度ある。

　その言葉を信じておきましょう！

　いつかの三巻でお会いできることを楽しみにしています！





夕蜜柑


















　世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～電子特別お試し版　（著：とーわ　イラスト：風花　風花）


















　元社畜のアリヒトが、転生先で就いたのは、正体不明の職業『後衛』。だがそれは、攻撃＆防御支援、回復もこなせる万能の職業だった！

　そんなアリヒトの元には、転生前の美人上司（年下）、ミステリアスな亜人の傭兵少女、そしてワケありの高レベル美少女剣士と個性的な女性メンバーが次々と集いはじめる。

　さらに『後衛』には、相手の後ろにいるだけで好感度を上昇させる能力があることが判明し──!?

　最強の見守り系支援職の冒険譚、開幕！








プロローグ　転生者の行列









　気がつくと、長く暗いトンネルの途中で、老若男女の行列に並んでいた。

　俺は確か、会社で企画された夜行バスでのスキー旅行に参加することにして、バスに乗り込んだあとは朝まで眠ろうとして目を閉じたはずだった。バスから降りる過程が記憶になく、いきなり別の場所にいるこの状況──どうも、芳しくない。

　列に並んでいる誰かの声が聞こえる。「マジかよ」「どうにかして生き返らせろよ」とか何とか。それに対応しているのは、前方に見える、列を案内している女性だ。慣れているようで、流れ作業のようにして列を進めている。

（バスが事故ったってことか……？　この列にいるやつはみんな死んだのか）

　この行列の先は天国なのだろうか。死後の世界が本当にあるというなら、死ぬことが消滅を意味するわけではないということで、喜ばしくはある。俺もまだ死ぬと思っていなかったし、未練は結構あるからだ。

　しかしこのトンネルの先は地獄かもしれないので、油断はできない。

　夢オチという可能性もあるし、そこまでシリアスなことを考えるには早いかもしれないのだが、列には一緒に来た同僚の姿が見当たらない。

「もうすぐ俺結婚するんだ」とフラグを立てていた彼が生き残ったのならば、俗に言う死亡フラグというのもさして効力がないということだろう。喜ばしいことだが、雪山で事故を起こしたとしたら、救助されるまではどう考えても過酷なので、凍傷などを起こさないようにと祈る。

　旅行に参加した他の社員のうち何人かは、俺と同じくこの行列に並んでしまっている。列を離れて移動しようとしてもなぜか足が動かず、前に進むことしかできないので、誰がいるかを確かめることはできないのだが。

（あれは……い、五十嵐いがらし課長もか。あの人まで死んじまったのか……）

　俺にとっては天敵とも言える、会社の女性上司らしき背中が、結構先に見えている。あの少しブラウンがかった艶つやのあるロングヘアは、間違いなくそうだ。

　二十九歳の俺より四つ年下なのだが、すでにキャリアウーマンの風格を持つエリートで、彼女の気の強さを知らずに好意を抱いて心をバキバキに折られる男性社員は少なくなかった。俺はそんな五十嵐課長の直属の部下であり、彼女には全く頭が上がらなかった。

　しかしさすがの彼女もこの状況には抗えないらしく、おとなしく並んでいた。背中からも感じる威圧感というか、オーラは完全には消えていないが。

　考えているうちに、目の前に並んでいた高校生くらいの女の子が、先に案内人らしき人物から何かを受取り、前方の光が指す方向へと歩いていった。

　その女の子はバスに乗るときに容姿が見えたのだが、黒髪ぱっつんでなかなか見ないくらいに大和やまと撫なでし子こという言葉が似合う姿をしていた。彼女も友人と一緒にバスに乗っていたが、もう一人はギャルっぽい雰囲気で──と、今は思い出している場合ではない。

　目の前には、ゲームに出てきそうなファンタジーっぽい服装をした女性が立っている。肩に届くくらいの長さの髪は紫色でどうも地毛らしく、半はん袖そでのシャツにキュロットというラフな格好だが、デザインがまず日本で見るようなものではない。ベレー帽のような帽子を被っているが、それもよく見ると複雑な紋様が描かれていて、いかにも魔法使いらしく見える。

　彼女は行列に並んでいる人々に何かを渡して、この先に送り出していた。たれ目でおっとりしていそうに見えるが、話し方ははきはきとしていて小気味がいい。

「次の方どうぞ。はい、これを持っていってください。向こうに行ったら、まずギルドに行って職業を決定してくださいね。寄り道してもいいことはないですよ」

「ギルド？　待ってくれ、この先って一体どうなってるんだ」

「この先は『迷宮国』です。あなたたちの魂は、迷宮国に引き取られて転生することになりました。他の転生先は選べませんので、あしからず」

　他にも聞きたいことはあったが、今はそれ以上説明してもらえないらしい。

「あなた方は、これから迷宮国で『探索者』として新たな人生を送ることになります。私も転生案内をする時以外は、あちらの町に住んでいますので。もし縁があれば、もう一度お会いすることもあるかもしれませんね」

　神様とか天使とか、そういうものでもないのだろうか。何か特別な力は持っていそうだが、それも含めて今はお預けだ。

　俺は案内嬢から、紙幣よりも一回り大きく、革のような素材でできた頑丈そうな札をもらい、前方の光を目指して進んでいった。








第一章　探索者生活の始まり










一　迷宮国






『迷宮国』は、迷宮を探索する者と、彼らを支援する者だけが暮らす国だという。

　つまり、全てが迷宮を中心に回っている。迷宮への入り口は町に何箇所もあり、中に現れる魔物などから難易度がつけられ、ランク分けをされている。

　今回、俺と一緒に集団転生した人数は三十人程度らしい。この規模の事故だと相当なニュースになっているだろうが、俺は天涯孤独というやつなので、残してきた家族を悲しませるとかそういうことがないのは救いだ。

　知人たちが悲しんでくれているかもしれないが、葬式などで世話をかけるのは申し訳ないと思うものの、くよくよしていても仕方がない。俺はこれから、この世界でいかに生きていくかを考えねばならない。

　俺たちはあのトンネルから迷宮国のいろんな場所に出たようだが、指示通りギルドを目指して集まってきたので、改めて出会った彼らから情報収集をしていろいろと分かった。

　転生する時に、一方的に案内人から『探索者』となれと言われたが、俺たち転生者はその指示には抗えないらしく、ギルドに行かずに逃げ出そうという発想は生まれなかった。

　どうも、この迷宮国では、転生したらまず『探索者』となる以外にないらしい。理不尽な話だと思いはするが、そんなに悪い話でもないかもしれないと、個人的には楽観している。

　俺が出たのはギルドの近くの広場で、特に迷うこともなく来られたのだが、一番乗りというわけではない。周辺でもひときわ大きく目立つギルドの建物に入ると、すでに『探索者』として登録を済ませ、冒険に出ていく人もいた。

「おい、新入りだろ？　単独なら星一つの初級迷宮以外は入るなよ。星二つ以上の迷宮に入ったら即死するぞ」

「そ、即死って。いくらなんでもそんな……」

　三十代くらいの働き盛りの男性が、ギルドの先輩方に声をかけられている。内容からするとまっとうな忠告のようなので、新入りに厳しい環境でもないらしい。

「ゴブリンの矢なんかで死にたくねえだろ？　あいつらはほぼこっちに敵対してくるから、問答無用で撃ってくるぞ。雑菌の繁殖した糞ふん尿にようの矢を食らったらそれで終わりだ。初級探索者ノービスなんざ、抽出した毒を使うまでもないだろうさ」

「ひぃっ……わ、分かりました。初級迷宮に……」

「いいだろう。一日目の稼ぎはあらかた貰もらうが、案内してやってもいいぜ。心配するな、多少は分配してやる」

「あ、ありがとうございます！」

　どこまでが善意か分からないが、新参者を案内することを生業としている探索者もいるのだろうか。彼が生き残ることを祈りつつ、俺はふと思いつく。

　転生者全員、あるいは元同じ会社の社員同士でパーティを組んで潜ればいいのではないか──しかし、すでに経験のある探索者と組んだ方がいいと考える者も多いようで、次々と初心者を歓迎しているパーティに誘われ、組み込まれていってしまう。

　まだ誘われていない人の中に、転生者の行列で俺の前に並んでいた少女もいた。一緒に居た友達とおぼしき少女とは一緒ではないようだ──と思ったら、その子は他のパーティに入っていた。

　友達を置いていくというのもどうなのだろうと思うが、黒髪の子は特に動揺している様子はないので、ギャルっぽい子の行動については予想していたのだろうと思われる。

　俺も早いうちにパーティに入るか、仲間を見つけて安心したい。同じ世界から来た者同士、一緒に頑張ろうじゃないかと黒髪の子を誘えるものなら誘いたかったが、そう上手くはいかなかった。

「スズナ＝シロミヤ様、ご記入ありがとうございます。あなたの希望する職業は……『巫み女こ』ですね。おめでとうございます、能力の適性を判断し、受理されました」

「あ、ありがとうございます……」

（スズナ……どういう漢字だろう）

　ギルドの登録受付に、先ほど渡された札を持っていき、そこで希望する職業を札に書き込む。適性があれば書いた職業に就くことができると、そういうことらしい。

　そして『巫女』の職業に就いた少女に、颯さつ爽そうと近づいていくのは、同じような年代の少女剣士だった。銀色の胸当てなどの防具の下に青い鎧下ギヤンベゾンを身につけている。

　きらめく金色の髪を後ろで一つに束ね、切れ長の瞳ひとみは涼やかで、遠目にも惹ひきつけられるものがある。行き交う冒険者も雑談を止めて、彼女の一挙手一投足に見入っていた。

「……ちょっといい？」

「あっ、は、はい……何でしょうか。私、この町に来たばかりで……」

「知ってる。ここで登録をしてるっていうことは、転生したばかりの初心者っていうことだから」

　黒髪の子──スズナは声をかけられて緊張している様子だった。金髪の少女剣士は声こそ小さいが、にわかに静まった空間には彼女の声がよく通る。

「私、後衛の人を探していて……前衛としてはあまり良くない部分があって、初心者の人が組むにはやりにくいと思うんだけど……で、でも、パーティに入ってくれたら、レベルはすぐに上がると思うから……」

　少女剣士は軽装ではあるが、要所に装甲のついた鎧と簡単には手に入らなさそうな長剣を腰に帯びており、かなりの熟練者に見える。しかし、どういったわけかパーティを組む相手がいないらしく、必死でスズナを説得していた。

「エリーティアがまた勧誘してるぜ。今度は何日持つだろうな」

「幾ら強くたって、『あれ』がある限り、誰と組んだって一緒なのにな。まあどうしてもって言うなら組んでやらなくもねえが」

「よせよ、身体がいくつあっても足りないぜ。遊びで手を出すもんじゃねえ」

　男たちは下卑た笑い声を上げる。エリーティアと呼ばれた少女は、それを聞いても無視しているようだった──しかし目を伏せて、その拳こぶしはきつく握られている。

　彼女はどうやら、ギルドでは有名人のようだ。強い美少女剣士なんて引く手あまただと思うのだが、そうはならない理由があるらしい。

　スズナはどうするのだろうと思って見ていると、彼女は周囲の陰口に気づいているようだが、目を伏せているエリーティアに手を差し出し、握りしめられたままの彼女の手を包みこんだ。

「こちらこそよろしくお願いします。未熟者ですが、後衛が務まるように頑張りますね」

「っ……ほ、本当に、いいの……？」

「本当は友達と行動しようとしていたんですけど、彼女が別の人のところに行ってしまって……だから、すごく心強いです。『良くない部分』というのがあるんだとしても、ぜひパーティに入れてもらいたいです」

「……ありがとう。私の名前は、エリーティア＝セントレイル。あなたは？」

「私は白しろ宮みや……いえ、スズナ＝シロミヤです」

　二人は意気投合し、連れ立ってギルドを出ていった。まだニヤついて見送っている人たちがいるが、そんなにエリーティアの抱えている『あれ』というのは深刻なのだろうか。

　気になるが、今は自分の職業決定が先決だ。登録カウンターに目を向けると、他の転生者の男性が、何やら揉もめているところだった。

「申し訳ありません、あなたには『聖騎士』の適性はないようです。見たところ『戦士』『盗賊』『格闘家』の素養があるようですが……」

「俺はもっと勇者っぽい職業に就きたいんだよ！　いいから黙って転職させろ！」

　見るからにごつい体型の声が大きい男が、受付嬢に食い下がっている。

　しかし受付嬢への恫どう喝かつと受け取られたのか、あれよと言う間に武装した兵士のような人々がやってきて、彼を取り押さえてしまった。

「うわっ、な、何すんだよ！　離せ、こんなことしてただで済むと思って……っ」

「残念ですが、お客様の行為は迷宮国において恫喝と判断されます。『カルマ』が上昇しましたので、ゼロになるまで投獄させていただきますね」

「なっ……や、やめろぉ！　離してくれっ、謝るっ、今のは謝るっ……うぁぁーっ！」

　時を同じくして転生した同士と言えなくもないが、今は反面教師として、ギルド内では秩序立った行動をすべきだと自分に言い聞かせる。彼もカルマというのがゼロになれば牢ろうから出されるのだろうから、取り返しのつかない事態ということもないだろう。

　とりあえず、職業決定を無事に終え、のんびりやっていく態勢を整えたい。迷宮を遮二無二攻略するか、この世界で安住の地を得るかは、まず生活基盤を安定させてから考えるべきだろう。





二　ギルドの受付嬢と元上司






「お客様、未登録の札をお持ちですね。探索者として登録を済ませなければ、迷宮に入ることはできない決まりになっております」

「あ、ああ……すみません、ちょっと騒ぎに気を取られてました」

　さっきスズナを『巫女』として受理した受付嬢が、俺に声をかけてくる。

　彼女は異世界らしく緑色っぽい髪をしており、眼鏡をかけていて、泣きぼくろも搭載し、色気というものをこれでもかと詰め込んだふうな妙齢の女性だった。

　そして──どうしても目が行ってしまうほど、胸が大きい。受付嬢の制服をいっぱいに張り詰めさせたそれに、思わず目を留めてしまった。

「あ……駄目ですよ、お客様。異世界の服装は露出が大きく見えるかもしれませんが、一点を注視するのは、関係性次第ではカルマが上昇する行為です。適度に視線を動かしてくださいね」

「っ……し、失礼しました」

「ふふっ……お客様、とても腰が低い方ですね。先程から謝ってばかりですが、私はかみついたりしませんから、肩の力を抜いて楽にしてください」

　手振りを交えて、受付嬢さんは俺の緊張を解こうとしてくれる──その優しさが胸にしみる。

　俺はどんな髪型にも魅力があると思っているが、アップにした髪型には比較的弱いので、正直受付嬢さんのような女性はタイプというか、しっかり意識してしまう対象だった。

「申し遅れました、私はルイーザ＝ファルメルと言いまして、今回の登録担当官であり、あなたが初級探索者ノービスの間、色々なことの相談窓口も務めさせていただきます。別の方をご指名されることもできますが、このまま手続きを進めてもよろしいですか？」

「は、はい……って、いつまでも緊張してるのも何ですかね。ぜひこのままお願いします」

　転生前は他社と連携して仕事をすることも多く、相手次第では早く打ち解けた方がやりとりがスムーズになった。ビジネスにおける関係は馴なれ合あいになってもいけないし、かといって形式張りすぎても支障を来たすことが──と考えたところで。

「痛っ……」

「お、お客様？　ああっ、転生されたばかりで記憶の混乱があるのですね。急にたくさん話しかけてしまってすみません、治癒師ヒーラーに診ていただきますか？」

「ああいや、大丈夫です。ちょっと頭痛がしただけですから」

　そう言いつつも、俺はあまりいい気分のしないことを思い出してしまっていた。

　去年の春に配置換えがあり、俺はウェブコンテンツ制作課から、メディア戦略課に移された。

　課が変わったとはいえ、仕事が降りてくる経路が変わっただけで、変わらずウェブサイトの制作を行うと聞いていたのだが、それだけではなく、会社でのキャリアも長い方だからということで、中間管理職の補佐を業務として行うことになった。

　それで補佐することになったのが、新設された『メディア戦略二課』課長の五十嵐課長だった。五十嵐課長は当時二十四歳で、最年少で課長に就任した、いわば超エリートと言える存在だった。

　立てば芍しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん。歩く姿は──と表現するしかない、一般人の中に混じっている芸能人クラスの際立った美女。それもグラビアアイドルに匹敵するスタイルの持ち主となると、俺も最初は変な期待をしてしまったものだったが、顔合わせから半日する頃には、俺はもう五十嵐さんを『年下の美人課長』ではなく『人使いの荒い上司』として認識していた。

　配置換えをしてからも、俺は会社都合で前の部署の仕事を兼任していたのだが、課長補佐としての仕事はそれを考慮されることなく始まってしまったため、俺は他の社員二人分の仕事をすることになった。給料が上がるわけでもないというのにだ。

　基本は課長補佐として働き、手が空いたら前の部署の残務を消化するという方向で考えたのだが、そう甘くはなかった。五十嵐課長の猪突猛進というか、チャンスがあったら絶対に逃さないという姿勢は、補佐である俺の仕事を雪だるま式に増やした。『データを集めてほしい』とか、『会議の資料を作ってほしい』というのは必要な仕事ではあるが、何日もダブルヘッダーの会議などが続いては、こちらもキャパシティの限界に挑戦するかのごとく、フル回転せざるを得ない──おかげで日中は課長補佐に専念するしかなく、必然的に前部署の仕事は残業に回された。

　これといった野心もなく、日々ルーチンワークに近い仕事でも楽しむことができた俺には、常に新しいことをしようとする五十嵐課長の考え方は真似できないものだった。しかし課長はどうも俺にも自分と同じような野心があると思っていたらしく、こんなことを言うのである。

『後あと部べくんくらいできる人なら、私のところで補佐として実績を積めば昇進できるわよ』

　それを無茶振りと受け取るか、上司の熱い期待と受け取るかで天と地の差がある。俺も俺で、仕事がパンクしているので無理を言わないでくださいとなかなか言えずにいた。

　別部署の同期からは、課長に気に入られてるんじゃないかと冗談交じりで言われたが、そう思えるほど余裕はなかった。いや、気に入られているのかもしれないが、それは『課長補佐』という俺の立場が、手足のように使いやすいという意味としか思えなかった。

　そして俺は忙しさのあまり、昇進に必要な資格を取るための勉強時間も取れなかったわけだが──それを五十嵐課長に言わずにいたら、こんなことを言われた。

『後部くんが昇進せずにいてくれたら、当分は私の補佐をしてもらえるわね』と。

　彼女は悪気がない性格なのだ、と思った。そうでも思わないとやっていられなかった。

　しかし、これだけ鬱うつ々うつとした社畜生活を思い返して、はたと気がつく。

　こうやって異世界に来てしまえば、苦手な上司の下につく必要もなくなり、会社のしがらみから解放される。そう思うと、急に心と身体が軽くなっていくように感じた。

「良かった、元気が出てきたみたいですね」

「はい、お陰さまで。それで、登録ってどうすればいいですか？」

「ではそちらの椅子にお掛けになってください。お客様の『探索者の札』には、未記入の職業欄があると思います。そちらに、自分で適性があると思う職業、あるいは就いてみたいと思う職業名を書いてみてください」

「なるほど。決まった職業から選ぶわけじゃないんですね」

「転生者の方々は、様々な経歴をお持ちですから。中には私たちが把握していない職業に就かれる方もいらっしゃいます。彼らは職業公開を希望されませんでしたので、今お伝えすることはできないのですが」

　つまりスズナは『巫女』になったことを公開してもよいと考えたので、俺やエリーティアにも話が聞こえたのだろう。

　登録の時点で、すでに周囲との競争が始まっている──俺はそう理解する。

　なぜ迷宮を探索しなくてはならないか、それは探索に行く前にでも説明を受けるとして、この世界では探索者とその周辺の人々で全てが成り立っているのだから、探索者として役割を果たすことで相応の報酬が得られると考えられる。

　ここで需要のある職業を選べるかどうかで、滑り出しの良し悪しが変わってくる。しかし俺はこれといって特殊な経歴を持ってるわけじゃないし、転生前は広告代理店のプランナーというやつで、企画書やプレゼン資料を作ったり、ＤＴＰが多少できるというくらいしかスキルがない。あとは入社時に多少プラスに働いたという英会話か。

　ルイーザさんは俺を急かすことなく、他のカウンターで別の転生者への対応を始める。人生を決定するようなものだから、たっぷり時間を与えてくれるようだ。

　だが俺も一刻も早く職業を選び、探索に挑戦してみたいという気持ちがある。俺以外の転生者は、こうしているうちにも次のステップへ進んでいるのだ。

「ねえ。後部くん、どの職業を選んだの？」

「っ……げっ、五十嵐課長！」

「ちょ、ちょっと……『げっ』て何よ。せっかく知ってる顔を見つけたから、声をかけたのに」

　振り返ると、そこにはブラウンの髪をゆるく巻いた、いかにも勝ち気そうな女性がいた。

　五十嵐いがらし鏡きよう花か──転生者の行列で後ろ姿を見て警戒していたのに、ここで声をかけられるとは思わず、つい声を上げてしまった。

　彼女は社員割引の効くスキーツアーに、俺と一緒に──といっても同行していたわけではないが──参加していて、俺と同様にバス事故に遭ったと考えられる。

「何をじっと見てるのよ……転生のショックで私の顔を忘れたとか、そういうこと？」

「い、いや、そういうわけじゃないんですが……五十嵐課長だな、と思って」

「はあ？　やっぱりショックで動揺してるんじゃないの」

　俺たちは迷宮国に来ても、転生前の服装を引き継いでいるので、五十嵐課長も見たことのある服を着ていた。それがまた、雑誌のモデルでもそのまま務まりそうなほどよく似合っている。

　俗に縦セーターと呼ばれる暖色のニットに、タイトスカート。防寒対策で厚手のタイツを穿はいてはいるが、社内で見る姿とそこまで変わらない。そのプロポーションも相変わらずだが、見とれたりすれば、舌ぜつ鋒ぽう鋭く人間性を否定されることだろう。

　──ともあれ、俺の鬼上司がいつもと同じ姿で現れたわけで。俺は情けなくも冷や汗をかき、まだ何も言われていないのにタジタジになってしまう。

「聞こえてなかったみたいだからもう一回聞くけど。後部くんは、どんな職業を選んだの？　ウェブサイトの制作者とかじゃないわよね」

「い、いや、さすがにそれは異世界じゃあまり役に立ちそうにない肩書きですから。まだ、何を選ぼうか考えてるところです」

「そんな優柔不断なこと言ってないで、早く決めちゃえばいいのに。そうしたら、私と組めるかどうか検討してあげられるしね」

　ものには言い方というものがあって、五十嵐課長は俺とパーティを組まなくもないと言ってくれているのかもしれないが、とても素直に喜べるものではない。

「全く、何でこんなことになっちゃったのよ……私たちは全員、一度は死んじゃったのよね」

「バスが事故を起こして、生存者以外は全員転生したんじゃないかと……」

「じゃあうちの課が全滅ってことじゃないわけね。残ってる人たちで上手くやってくれればいいんだけど……まあ、そんなこと気にしてる場合でもないけどね。とりあえずバスの運転手もこっちにいるなら、ひとこと言わないと気がすまないわ」

「大変なことになりましたね。課長も頑張ってください」

　早く逃げたくて言うが、きつい睨にらみが返ってきた。女性に冷たくされて喜ぶほうではないので、正直辛いものがある。

「後部くんこそ、自分の心配をしなさいよ。この世界の迷宮って怪物が出るんでしょう。ちゃんとした職業を選ばないとやっていけないわよ」

「は、はい。なんとか選んでみます」

　今度は無難な答えを返したつもりが、五十嵐課長はまだ機嫌が芳しくない。

「なんとかじゃなくて、私が頼りにするような職業を選ぶとか、そう言ってくれたら……」

「えっ……五十嵐課長、今なんて言ったんですか？」

「っ……な、何でもないわよ。じゃ、じゃあ、またどこかで。目覚めが悪くなるから、無理しないで生きてなさいよ」

「は、はい。何とかやってみます……あ、課長！」

「こっちに来たら課長じゃないんだけど、後部くんに名前で呼ばれたりしたら……それはちょっとびっくりするわね。まあそれはいいわ。なに？」

「え、えーと……よかったら、課長の職業を教えてもらえませんか」

　彼女の性格を考えると、手の内を明かすことはしないどころか、いきなり「何様のつもり？」と怒ってきても仕方ない──そう思ったのだが。

「私の職業を聞いて、参考にしたいっていうこと？」

　思ったよりも、課長の反応は柔らかいものだった。しかしこれから地雷を踏むかもしれないので、慎重に言葉を選ばなければならない。

「そ、そうですね。俺もどんな職業を選べばいいのか、迷ってるところなので」

「まあ、それは見てたから分かるけど。私と同じようなのじゃなくて、役割分担をしたほうがいいしね。戦士系でかぶっちゃった、とかだと困るでしょう」

「戦士の集団でパーティを組んでも強い気はしますけど……」

「私の意見が間違ってるっていうの？」

「えっ……い、いや、そんなことは全くないんですが」

　ピリピリしているというか、俺はそもそも女性慣れしていないので、何が地雷になるか全く見当がつかなかったりする。相性が合わないといえばそれまでだが。

（ん……今五十嵐さん、役割分担って言ったよな。それは、俺とパーティを組もうと思ってくれてるってことだったりは……）

「私の職業だけど、『ヴァルキリー』っていうのにしたわ。剣と槍やりが使えて、精霊魔法もある程度使えるみたい」

「ま、マジですか……何かすごい職業に就きましたね」

「思いついたから書いてみただけよ。色々できそうな職業にしないと、生き残るのは難しくなると思って。参考になった？」

「はい、ありがとうございます。パーティを組んだ時に役割分担ができそうで、色々こなせそうな感じの職業を選んでみます」

「……それだけ？」

「そ、そうですね、ヴァルキリーは女性向けだと思うので、俺はそれ以外で……」

　話しているうちにも、五十嵐さんは腕を組んだまま、イライラした様子で人差し指をトントンと動かしている。俺は頭をフル回転させるが、何がベストの答えなのか、皆目見当がつかない。

「その、俺もできるだけ生き残って、また五十嵐さんと元気で会えたらなと……」

「ああっ、もう……どうしてこの話の流れで気づかないのよ」

「えっ……五十嵐さん、今何か……」

　尋ねかけたところで、五十嵐さんはこちらを睨んでくる──この目にはからきし弱い。美人に睨まれるというのがご褒美という性質が、俺に少しでもあればよかったのだが。

「何でもないわ。そうね、また元気で会えるといいわね。私はそのあたりで、入れそうなパーティを探してくるわ」

「は、はい。俺も、何とか探してみます。五十嵐さんも気をつけて」

　同じ転生者であることだし、前世のしがらみを気にするよりも、課長の無事を祈る。俺も、人のことばかりを心配してはいられないが。

　そんなことを考えていると、五十嵐さんがすたすたと戻ってきた。どうやら言いそびれたことがあるようだが、顔が怒っているので身構えてしまう。

「……覚えてなさいよ。次に会う時に、惜しかったって言っても遅いんだから」

「え……い、五十嵐さんっ……！」

　次は振り返ることなく、五十嵐さんはずんずんと突き進んで、ギルドから出ていってしまう。入れそうなパーティを探すと言っていたが、迷宮に行く途上で見つけるつもりだろうか。

（もし一人で迷宮に入るようなことがあったら……いや、心配ではあるけど、俺から同行を申し出るのはちょっとな……まあ、彼女なら大丈夫だよな）

　会社という組織から自由になっても、上司との上下関係に束縛されるというのは厳しいものがある。やっと自由になれたというのに、転生前と同じ状況になっては元も子もない。

　しかし、そういったしがらみを離れられるのなら。俺にとって『ヴァルキリー』であり、気丈な性格である五十嵐さんは、可能なら組みたいと言える人物ではあった。





三　職業選択






「前の世界での上司さんですか？　大変そうでしたね」

　朗らかに微笑みつつ、俺を気遣ってくれるルイーザさん。このギルドを訪れる探索者の全員に温かく対応しているのだろうが、それでも癒される。

　俺のモテ期は幼少までで終わっており、委員会や仕事以外では女性と接する機会のない人生だった。そんなわけで、少し優しくされるだけでも幸せになってしまうのである──我ながらちょろいと思うが。

「でも、この迷宮国に来たからには、探索者としての実績次第では見返すこともできますよ。そのためにも、後悔のない職業選択をしたいですね」

　実績さえ出せば、あの課長も少しは見直してくれるだろうか。






















　この続きは現在配信中の『世界最強の後衛　～迷宮国の新人探索者～』にてお楽しみください


(C)Towa, Huuka Kazabana 2017
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